




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　ザクッザクッザクッ

　軽快に振ふり下ろされる鍬くわが見事な畝うねを作っていく。

「その畝もタロ芋いもですか？」

「フフ、この畝は別の薬草の予定よ」

　ゾッドの問いに、フェリアは楽しそうに答えた。

　ここ６番邸ていの開かい墾こんは順調に進んでおり、タロ芋畑が広がっている。

　タロ芋畑だけでなく、貯蔵庫や葉の乾かん燥そう庫こ、芋いも煮にを作る調理室などの建物が新たに作られ、６番邸は今や『タロ芋邸』と呼ばれるほどだ。

　フェリアが、ここ６番邸の開墾を始めてから一カ月が経たとうとしていた。

　数日前には、マクロンとお忍しのびデートに出かけ、フェリアの気分は上々だ。

　しかし、後宮に妃きさきとして残っているのがフェリアだけとなった現在でも、二人が会えるのは妃選びのしきたりに則のつとり三カ月に一度の三十一日だけである。

　お忍びデートの際に、ビンズにも釘くぎを刺さされている。

　残り約六カ月ある妃教育期間中に、原則二度しか会うことはできない。

　二人がそれに大人しく従うはずもないのだが……。




「新しい薬草ですか？」

　興きよう味み津しん々しんなゾッドの問いに、フェリアは笑えみを返した。

「ガロン兄さんから、新たに種が送られてきたの」

　フェリアはエプロンのポケットから、種の入った袋ふくろを取り出す。

「クコという薬草の種よ。かなーり臭くさいのが難点なのだけど、滋じ養よう強きよう壮そうの効果があるの」

　フェリアが後宮に入って、溜たまった疲つかれを取るため寝ね入いる前に口にした丸薬の元となるのが、クコの葉と実である。

　カロディアでは、この悶もん絶ぜつするほど臭い滋養強壮丸薬を飲のみ込こむことができれば、いっぱしと認められるのだ。いや、この丸薬を口にしたくないばかりに、日々体調に気をつけ体作りに精を出すと言っても過言ではない。

「ありがたい薬草なのですね」

「そうでもない代物よ」

　臭い丸薬を思い出し、フェリアの眉み間けんにしわが寄る。

「難しい栽さい培ばいなのですか？」

　その表情を勘かん違ちがいしたゾッドの問いに、フェリアは慌あわてて首を振った。難しいのは、丸薬を飲み込むことであり、それを想像しただけでカロディアの者なら微び妙みような顔つきになるのだ。

「そんなに難しくはないわ。ただ、タロ芋と違ちがって収しゆう穫かくまで少し時間がかかるかしら。タロ芋は一カ月半から二カ月で収穫できるけれど、クコは三カ月ほどかかるわね。……いいえ、王城の土ど壌じようが良いいから、だいたいどの薬草も二週間ほど早く収穫できるんだったわ。タロ芋だって、だいぶ良い感じだものね」

　フェリアとゾッドは、タロ芋畑に視線を移した。

　タロ芋の濃こい緑の葉が生おい茂しげっている。この生しよう葉ようが先のビタス病対応で役に立った。また、タロ芋と一角魔ま獣じゆうの肉がビタス病の予防になることは、すでに民たみも知っている。

　周辺各国にも、王弟エミリオの作成した詳しよう細さいなレポートが届けられ、周知の事実となった。

　フェリアの兄であるカロディア領主リカッロは、未いまだビタス病が蔓まん延えんしている他国で陣じん頭とう指揮に当たってもいる。

　妃選びに始まり、ビタス病、エミリオの復ふく籍せきなど、ダナン国はこの五カ月半慌ただしい日々であった。

「やっと、落ち着いて過ごせるわね」

「そうでしょうか？」

　首を傾かしげるゾッドの様子は、何となく感かん慨がいに耽ふけっていたフェリアにとって理解しがたい。

「まだ、何か騒さわぎがあるというの？」

　現在、後宮にはフェリアの他に教育係として２番目の元妃キュリーと、７番目の元妃が残っているだけだ。取り立てて、何か起こる状じよう況きようではないだろう。

　この二人もあと一カ月ほどで一いつ旦たん帰国の途とに就つく。今回の妃選びの報告を母国に伝えた後、都度ダナンを訪問し、フェリアの教育に当たることになっている。結けつ婚こん適てき齢れい期きの姫を長く留め置くことはできないからだ。

　それでも、田舎いなか娘むすめの後うしろ盾だてとしては有効である。フェリアに盾たてつくことは、キュリーに盾つくことと同等の意味を持つ。

「いいえ。騒ぎの心配はないのですが、フェリア様の警護騎き士しとして落ち着いた日々は……訪おとずれないような気がしまして」

　ゾッドの言い分に、フェリアは目を瞬しばたたかせた。

「こうやって、６番邸の開墾もしておりますし、きっと毎日何かしらの気持ちの高こう揚ようを得られるはずです。普ふ通つうのお妃様では得られないような」

　確かに普通の妃なら、開墾などしないだろう。騎士らと日常的に会話をすることもないはずだ。

「お転てん婆ばだと言いたいのかしら？」

「いえ、仕えたいお方だと言いたいのです」

　フェリアはむず痒がゆくなり、少し視線をずらした。

「確かに、落ち着いて過ごすことなんて性しように合あわないわね」

　気き恥はずかしさを隠かくすように、フェリアはそう言ってゾッドから離はなれる。

　ちょうどその時、６番邸の門もん扉ぴに騎士隊長ビンズが現れた。いつものように、こめかみを押おさえている。何かあったのだろう。

「やっぱり、落ち着かないみたいですね」

　フェリアは、ゾッドの言葉を背中で受けながら肩かたを竦すくめる。

「フェリア様、すぐに31番邸にお戻もどりください」

「ビンズ、まずは薬草茶でも飲んだら？」

　自身の発言に既き視し感かんを覚え、フェリアはフッと笑みを漏もらした。そして、いつぞやのように王城を見上げたのだった。




　31番邸に戻ったフェリアを、長老ペレが待ち受けていた。

「三日後に、アリーシャ様が到とう着ちやくされるそうです」

　フェリアは、その名の情報を記き憶おくの引き出しから取り出す。

「マクロン様のいとこであったと記憶しております。確か……医術国アルファルドの姫様ですよね。先のビタス病に関しての訪問と予想されますが」

　現在マクロンの元にいる血けつ縁えんは、弟エミリオだけだ。他に先王側室の女児三人、先王の妹君二人、その子ども二人である。マクロンとエミリオ以外全員が女性であった。

　先王の妹は、二人とも他国に嫁とついでいる。

　その一方が医術国アルファルドの第一妃である。アルファルドに正せい妃ひや側室といった呼こ称しようはなく、第一から第三までの妃がいる。第一妃は、事実上の王妃といったところだ。

　第一妃の産んだ子は、姫一人のみ。その姫の名がアリーシャで、マクロンのいとこである。

「医術国として、この度たびのビタス病についての詳細を現地調査したいそうなのです。他国より、抜ぬきん出た情報を得るためでしょう。『医術国』としての面めん目ぼくもありましょうから」

　内容として、特におかしな点はない。しかし、難しい表情のペレの様子に、この訪問に何かしらの引っかかりを感じているのだろうと、フェリアは推察した。そうでなければ、知らせ程度で済むはずだ。

　客観的に考えると、血縁がわざわざ足を運んでくることが引っかかる。『医術国』としての来訪であるなら、それを前面に出すべきだ。ペレは、アリーシャを筆頭にした入国の真意を測りかねているのだろう。

「目的が一つでない可能性があるのかしら？」

「ほぼ決定とはいえ、体面上こちらはまだ妃選びの期間中です。実は、今回の妃選びでアルファルドから妃候補が上がらなかったことも、少々引っかかっております」

　ペレの危き惧ぐは、発言からして妃選びに関してなのだろう。後宮への口出しの可能性を示し唆さしていた。

「でもそれは、繫つながりが強くなりすぎると周辺国と軋あつ轢れきが生まれる原因になるから、敬遠したのではなくて？」

　ダナン周辺は、現在諍いさかいはなく宥ゆう和わ的な状況であるが、数代前までは敵対する国もあった。

　王家の女性をより遠方の国に嫁がせることで、ダナンは周辺国と調和を図はかってきた。特定の国と手を結ぶことをしなかったのである。

　王族の血で特定の国と繫がりを強固にすることは、安全になるのではなく、時として周辺国に脅きよう威いを与あたえることになってしまう。

　その教えは受うけ継つがれ、特に血縁の後宮入りはない。ただし、国として別の姫妃を出すことはできる。

「第二妃様のお子も姫様でして、年とし頃ごろ的には有力でした」

　それならなおのこと、ペレの引っかかりは理解できる。

「マクロン様はどうおっしゃっていますか？」

　フェリアの問いに、ペレの眉まゆ尻じりが下がった。

「王様は、血縁に少々弱いと言ってよろしいでしょう。エミリオ様の時もそうでしたが、いとこに対してもそうなのです」

「甘あまくなると？」

　はぁと息を吐はくペレの返答らしきものに、フェリアの口元は緩ゆるむ。リカッロやガロンがフェリアに甘いのと同じなのだ。両親を亡なくしているマクロンとフェリアは、互たがいにその心情を理解できる。

「皆みな、そうだと思いますわ」

「ですから、こうしてフェリア様に進言しております」

　つまり、エミリオの時と同じで、今回もフェリアの出番なのだ。

「どのくらいの滞たい在ざい予定なのです？」

「……それが、『未定』というのです。長期間になる可能性もあり、『後宮の一邸』を提供していただきたいとの要望も届いております」

　強調した『未定』と『後宮の一邸』から、フェリアはペレの疑念を十分に読み取った。

「後宮の一席をお望みかもしれないというわけね？」

　そう言いながら、フェリアはそんな単純なことではないだろうと、自身の発言を否定するように首を横に振る。

「いえ、そんな簡単な見みえ透すいた企たくらみではないわよね」

「フェリア様には、先方の目的を摑つかんでいただきたいのです」

「次から次へと厄やつ介かい事ごとがやってくるわね」

　フェリアはそう言いながらも、嫌いやそうな素そ振ぶりではない。ゾッドが言うように、自身に穏おだやかな日々は似合わないと思っていた。

「フフ、厄介事にワクワクするなんて不ふ謹きん慎しんかしら？」

　フェリアの視線は呆あきれた顔をするゾッドに向かっている。

「どうか、私たち警護騎士の肝きもを冷やさないようにお願い致いたします」

「ええ、そうね。なので、後宮での滞在は許可しませんわ。ゲーテ公こう爵しやく家にお願いしましょう」

「おお！　それは良い考えですな。思いつきませんでした」

　後宮の一邸を提供するなど、また狡こう猾かつな貴族らが騒ぎ出すかもしれない。それも、内心フェリアを認めていない貴族らは、ここぞとばかりに第二の妃選びへと動き出すだろう。

　妃が一人の後宮だと心もとないと、しゃしゃり出てくることが予想されるのだ。

　フェリアが王妃塔とうに移れば、後宮には誰だれもいなくなる。次は側室をと貴族らの口出しする姿が容易に目に浮うかぶ。

「では、そういうことでお願いしますわ。私は戻りますね」

　フェリアは立ち上がり、作業途と中ちゆうであった６番邸に向かおうとした。

「そうは参りません。本日の妃教育をお忘れですか？」

「ま、まだ午後ではないわ」

　タロ芋を栽培するのが急務であるため、フェリアは午前中は６番邸の開墾に当たっていた。よって、午後に妃教育が行われている。

「すでに昼時ですぞ。昼食を摂とりながら、晩ばん餐さん会のマナーを学んでいただきましょう。一石二鳥ではないですか」

　フォフォフォと笑うペレと、ガクンと肩を落とすフェリアの図式は、いつもの31番邸の姿であった。
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　三日程度はすぐに経ってしまう。

　いつもなら、６番邸で開墾をしているフェリアであるが、今日は31番邸のティーテーブルで着き飾かざって待機していた。

　フェリアだけでなく、ケイトやネル、イザベラもアリーシャの訪問を待ち受ける。現在、フェリアの専属侍じ女じよは三名だけなので、全員が顔を揃そろえた状況だ。追加の侍女は予定に反してまだ準備できていない。

　ケイトはどっしりと構え、ネルは忙せわしなく視線をさ迷わせている。二人ともいつも通りなので、フェリアは気にしていない。ただ、イザベラだけがいつもと違い、表情に陰かげりがあった。

「イザベラ、顔色が悪いわ。どうしたの？」

「私、幼い頃ころ……」

　言いい淀よどむイザベラを気き遣づかおうとした時、31番邸の門扉が開いた。

　フェリアは、イザベラに『また後で訊きくわ』と囁ささやき、訪問者を迎むかえようと立ち上がった。

　最初に入ってきたのは、ビンズである。

　その後ろに、マクロンとエミリオに挟はさまれた可か憐れんな少女が見えた。

　青みの強いグレイの髪かみは、サラサラと軽かろやかでいて品もある。青い瞳ひとみは、深海を思わせる神秘的な色合いだ。

　楽しげに会話をしながら入ってきた様子に、フェリアは少しだけ寂さびしさを覚えた。リカッロやガロンを恋こいしく思っているのでなく、ちょっとした疎そ外がい感と言ってもいいだろう。フェリアは、一いつ瞬しゆん目を閉じフッと息を吐いた。気持ちを切きり替かえて顔を上げる。

「フェリア様、王様のいとこのアリーシャ様をお連れしました」

　ビンズの紹しよう介かいを受け、アリーシャが軽く膝ひざを折った。

「アリーシャ様、こちらが次期王妃に決定しましたフェリア様です」

　フェリアは、軽く目礼で返した。同じ所作をしなかったのは、ペレからの妃教育である。ダナン国内において、フェリアが膝を折る存在は、王であるマクロンのみなのだ。

「はじめまして、私アルファルド王国第一妃が娘アリーシャにございます。お会いできて嬉うれしいですわ、フェリアお姉様！　あっ、すみません。ずっと心の中でそう呼んでしまっていて……」

　恥ずかしげに頰ほおを両手で包む仕草は、可か愛わいらしさをさらに印象づける。

　それ故ゆえ、フェリアの頰も緩んだ。

「こちらこそ、はじめまして。その呼び名で構いませんわ」

　寂しさは霧む散さんし、目前の可憐な少女をフェリアは嬉しそうに見つめた。

「医術国として、ビタス病について詳細に調査したいそうだ。エミリオのレポートも詳細であったが、現地調査をするのが医術国と謳うたわれるアルファルドのやり方である。ぜひ、協力してやってくれ」

　マクロンとフェリアの瞳が重なった。

「かしこまりました。協力は惜おしみませんわ」

　一旦重なった瞳はなかなか離れることはない。

　いつものように、マクロンの手がフェリアのリボンへと伸のびてくる。フェリアのリボンを解くのは、会う度のお約束だ。

「嬉しい！　ありがとうございます、フェリアお姉様」

　アリーシャはマクロンの所作に気づかなかったのか、フェリアの手を両手で摑み、キラキラとした瞳で見つめてくる。

　フェリアは、アリーシャの天てん真しん爛らん漫まんさに苦笑いをマクロンに返した。

　マクロンもフッと笑った後、伸ばした手を引っ込める。

「たくさん訊きたいことがありますの」

　アリーシャが前のめりにフェリアを窺うかがう。その一直線な行動に、マクロンもエミリオも微ほほ笑えましくアリーシャを見守っている。

「アリーシャ様、本日はご挨あい拶さつのみの予定です」

　ビンズがアリーシャを優やさしく諌いさめた。

「私ったら、お恥ずかしいですわ。あまりに楽しみにしていたので、興奮してしまいました。この王城も久方ぶりですので、本日は散歩でもしてから王都に戻りますわ。フェリアお姉様、また明日……も伺うかがってもよろしいでしょうか？」

　可憐な姫の上うわ目め遣づかいに、フェリアは頷うなずかざるを得ない。

　そんな二人の様子をただ一人イザベラだけが、そわそわしながら見つめていた。
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　翌日、いつものように６番邸で精を出すフェリアに、アリーシャ訪問の知らせが届く。

　アフタヌーンティーの予定であったのに早い。何かあったのかと、フェリアは足早に31番邸に戻った。

「フェリアお姉様！」

　抱だき着つくような勢いで駆かけ寄よってくるアリーシャに、フェリアの心がくすぐられる。

「どうしました？　ずいぶん早い訪問ですね」

「入国時にいただいた芋煮が、フェリアお姉様の作ったものだと伺ったので、お礼を言いたくて」

　現在、６番邸で早朝毎日調理される芋煮が、ダナンを訪れた者に無料配布されている。ビタス病の発生があったばかりのダナン国としての対応だ。安全を期して、終息宣言から一カ月は芋煮の配布を行うことになっていた。

　それ以降でも、芋煮を食べられるように、国直ちよつ轄かつの『芋煮レストラン』が宿場町に開業される予定で、６番邸の調理室を参考に建設中である。

「私だけでなく、皆で作っている芋煮よ。アルファルドにもレシピは報告されていますでしょ？」

「ええ、ですが本場を味わうのは重要なことですもの。とても参考になりましたわ。すぐにフェリアお姉様にお会いしたくなって、伺ってしまいました」

「歓かん迎げいしますわ」

　無む邪じや気きなアリーシャに、妹がいたらこんな気持ちなのだろうかと、フフッと笑みを漏らした。




　それから、アリーシャの弾だん丸がん訪問は毎日のように続いた。ペレが危惧したような後宮への干かん渉しようはいっさいない。それどころか、忌き憚たんなく語れる妹のようなアリーシャの存在に、フェリアは平へい穏おんな日々を過ごせた。

　後宮に入ってから、フェリアに味方はいたが、慕したってくれる存在はいなかった。常に気を張っていなければならない状態が続いていたのだ。フェリアに求められていた『王妃』という立場が、心のゆとりをなくしていたのかもしれない。

　アリーシャとの何気ない会話が、フェリアの心を潤うるおしていたのだった。

「アリー、明日も来るの？」

「ええ、フェリアお姉様！　アルファルドにない薬草についてご教授くださいませ」

　そんな微笑ましい日々の中、新たな妃教育が幕を開けようとしていた。

　後宮生活七カ月目の始まりである。
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「こちらが女官名めい簿ぼで、あちらが侍じ女じよ名簿。それから、今運び入れているのが近この衛え名簿でして、念のためビンズ騎き士し隊の名簿もご確かく認にんください。貴族の方々に関しましては後日お持ちしましょう」

「ちょ、ちょっと待って」

　流りゆう暢ちように話すペレの様子と、机の上に積まれた書類の山に、フェリアは目め頭がしらを押おさえて首を横に振ふった。

「全部覚える必要があるのですか？」

　いくら王おう妃ひになると言っても、王城に勤務する全ての者を覚えるのは困難である。

「全部を覚える必要はありません。しかし、早さつ急きゆうに女官長と侍女頭を決める必要があるためお持ち致いたしました」

　そこでペレが渋しぶい顔になり、スッと一枚の書類をテーブルに置いた。

「後宮の現状です」

　フェリアは、書類を手に取る。ザッと内容を確認して数回瞬まばたいた。

「これは……一体どういうことなのよ？」

　答えはすでに紙面に記されているが、思わず声が出てしまう。

　フェリアが見ているのは後宮の帳ちよう簿ぼである。

　フェリアは視線を上げ、わかっている答えをあえてペレに促うながした。

「ご覧の通り、前女官長の決済で詳しよう細さいな記述がないまま、予算が使われております。また、今回の妃きさき選びのために侍女が増員されたことにより、後宮の予算は増額になっております」

　フェリアは頭を抱かかえた。

　侍女費と後宮費の二項こう目もくしか記されていない書類に、前女官長のサインで承しよう認にんがなされている。また、追記で増員費が一行足されているだけだ。

　本来なら、後宮の帳簿がたった一枚の書類で収まるはずがない。

　後宮の主の不在が、このような弊へい害がいを生んでいたのだ。

「前女官長だけの責任ではないわね」

　フェリアは、書類の一点を指でトントンと示した。

「はい。その書類で予算管理の役人の承認が下りていますから」

　フェリアの指は役人の承認サインを指していた。

「そして、現在……いっさいを取り仕切っていた前女官長が居なくなり、王城及および後宮では、女官と侍女が浮うき足あし立だっております。いえ、混こん沌とんとしていると言えましょう。権力争いが勃ぼつ発ぱつしております」

「つまり、さっさと女官長と侍女頭を決めなければいけないのね」

「はい、その通りです。加えて、女官と侍女の体制も考えていただきたいのです。適正な人員かもご検討ください。言いづらいのですが、王様と先王様は、これらを放置なさったので、前女官長のような者が出てしまったのでしょう。根本からお考えくださいませ」

　フェリアは名簿に目を通しながら、頭ではすでに体制のことを考えていた。

「書類を見ただけで、決められる事ではないわ。試験を行いましょう」

　フェリアの発言にペレが頷うなずく。その答えを待っていたのだろう。

「女官と侍女の体制ね……」

　フェリアは窓から遠くに見える王塔とうと王妃塔を眺ながめながら、ペレから教わった妃教育を思い出していた。




　ダナンには女官制度と侍女制度がある。

　女官と侍女の違ちがいは仕える主あるじの違いと言っていいだろう。

　女官は王城が勤め先で、侍女は主人に仕える者だ。よって、女官は役人であり国庫から給金が出る。侍女は国庫から主に割り当てられた予算から、主人が給金を出す。国庫から出ていることには変わりはない。

　主なき後宮において、王妃が采さい配はいする予算を、前女官長が代役で采配していたのだ。これにより、後宮を牛ぎゆう耳じっていたのだろう。侍女頭を決めず、女官も侍女も掌しよう握あくしていた。

　いや、そうでもしなければ、主不在の後宮を取り仕切れはしなかったのだろう。

　先の妃が亡なくなった時も、今と同じで権力争いが起きたはずだ。

「まずは、女官と侍女の役割の明確化が必要ね。それだけじゃなくて、この王城で働いている女性たちの現状も把は握あくして体制を考えなくては」

　体制から考えるとなると大変な作業になることは明らかだ。キュリーに相談したいところだが、他国の者に王城内の仕組みを筒つつ抜ぬけにするわけにはいかないため、次期王妃の座に就つくフェリア一人での初の大仕事となろう。

「マクロン様は、こんなふうにいつも難題に頭を悩なやませているのね」

　漏れた言葉を実感し、フェリアは気を引ひき締しめた。

「数日間の猶ゆう予よを。まずは、資料を見て自分で考えてみるわ。試験と体制の素案ね」

「はい、よろしくお願い致します。六カ月後には、フェリア様は王妃になられます。新体制が機能する期間を三カ月、随ずい時じ不具合を修正し定着するまで二カ月程度が必要ですな」

「そうすると、新体制を考え、試験を行い、結果を出すまでたったの一カ月しかないわね」

「そうなりますなぁ」

　フェリアはあまりの難題にため息をつきたくなったが、気き丈じように笑えみを作ってみせた。ペレとの王妃教育の死し闘とうで負けるわけにはいかないフェリアの意い気き込ごみだ。

　これは、後宮の体制作りという妃教育の一いつ環かんなのだから。

「加えて、ケイトやネル、イザベラに関しても試験に参加させますので、その三名の手伝いも得られませんぞ。皆みな平等に試験を行ってほしいのです。人員の削さく減げん、増加にかかわらず、新たな募ぼ集しゆうも行いましょう。後宮の主たる姿を、皆にお示しくだされ」

　そして、ペレが退室するのを見送りもせず、フェリアは名簿に集中する。

　名簿といっても名前のみでなく、身分や王城内外の職歴、親族系統まで詳くわしく書かれたものだ。洗せん濯たく係から女官まで上のぼり詰つめた者もいれば、低位貴族の三女でいきなり女官として上がった者まで様々である。

「そういえば、ケイトも元侍女でありながら、洗濯係を経て、また侍女になっているものね。そうか、都度状じよう況きように応じて役職が変われるようにすれば、働く者が循じゆん環かんできるわね。無意味な権力集中も起きないかも」

　そんなことを呟つぶやきながら、フェリアの手は名簿を捲めくっていく。

　女官や侍女以外にも、王城内で働く女性はたくさんいる。洗濯係しかり、衣い装しよう係や調理係など、王城が機能するために必要な人員であろう。

　ただ、突出して多いのは侍女であった。主のいない後宮で幅はばを利きかせていたのは、前女官長の口利きのせいだ。

　妃選びで、各妃邸ていに配置するために侍女が増やされたが、女官三十人の倍六十人にのぼる人数は多すぎる。

「予算だって、主のいない王妃塔と後宮にもかかわらず、先王様の時代からいっさい変へん更こうもされていないなんて。妃選びでも補助予算が出ているし、この予算配分はどんぶり勘かん定じようね」

　流石さすがに、フェリアもマクロンに呆あきれた。キュリーが疎うとすぎると言っていたのは、こういうことかと納なつ得とくする。同時にやる気も起きてくる。

　元々、フェリアはカロディアで同じようなことをこなしてきたのだ。領主としての采配がリカッロ、薬草研究がガロン、帳簿がフェリアであったため、今の状況はカロディアの裏方の仕事と似ている。

「体制かぁ。一極に集中することのないようにしなきゃね」

　フェリアは、この日から一週間考かんがえ込こんだのだった。

　そのため、午前中は６番邸の開かい墾こん、午後一でアリーシャとの語らい、午後の時間はキュリーやペレの指導の元、王妃としてのマナーや所作といった妃教育をこなし、夕方からは体制の素案を考えてと、過密な日程をこなすことになった。




　充じゆう実じつした日々は、気持ちが高こう揚ようし満足感を得られても、体は悲鳴を上げるものだ。

「フェリアお姉様、お疲つかれですか？」

　心配そうに顔を覗のぞき込んだアリーシャに、フェリアは弱く笑みを返す。

「そう……かしら？」

　気持ちと体が一いつ致ちしないのだ、フェリアは首を傾かしげた。

「ねえあなた、もう少しフェリアお姉様の体調を注意して見てあげて」

　今日のフェリアの侍女はイザベラである。

「……はい。申し訳ありません」

「いいえ、大だい丈じよう夫ぶよ。イザベラ、薬草茶をお願いできるかしら？　アリー、イザベラの淹いれるお茶は、すごく美お味いしいのよ」

　毎日のお茶淹れで、イザベラの腕うでは格段に上がっていた。

　フェリアは、アリーシャとイザベラの間に流れる気まずい雰ふん囲い気きに、明るく声を落とす。気き遣づかうアリーシャにも、控ひかえるイザベラにも感謝の気持ちを向けた。

「イザベラ？」

　アリーシャが小首を傾げてイザベラを見つめる。

　その視線に、イザベラが戸と惑まどいながら声を出す。

「久方ぶりにございます、アリーシャ様。ゲーテ公こう爵しやくが長ちよう姉しイザベラでございます」

「まあ！　幼い頃ころ一いつ緒しよに遊びましたわね。えっと……なぜ侍女をしているの？」

　アリーシャの問いはもっともだろう。公爵家令れい嬢じようが侍女をしているなどあり得ないのだから。

　イザベラは現在、王都の侍女宿舎に寝ね泊とまりしているため、公爵家滞たい在ざい中のアリーシャと接点はない。

「アリー、色々と事情があるのよ。それより、二人は顔見知りなの？」

　フェリアは二人の様子を見ながら、言葉を挟はさんだ。イザベラが困こん惑わくしているので、アリーシャを窺うかがう。

「幼い頃、この王城で一緒に遊んだのです。ダナンは母の母国ですから、よく遊びに来ておりました。私の最初のお姉様はイザベラですの」

　アリーシャがイザベラに照れたような視線を送る。

「さっきは、ごめんなさい。お姉様の体調が気がかりで、強く言ってしまったわ」

「いいえ！　私もきちんとフェリア様の体調を気遣うべきでした。お茶を淹れてきます」

　イザベラが退室し、少しだけ沈ちん黙もくが流れた。

　フェリアはテーブルの上に広げられた資料を見る。アリーシャが手書きしたビタス病の資料である。医術国の肩かた書がきは、アリーシャ自身にもあるようで、この訪問が医術の習得を目的としたことが窺えた。

「アリーは、すごく勉強しているのね」

「ええ……アルファルドは医術国ですから、王族の知識も医師に匹ひつ敵てきするほどでないと、民たみはもちろん、王城内でも認められません。医術の向上と、その功績をもって地位が決まると言っても過言ではないのです。私は第一妃の娘むすめではありますが……王城内の地位は決して高いものではありません」

　アリーシャが悔くやしそうに声を落としていく。

「母は、ダナンから嫁とつぎました。普ふ通つうの婚こん姻いんなら、大国からの妃という立場は強固でしょうが、アルファルドでは違います。妃の評価も医術に比例しているのです。母は、その知識が乏とぼしく建前上の妃なのです。だから、私は……」

　膝ひざの上の手がきつく結ばれている。

　フェリアは、その手を優やさしく解いた。

「手を痛めてしまうわ。書き物をする大事な手でしょ？」

　アリーシャの頰ほおにポロリと雫しずくが伝う。

　フェリアはハンカチでアリーシャの頰を拭ぬぐい、その手にハンカチを握らせた。

「そのハンカチは、ラベンダーの香こうを垂らしているの。落ち着くわよ」

「フェリアお姉様……」

　アリーシャが幼い頃にダナンを訪問していたのは、自国での立場が弱かったからだろう。母の母国で心の静養をしていたとも言える。

「今回のビタス病は、私と母にとって好機なのです。ダナンは母の母国。ビタス病での功績は私たちの立場を強くしますの。だから、無理を通してもらい訪問致しました」

　マクロンからは、そんな事情は聞いていない。現状フェリアの立場はまだ王妃でなく、マクロンの国政の補ほ佐さはできないのが現実だ。詳細な事情を知らされなかったことに、何のわだかまりもない。その権利はまだフェリアにないのだから。

　そんな事情と知った上で、フェリアは心を鬼おににして言う。

「そんなことが理由なら、協力はできないわ」

　フェリアには、冷たい声だと自覚がある。

　そのせいだろう、アリーシャの顔が強こわばった。

「あなたの地位や立場のために、私は協力しない。民を助けたい、病から守りたいとの思いのためなら、惜おしみなく協力するわ。それがいずれは国を繁はん栄えいさせる。その礎いしずえになる覚かく悟ごがないなら、いくら知識を持っても意味はないわ。間違えないで、アリーシャ」

　アリーシャが『あっ』と溢し、ハンカチを口元に当てた。体が委縮し、肩かたを落とした。

「そうですわね……私ったら、なんて自分本位だったのかしら」

　すぐに出た反省の弁に、フェリアは口元を緩ゆるませた。

　そこへ、イザベラがお茶を持って入室したが、雰囲気を察して戸口で立っている。

「さて、お茶でも飲みましょう」

　フェリアの合図で、イザベラがテーブルにお茶を並べた。

「フェリア様、ペレ様訪問の先さき触ぶれがありました」

　あえて、アリーシャがいる時に伝えるのがイザベラらしい。いや、ケイト仕じ込こみなのかもしれないと、フェリアは思う。アリーシャへ、早々の退城を促しているのだろう。

　イザベラにしてみれば、毎日訪問するアリーシャの方に、フェリアの体調をおもんぱかれと言いたいに違いない。

「わかりました。サロンの準備をしてちょうだい。イザベラとネルは６番邸に行って『芋いも煮にレストラン』開業の手伝いを。サロンの控えには婆ばあやが来るはずだから」

「かしこまりました」

　女官と侍女の体制をペレと協議する場に侍女は置けないからだ。唯一、控えることができるのは婆やぐらいだろう。

「アリー、今日はこの辺にしましょう。明日は……」

「フェリアお姉様、明日から王都内の診しん療りよう所じよや薬問屋を回ろうと思いますわ！　今までつきっきりでご迷めい惑わくをおかけしました」

　清すが々すがしい表情で告げるアリーシャに、フェリアは頰を緩ませ頷いた。

　そして、潑はつ剌らつと進むアリーシャの姿をフェリアは見送った。

「フェリア様」

　アリーシャの姿が見えなくなってから、イザベラが固い声でフェリアを呼ぶ。

　その声の固さに驚おどろき、フェリアはイザベラに視線を移す。

「アリーシャ様にはお気をつけください」

「イザベラ？」

「妹なのです」

　そう言って、バッとイザベラは頭を下げた。

　フェリアは意味がわからず、イザベラに問おうとしたが、ちょうどペレと婆やが訪おとずれてしまい話は途切れる。

　そういえばと、前にもイザベラが何か言いい淀よどんでいたことを思い出す。フェリアはまだそのことも訊きけずにいた。

　確かに、アリーシャはイザベラを最初のお姉様だと言っていた。ならば、イザベラにとって、アリーシャは妹なのだろう。

　そして、フェリアもアリーシャを妹的存在として接している。それが気をつけなければいけないことなのだろうかと、フェリアは首を傾げたのだった。




「新体制は考えましたか？」

　ペレに挨あい拶さつといった時間の浪ろう費ひはないようだ。

　サロンに入って早々の発言に、フェリアは呆れるしかない。

「まずは、椅い子すにかけてくださる？」

　フェリアは、ペレに座すわるように言い、婆やには勝手口で待機するよう促した。

「いやあ、先走りましたな。失礼しました」

　ペレがコホンと咳せき払ばらいして椅子に座った。

「現在の状況を確認しましょう。まずは、給金の体制から」

　フェリアは、先日渡された帳簿をテーブルに置いた。

「侍女は王妃に割り当てられた予算から給金が支し払はらわれています。女官や係は、予算管理の役人から給金が支払われる体制ですね。給金の支払いで何か問題は起きていますか？」

「いいえ、給金に関しては王様に抜かりはありません。問題は」

「指揮の体制でしょう？」

　ペレが頷いたのを確認してから、フェリアは続ける。

「給金体制は今まで通りでいいわ。ただ、普通なら給金元が指揮するものだけど、それが曖あい昧まいになっている状況なのよね？」

「はい。前女官長が一いつ括かつで指揮しておりました。当初は致し方なかったとも言えましょう」

　フェリアは頷く。ここまでの二人の認にん識しきに違いはない。そこで、フェリアはテーブルに一枚の図案を広げた。
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　フェリアの広げた図案を、ペレがマジマジと見つめている。

「なるほど、管理部門を入れて統括するのですな。今までは全て前女官長が指揮していたため、王城の役人も女官や係を使いたい時に苦労したと聞いております」

「一括指揮は緊きん急きゆう時には最適だけど、常態化すると現状のように弊害になってしまうもの」

　そう言って、フェリアは図案の☆のマークに指を差して続ける。

「これが、王妃の予算から給金が支払われる者になるわ。それ以外が、予算管理の役人、つまり国庫からの給金になるわね」

「はい、そうなりますな」

　ペレがそう言いながら、管理指揮を指差す。

「この席は、やはり予算管理の役人となりましょうか？」

「いいえ、そこは……」

　フェリアは、図案にペンを走らせる。

『管理指揮（エミリオ）』

「おお！　エミリオ様ですか」

　喜ばしげに発するペレに、フェリアはクスリと笑った。

「それで、ここは……」

『統括長（長老ペレ）』

『統括役人（長老）』

　ペレの目が大きく開いた。

「長老方には妃選びが終しゆう了りようしても働いてもらいます。新たな部署を回す者が必要ですしね」

　ペレの足が思わずふらりと一歩後あと退ずさる。予想外どころか、遥はるかに予想を超こえる発言内容だ。

　確かにペレたち長老は、妃選びのために集められており、妃選びが終了すれば解散されよう。

　あのゲーテ公爵とて、政治の中ちゆう枢すうには返かえり咲ざいていないのだ。いくら、王の信しん頼らいが厚いといっても、今回の妃選びを機に復職とはならない。貴族らが必ず異議を唱えよう。

　それを見み越こしてのフェリアの提案である。

「貴族らが反対しましょう」

　動どう揺ようを隠かくせないペレが何とか返答した。

「あら、そうかしら？　この役職は王城を機能させるための裏方の仕事よ。成果の出しようがない旨うまみのない役職。評価されにくい仕事と言っても過言ではないわ」

　そこで、フェリアはペレに意味ありげな視線を送った。

「つまり、そんな席を望む貴族など居おらず、そこに我々が就けば、政治の中枢への復職よりはありがたいことだと？」

　フェリアの挑ちよう戦せん的てきな視線に、ペレが目を細めてそう鋭するどく返す。

「フフフ、やっぱりわかっているじゃない。でも、それだけではないわ」

　フェリアは再度図案を指差す。

「重要なのは、エミリオよ」

「それは、私どもの立場と同じと考えて正解でしょうか？」

「ええ、そういうこと。先のビタス病の時だって真っ先に謀む反ほんを疑われたわ。本人にその意思がなくても担かつがれてしまうこともある。だから、重要な政務にも、外交にも携われない。軍部ならなおさらそうでしょう」

　ペレが『そうなりますな』と返答した。

「今、エミリオができる仕事は裏方しかないの。いえ、この仕事を足がかりにマクロン様の補佐ができるようになればいいと思っているわ。だから、どうしても長老方に後見になってほしいわ」

　フェリアは、ペレの返答を待たずに、図案の女性騎士の役職へと指を伸のばした。

　ペレの視線もそこに移る。

「いくつか、新しい役職がありますな」

　ペレの視線が、王妃指揮系統の書類係と薬草係、管理指揮系統の女性騎士と事業係を見つめている。

　しかし、フェリアの指先は女性騎士を差したままだ。

「これが一番難題かもしれません。ダナンには女性騎士は居りませんが、隣りん国ごくセナーダやアルファルドには妃の寝しん室しつを守る女性騎士が居ると聞きました。先の荒あら事ごとを考えると今後ダナンでも必要だと思うのです」

　ペレがハッとした表情になった。いくら警護騎士が態勢を強化しても寝室までは及ばない。女性であるなら可能だ。

　確かに、育成まで時間がかかりすぐに実現できないため難題でもある。きっと数年は必要になるだろう。

「私は古い人間で、どうやら頭が固くなっておりましたな。気づきませなんだ。確かに必要となりましょう。また、この新たな職種の必要性故ゆえ、貴族らもこの体制に否を口にはできません」

　寝室をどう守ると問われ、これ以外の解決策は出ぬはずだ。この女性騎士の存在が体制提案を通す重要な役割になる。

「それでは、この事業とは何でしょうか？」

　フェリアはペレにもわかるほど、ニヤッと笑う。

「芋煮レストランの事業です。私は薬草をそちらの事業に卸おろすわ。しっかり統括し収益を上げてくださいね。統括というのは、名ばかりの役職ではないのよ。エミリオの補佐、指揮管理、事業の統括が仕事になるわ」

「芋煮……」

　ペレが何度目かわからぬ衝しよう撃げきを受け、啞あ然ぜんとしている。

「さっきも言いましたが、見み栄えやプライドの高い貴族たちはしたがらないことよ。もちろん、激務のマクロン様に『芋煮レストラン』まで目にかけてもらうなんてできないわ。だから、長老方の出番なのよ」

　連動して、書類係の新部署も納得するものだ。さらに、王妃塔や後宮の管かん轄かつから離はなれた女官を女性文官としていることも納得がいく。

　ここまで完かん璧ぺきな図案を見せられて、指し摘てきなどできようものか。ペレの肩がストンと落ちた。

　ペレの諦あきらめたような、呆れたような、それでいて嬉うれしそうな表情に、フェリアはニンマリと笑った。

「失礼しますよ。ペレ様や、降参なされ。この王妃様のお傍そばこそ終ついの棲すみ家かですよ」

　婆やがのんびりとした口調で言いながらお茶を運んでくる。

「全く、王様もこの王妃様も私ら年配の者を労いたわることがないようで、働け、働けとせっつくのですよ。私とてこうしてまあ、遠い妃邸まで足を運ばされているのですよ。ペレ様は、もっと働いてもらわないとねえ。そうでございましょう？　王妃様」

「まあ！　物は言い様ね。そのおかげで足あし腰こし強くいられるのですわ。それとも、婆や用に輿こしなど用意しましょうか？」

「滅めつ相そうもない。私より、ペレ様に差し上げてくださいよ。どうやら、妃選びが終わって安楽に過ごそうと隠いん居きよを計画していたみたいですし」

　フェリアと婆やの会話に、ペレが慌あわてて参入する。これ以上、話の種に自身がなるのは遠えん慮りよしたい心情からだろう。

「ええ、働かせていただきます。私は人の三倍は動けますので、どうぞ良きようにお使いください。そこの婆やごときに負けはしませんから」

　そう言って婆やと対たい峙じするペレを見て、フェリアは笑い出す。

「良かったわ。では、早々に働いてもらいます。マクロン様の許可を取ってきてくださいな。もちろん、お仲間の長老方にも話をつけておいてください。貴族や役人らへの根回しはそれからですね」

　ペレの口角が綺き麗れいに吊つり上あがった。

　フェリアとペレの妃教育は、戦いであり、互たがいに好敵手であるのだ。いつもは難題を課せられるフェリアであったが、今回はフェリアから課題を出す。

「ゲーテ公爵も引き立ててもよろしくってよ」

　フェリアのちょっとした挑ちよう発はつであったが、ペレの気持ちは大いに高揚した。政治の中枢にいた時以来の気持ちの高ぶりなのだ。

　敵さえ手中に入れようとする器うつわは、頂に立つ者の度量である。その傍かたわらは先王時代、そして現王マクロンの横でも経験済みのペレにとって、ある種魅み惑わくの領域であろう。

　そこを明あけ渡わたすことと引ひき換かえに、マクロンの治世を後押ししたことは、ペレにとって誇ほこりであると同時に、後うしろ髪がみを引かれる思いであったのは間違いない。その判断を後こう悔かいしてはいないが、心残りもある。

　王妃の傍なら、やり残した何かを最後までなし遂とげられるかもしれないのだ。婆やの言うように、終の棲家と言っても確かに過言ではない。

　一いつ瞬しゆんにして鋭くなったペレの瞳ひとみの強さに、フェリアは期待を寄せる。

「いやあ、やりがいがありますな。かしこまりました。本日中に『王様、貴族、役人』に話をつけて参りましょう」

　その発言に、フェリアはびっくりする。マクロンだけでなく、王城の役人や主だった貴族らの承認まで取りつけると宣言したのだから。

　フェリアの驚いた顔に、してやったりとペレがニッと笑った。

「この完璧な体制に異議があるなら、本日中に申し出よ。と言えば、皆頷きましょう。この図案をお借りします。それでは、私は早さつ速そく王様のところに」

　ペレの退室を、フェリアは啞然として見送ることになった。しかし、次し第だいに腹から笑いが起こる。

「水を得た魚のようね」

「あんな、年老いた魚は美味しくありませんよ。さてさて、婆ばあは何をしたらいいですかね？」

　どうやら、婆やもフェリアの傍に控えるだけでなく、働くことを表明したようだ。

　こうやって、フェリアの周りには人が集まってくる。

　その後、フェリアは婆やと一緒に体制図を五枚ほど書き上げたのだった。

　もちろん、有言実行のペレはマクロンや役人、貴族らの承認を取りつけた。




　そうして……新たな後宮の女の戦いが始まる。

　新体制の図が王妃塔の掲示板に貼はり出だされて、王城内は活気に溢あふれている。前女官長の横暴から完全に解放されるのだ。苦く汁じゆうを飲まされ続けてきた者らには、絶好の機会となる。

　だが、前女官長と一緒に甘あまい蜜みつを吸っていた者らにとって、今回の試験は迷惑以外の何物でもない。自身の地位が脅おびやかされているのだから。

　新体制の周知に一週間、その後試験内容の発表となる。王城内のざわめきは、31番邸には届かないが、６番邸には届いていた。

　さて、翌日にはその６番邸に意い気き揚よう々ようとペレが姿を現した。つまり、午前中である。

「まあ、ペレ。随ずい分ぶん早いお越しなのね」

「はい。王様から伝言を託たくされました。曰いわく『ヤラレタ』だそうです。王様も私たち年配者を休ませるつもりはないようで、『先手を打たれるとは』と嘆なげいておられましたぞ」

　どうやら、マクロンも長老らをどうやって手元に残すか考えていたようだ。

「ウフフ、それは『シテヤリマシタ』わね」

　フェリアは、ザクリと鍬くわを土にさして６番邸を見回した。

「やはり、土ど壌じようがいいのかタロ芋がもう収しゆう穫かくできます」

　フェリアの視線を追うように、ペレも畑を見回す。

「『芋煮レストラン』の開業に間に合いましたな」

　明日、開業するレストランには、すでにタロ芋や一角魔ま獣じゆうの干し肉が届けられている。

「さて、それでですが、王様から伝言です。『芋煮レストランの収益をみすみす渡すものか』だそうです。つまり、協議が必要になりましょう。財務も何やら言いたいようですぞ」

「まあ！　その協議、受けて立ちますわ。……ところで、ペレはどちらの味方？」

「フォフォフォ、そうきますか。では、私は王様の味方になりましょう。これが王様の味方をする最後となりましょうから」
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　ペレが言わなかった言葉の続きを、フェリアは嚙かみ締しめる。次からは、王妃になるフェリアの味方になり続けるとの表明だから、『最後』なのだ。

「おお、そうでした。午後からの妃教育に関してお伝えしなければなりません」

「新体制が周知される一週間で、試験の準備をしなければなりません。すごく忙いそがしいのに、まだ課題が追加されるのですか？」

　流石のフェリアも、アリーシャが訪問しなくなったとはいえ、婆や以外の手伝いのない現状で、妃教育があるのは辛つらいものだ。

「そうなりますかな。ですが、延期もいいでしょう。今まで十分に妃教育は積んできましたし、『王城案内』は延期しましょう」

　言葉の前半でフェリアはホッとし、後半で勢いよくペレに顔を向けた。

「王妃となりますからには、王城内を理解していただかねばなりません。が、忙しいと言うなら、ええ、延期」

「何をのんびりしたことを言っているのです、ペレ！　私は王妃になるのですから、王城を隅すみから隅まで覚えなくていけないわ！　延期などもっての外よ」

　少し離れた所で、警護騎士らが『ブッ』と噴ふき出だしている。フェリアの変わりように笑いを止められなかったようだ。

「では、私たち警護騎士も準備が必要ですね」

　ゾッドがペレに確認する。

　フェリアはウンウンと首を振った。後宮の外に出られることの開放感は、フェリアが今一番に望むことだ。六カ月もの間ほとんどを後宮内で過ごしていては、飽あきもするし、鬱うつ々うつとした気持ちにもなる。

　いくら、６番邸を開墾していても、いくら鞭むちを振り回していても解消されない閉へい鎖さ的てきな鬱うつ積せきであった。

　元々、フェリアは田舎いなか娘だ。魔獣とも戦うお転てん婆ば娘なのだ。後宮に閉じこもっているような、お淑しとやかな令嬢ではない。

「ゾッドたちは、警護態勢をビンズと確認して準備を。フェリア様は、31番邸にお戻もどりになって、お着き替がえください。王城内では、女官や侍女らがそこかしこにいますぞ。決して侮あなどられぬように。また、過か剰じようなアピールにほだされませんように」

「あら、考えてみれば、やっと女官や侍女らと会えるのね。色々と見学させてもらって、試験の参考にしますわ」

　後宮の外に久しぶりに出られることで、フェリアの表情には嬉しさが滲にじみ出でていた。

「もう猶予はありませんぞ。そろそろ試験の日程と課題内容も示してくだされ」

　ペレの言うように、もう日程の余よ裕ゆうはない。あと二十日ほどで、新体制に移行せねばならないのだ。

「体制図の貼り出しは一週間です。試験内容を発表後、一週間で試験を行い、結果発表と決定まで一週間は必要でしょう。何とか一カ月でやり通しますわ。ペレたち長老は、試験官になってもらいますね」

「どのような試験なのです？」

「秘密よ。試験官にも先入観なく判断してほしいから」

　やれやれといった表情のペレに、フェリアはフフフーンと鼻はな唄うたまじりである。フェリアの思い通りに事が運んでいるのだろう。

　しかし、午後の王城案内によって、またもや女の戦いに首を突つっ込むことになろうとは、微み塵じんも思っていなかったのだった。




　フェリアは珍めずらしく髪かみを結ゆい上あげている。耳の前に少しだけ毛束を残し、左右に編あみ込んだ髪を後ろで綺麗にまとめ上げていた。左右の毛束は、緩く巻かれている。

　まとめ上げられた髪には、フェリア手作りのリボンが飾かざられている。

「何だか、見慣れない私だわ」

　鏡に映ったフェリア自身が、首を傾げていた。

「貴族の女性は、未み婚こんなら長く髪を下ろし、婚こん約やくしているか既き婚こんなら、ある程度結い上げるものです。夜会などでひと目見てわかるようにそうしているのですわ」

　イザベラがリボンを整えながら告げる。

「なら、イザベラも軽く結い上げたら？　エミリオだって見てみたいはずよ」

「な、な、なんてことを言うのです！　私たちはまだ何にもありません」

「そうね。『まだ』であって、これからですものね。楽しみね、イザベラ」

「フェリア様、からかわないでください！」

　鏡に映っているイザベラの頰の赤いこと、赤いこと。フェリアはチロリと舌を出して笑った。

「でも、エミリオとイザベラのことは、内々のことだから気づかれないようにしてね」

　王おう籍せきに復活したエミリオの縁えん談だんは、各方面から上がってきてはいる。エミリオとイザベラの婚約に関しては、極ごくわずかに31番邸関係者だけが知る機密事じ項こうだ。

　なぜなら、王の婚姻前に王弟の婚姻事が進むわけもなく、同時婚約というのも対外的に発表しづらい。元より、王籍に戻ったばかりのエミリオが、あの『紫むらさき色いろの小こ瓶びん』の入手者である公爵家の者と婚姻するなど、貴族らは王と公爵家で何らかの裏取引があったと邪じや推すいしよう。

　いや、実際に裏取引であった。

　ゲーテ公爵ですら、エミリオとイザベラの事を知らされていない。『紫色の小瓶』が毒でなく『毛生え薬』であったことから、公爵家は二人の婚姻がなくても存亡している。公爵家を吞のみ込むことができるこの婚姻は、王マクロンの隠し玉なのである。

　公表には時期を待つしかない。

「はい。肝きもに銘めいじます。それから……王城内ですが、女官と侍女の覇は権けん争いが見てわかるぐらい激しいのです。どうか、巻まき込まれないように気をつけてください」

「あらまあ、でもそれを解決するための新体制ですから、よくよく見ないといけませんね」

　王城案内を楽しみにしているフェリアは、イザベラの注意喚かん起きを話半分状態で聞いている。それどころか、その争いを高みの見物でもしようとする軽さである。それほど、浮かれているのだ。

　そうこうしていると、案内役のペレがやってきた。

　今回の王城案内のフェリアの警護は、いつもの警護騎士三人に加え、周辺警護に五名、侍女はケイトが連なる。この警護態勢も後宮の新体制によって変わるだろう。王妃につき従う侍女が一人では心もとない。また、フェリアの提案した女性騎士も必要になる。王妃の寝室の警護や着替え時の警護として必ひつ須すだ。

　キュリーが指摘したように、マクロンのアキレス腱けんはフェリアになるのだから。もちろん、キュリーの侍女のようにそれなりの手て練だれを用意しても良いが、見せる警護で隙すきを与あたえないことを、フェリアは考えた。一度経験した荒事から得た結論である。

「本日は、王妃塔をご案内致します」

　ペレが、机の上に王城の略図を広げた。さし棒の先が王妃塔にある。

「王妃塔だけですか？」

　フェリアは、若じやつ干かん不満が声に出る。

「王妃塔までも長い距きよ離りの移動になります。また、王城全てを回ろうとするなら、日が昇ってから沈しずむまででは足りません。月の夜を全部使っても無理でしょう。単に見て回るだけならできますが、お立場上全てを略図なく正確に覚えていただかねばなりません。子どもの王城見学ではないのです。さあ、気を引き締めてください。そのような浮かれ顔はさっさと収めてください」

　言い返せない指摘であったため、フェリアの頰がヒクヒクと揺ゆれた。それでもフェリアはただでは転ばない。

「では、早急に参りましょう。どうせですから、緊急時の移動の速さでお願いしますわ」

「……よろしいでしょう。危機管理としてそれもまた重要ですからな」

　バチバチと火花散るフェリアとペレの様子に、皆が苦く笑しようした。

「イザベラ、留守をお願いしますね。ケイト、行きますわよ！　女官と侍女を紹しよう介かいしてちょうだい」

「曲くせ者ものばかりですよ」

　ケイトがニヤリと笑った。フェリアも同じ笑みを返す。

「望むところですわ」




　スタスタと歩く速さは、流石はお転婆故か疲れをみせない。それどころか、周辺警護の騎士たちも舌を巻くほどだ。

　ケイトがホッホッと息を吐はきながらも何とかついてきている。つい先日まで、元気な男児を育てていた体力は伊だ達てではない。イザベラなら、一行についていくのは無理であっただろう。

「この連なる邸のいくつかは、薬草畑に変えたいわね。ペレ、後で庭師を紹介してちょうだい。土壌改良について論議したいのよ」

「王城はいつから農地になったのです？」

「マクロン様が６番邸の開墾を始めてからに決まっているじゃない。その許可はペレが出したと聞いているけれど？」

「……そうでした」

　フェリアとペレの会話は相変わらずだ。そんな会話をしながらも、フェリアの足が止まることはない。

　後宮のうねった道を足早に進む一行の様子は、傍はたから見れば何事があったのかと思うであろう。

　そのゴールとも言える王妃塔の入口が見えてくる。すでに、問題事が起きているのが明らかな人だかりに、フェリアは不ふ謹きん慎しんながら好こう奇き心しんをくすぐられていた。

「何やら、一ひと悶もん着ちやくありそうですな」

　フェリアと違ってペレの眉み間けんにはしわが寄っている。次期王妃への王妃塔案内は、女官や侍女らに周知済みである。その迎むかえもせず、つまり仕事をほっぽり出して何をしているのだろうと沸ふつ々ふつと怒いかりが湧いているようだ。

　この様子をもし他国の者に見られることがあろうなら、赤面ものである。未熟な王城内をさらけ出しているのだから。

「右側の人だかりが女官たちになります。左側の大勢が侍女です」

　ケイトがフェリアに小声で教えた。

　人だかりに近づくにつれ、会話が耳に入ってくる。

「王妃塔と後宮は、侍女の領分よ！　女官の出る幕はないわ」

　台詞せりふからして、侍女であろう。

「まだそんなことをほざいているの!?　そのおかしな分担を決めた女官長は辞やめたのよ。元々、王城全ぜん般ぱんに勤めている私たち女官が、どこを歩いたって文句を言われる筋合いはないわ」

　こちらは、女官である。

　新体制が発表されてもなお、昔の枠わくで動いているのだろう。現状は仕方ないと言える。いや、長年の体制が身にしみ込んでいるのだ。

　いがみ合う女官と侍女らの目には、フェリア一行は映っていない。

「これはまたいきなり厄やつ介かいな」

　ペレが呆れたように呟いた。ビンズがいたらきっとこめかみを押さえているに違いない。

　そんな状況であるのに、フェリアはその諍いさかいから逃にげはしなかった。踏ふみ止とどまる一行をよそに、スタスタと歩いていく。

　その後ろを、ケイトも気き後おくれせずついていく。

「どいてくださらない？」

　第一声からしてフェリアらしい。そして、フェリアの声はよく通る。

　女官や侍女らがいっせいにフェリアに顔を向けた。幾いく人にんかは見たことのある侍女であったが、大半は初めて見る顔ぶれである。

　見覚えのある侍女というのは、もちろん三十一人が揃そろったお茶会にいた侍女たちだ。田舎娘の青あお臭くさい茶だと蔑さげすんでいた者たちである。

「次期王妃様の行く手を阻はばむ大事でもありましたか？」

　流石はケイトといったところだろう。

　フェリアを出迎えられなかった理由が、まさか単なる女官と侍女の諍いなんてことはないでしょうね？　きっと大事なのでしょうね？　との先制攻こう撃げきである。この発言が、女官と侍女らの口を十二分に抑おさえるとわかっての発言だ。

　そのせいか、皆バツが悪そうに頭を下げている。

「次期王妃様の王妃塔案内の知らせは出していたはずだぞ。一体、何をやっていたのだ!?」

　せっかくケイトが黙だまらせたというのに、ペレが注意してしまう。

　これでは、発言の機会を与えたようなものだ。

　先ほど声を荒あららげていた侍女が、待っていましたとばかりに発言する。

「王妃塔と後宮は、侍女の領分です！　ですから、王妃塔案内は侍女が担当するべきなのです。それを、女官たちがしゃしゃり出てきて、業務を邪じや魔ましたのですわ！　次期王妃様にゴマをすろうとしたのは明らかですわ」

　もちろん、女官の方も応戦する。

「何ですって!?　それを言うならあなたたちじゃないの！　次期王妃様に私たち女官のあることないこと悪口言って、味方にしようと画策していたのでしょ！　そっちこそ、次期王妃様を手玉にとろうと躍やつ起きになっているじゃない」

　またもや、キーッとの甲かん高だかい声が女官と侍女の間で紡つむがれていく。騒そう音おん甚はなはだしい。

　その声に慣れていないペレや警護騎士らは、耳を押さえるほどだ。

　しかし、フェリアには魔獣の咆ほう哮こう以上には聞こえていない。こんな騒さわがしさはカロディアでは日常である。

「私、早く王妃塔を案内してもらいたいのですけど」

「では、この私が！」

「でしたら、私が！」

　諍いの中心にいる女官と侍女がズイッと前のめりにフェリアに迫せまった。

　瞬しゆん時じにゾッドの警護が入る。

「あと一歩お下がりに」

　威い圧あつ感半はん端ぱないゾッドに、二人がウッと喉のどを詰つまらせた。

「フェリア様、次期王妃としてこの者らを叱しつ責せきしてくだされ」

　ペレが、フェリアに問題解決を丸投げした。

　フェリアは呆れてペレを見る。どうやら、ダナンの男どもはマクロンといい、ビンズといい女性の気質を和やわらげることなく、放置丸投げが通常らしい。

　フェリアは、どちらかと言えばこの姿勢の方に憤いきどおる。

「いいえ、叱責するならペレだわ。この者らにきちんと指示を出していないのでしょ？」

　フェリアはペレを詰なじった。

「心外ですな。指示は王妃塔と後宮の主がするものです。主はフェリア様になりましょう」

「まあ、こちらこそ心外だわ。私の立場はあと六カ月宙ぶらりんではなくて？　それとも婚姻もせず全権を渡してくれるのかしら？　さて、この状況での指示責任は誰だれにあるとお思い？　この者らがこうして紛ふん糾きゆうするのは致し方ないでしょう。だって、誰からも指示されていないのですから」

　31番邸の時と反対で、今度はペレはがウッと喉を詰まらせた。

　そのペレを、フェリアはさらに追い詰めていく。

「では、もう一度訊きますわ、ペレ。現状、この者らへの指示系統のトップは誰かしら？」

　ペレの口角がヒクヒクと動くのを見て、フェリアはニッコリ笑んだ。

「……王様になりましょう」

　前女官長が失職したことで、後宮を取り仕切る者が居なくなり、現状は王マクロンの指揮下になるはずだ。予算執しつ行こうに関しても妃選びの長老会議が代行していた。

　もちろん、明確な表明なり命令がないので、このような諍いになっているのだが。

　ペレの言いい渋しぶりに、言げん質ちは取ったとばかりにフェリアは大きく頷いた。

「ですが、妃選びの期間は長老がそれを担になう者。よって、私の失態です」

　流石はペレである。王マクロンの顔に泥どろを塗ぬることはしない。

「では、ペレ。この者らにきちんと指示を出しなさい。中ちゆう途と半端に『次期王妃の王城案内』があると知らせる程度では駄だ目めです」

　そこでフェリアは女官や侍女らを見回した。

「この者らは、人を迎える時の女官と侍女としての振ふる舞まいを知りません。その矜きよう持じもないのです。事細かに指示されねば働き方がわからぬのでしょう。私でしたら、対立する者であってもこの場で諍いなどせず、自身の職務の誇りを背筋にのせ、皆で寸分違たがわぬ姿勢でお迎えしますわ。だって、新体制の統括者である次期王妃と試験官に、そんな自身を披ひ露ろうしたいもの」

　これぞフェリアである。皆の口がいっせいに止まった。

　シーンと静まる中、フェリアはケイトを目で促す。

　ケイトがサッと前に行き、姿勢を正し四十五度のお辞じ儀ぎをする。

「次期王妃様、王城勤務の短い未熟な身でございますが、私が王妃塔をご案内させていただきます」

「そうね。本日はケイトにお願いしますわ。皆様はここでそこのペレに手取り足取り女官と侍女の何たるかを教授してもらいなさい」

　強きよう烈れつな初見の挨拶に、女官も侍女も口ごもった。

　恥はずかしげに俯うつむく者は、まだ見込みがある。しかし、苦虫を嚙み潰つぶしたような顔つきの者もいる。田舎娘にまんまとやり込められたことが悔しいのだろう。元はといえば自身の失態であろうが、そこは省かえりみないのだ。

「申し訳ありません、次期王妃様！」

　諍いの中心であった女官が頭を下げた。

　それに倣ならうように、女官らは頭を下げ整列していく。一列に並びフェリアの出迎え態勢をとった。

　侍女の方も負けじと二列に並び、こちらはあの侍女の号令でいっせいにお辞儀をする。

「僭せん越えつながら、王妃塔の案内に関しては侍女の方が詳しいと存じます。どうか、お役目をお与えください」

　フェリアとケイトに深々と頭を下げてから、侍女が女官らにも姿勢を正して頭を下げた。

　両者ともに、気骨はあるようだ。フェリアはホッと一安心した。

「では、王妃塔の案内は侍女にお願いしますわ。ですが、大勢を侍はべらせるつもりはありません。あなたにお願いするわね」

　フェリアが扇せん子すで指したのは、もちろん諍いの中心にいた侍女である。

「それから、王妃塔も王城の一部でしょうから、あなたにも随ずい行こうをお願いしますね。侍女には答えられない質問に答えてもらいますから」

　こちらも、もう一方の諍いの中心人物の女官である。

　フェリアにとって、このような諍いの場の治め方は、カロディアで十分に経験済みである。そして、これに反発する者が居ようことも十分承知していた。

　皆が納得する治め方など存在しないのだ。新米領主リカッロの苦く悩のうも間近に見てきているフェリアである。何かしらの不満は必ず出るし蓄ちく積せきもする。きっと死ぬまでその対処に時間をかけることになろう。それが頂に立つ者の責務である。

「本日の諍いは不問とします。女官長不在のため、皆さんが苦労していることは十分に理解しました。試験日まではペレの指示に従いなさい。いいですね、ペレ」

　満足そうにペレが頭を下げる。この治め方に異論はないようだ。

「あなた方もよろしくて？」

　女官や侍女らも頭を下げる。異論があったとて、この場で口にする者はいない。

　時と場合を間違えはしたが、先ほどのように表だってうるさい者こそ信用がおける。注意をしなければいけないのは、裏でコソコソとする者なのだ。声なき声は拾いづらい。

　対立していた女官と侍女は中ちゆう堅けんといったところで、隠れて指示する者こそ厄介な存在だ。

　フェリアは、平静を装よそおいながら、瞳の端で注意深く女官や侍女らを観察した。そして、気づく。名簿には絵姿がなく、今ここにいる者が、誰が誰であるかわからないと。

　フェリアがそんなことを思っている間にペレが女官や侍女らに指示をして、人だかりが減っていく。

「フェリア様、王妃塔の入口が空きました。さあ、参りましょう」

　ケイトの声にハッとして、フェリアは気を取り直した。

「ええ、わかったわ。ところで、あなた方の名前は？」

　フェリアの問いに、女官と侍女が顔を見合わせて、互いにどちらが先に名前を告げるのか躊ちゆう躇ちよしていた。

「こちらの女官がバネッサ、こちらの侍女がエマです」

　ケイトが二人の様子から、代わりに紹介した。

「では、エマ。案内をよろしくね」

「はい。かしこまりました」

　エマが軽く一礼し、王妃塔へと促す。

「バネッサは、私の傍に」

　バネッサも同じく一礼し、フェリアに侍る。そして、ケイトは背後に回った。

　一行の態勢が決まり、やっと、王妃塔の案内が始まる。

　フェリアは、一仕事終えたような疲ひ労ろうと安あん堵どを感じながら塔内に向かうのだった。
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　フェリアが王妃塔に向かっている最中、マクロンは外通路でその様子を見守っていた。

　マクロンの視線は、もうすぐ王妃塔に到とう着ちやくする一行にあったが、視線がずれ、王妃塔の入口に集まった女官と侍女らの姿を確認する。

『さて、どうしたものか』とマクロンは思案したが、自然と足が動く。

「王様、お戻りください」

　マクロンは、ビンズが制止するのも聞かず王妃塔へと向かう。

「いや、あの状況を放っておけまい」

「女官と侍女の諍いを理由に、フェリア様に会おうとする魂こん胆たんが見え見えですよ」

「隠れて会うより良かろう。理由もある」

　ビンズの小言をさらりと聞き流し、マクロンは王妃塔の入口へ向かう。

　王妃塔出入口の扉とびらの前に来て、外から聞こえる会話にマクロンは耳をそばだてた。

　ケイトが女官と侍女を黙らせた瞬しゆん間かん、マクロンは扉の取っ手に手をかける。フェリアを出迎えようと扉を開きかけるが、ペレの注意でまた女官と侍女らが騒ぎ出してしまった。

「タイミングが摑つかめないな」

　マクロンはまた聞き耳を立てる。

　フェリアの声は良く通る。扉越ごしであったがマクロンにははっきりと聞こえていた。

　ペレへの叱責から、自身への責任を指摘され、マクロンは冷ひや汗あせをかく。ペレが何とかマクロンの責を回かい避ひしたが、女官や侍女のことを放置してきたマクロン自身の至らなさを痛感させられていた。

　続いて、フェリアがペレへの指示を通して、女官や侍女らに自身の職責を自覚させたことには、流石というよりも参ったと言葉にしたい気持ちになる。

「王様、もうおいでになりますよ」

　フェリアを王妃塔へ促す侍女の会話が聞こえてくる。マクロンは、フッと息を吐き出し扉から少し離れた。

　カチャと取っ手の音がして、扉が開いた。

「あっ！」

　パタンと扉が閉まる。

「まさか、王様の顔を見て扉を閉める侍女が居ようとは……プックック」

　笑うビンズの頭をマクロンは小こ突づき、扉を開けるように促した。

　ビンズの引きと、侍女の押しは同時に行われたのだろう。扉が勢いよく開く。侍女はビンズの方に倒たおれ込んだ。

　マクロンとフェリアの間に遮さえぎる者はいない状態になる。

「マクロン様！」

　フェリアの嬉しそうな表情に加え、いつもと違う髪かみ型がたにマクロンは息を吞む。

「可か愛わいすぎる」

　思ったことが、無意識に紡がれたと気づいたのは、皆の生ぬるい視線からだ。マクロンには珍しく、赤面をさらすことになった。

　思いもよらぬ羞しゆう恥ちに耐たえかねて、マクロンはフェリアの手を取り歩き出した。二人の前に人を寄せつけぬように早足である。

「マクロン様、どちらに向かわれるのです？」

「ん？　あ、ああ……そうだな。協議だ、協議を早急にせねばならない。明日には芋煮レストランが開業する。収益はみすみす渡さんぞ」

「えーっと、はい、わかっております。訊きたいのは向かっている先ですが」

　いつになく平静を失ったマクロンは、フェリアの問いに上う手まく答えられていない。それに気づいていないのだ。

「王妃塔の会議の間は、二階にございます！」

　侍女のエマが必死に後ろから伝えた。

　しかし、会議の間ではまたもや皆の視線にさらされると焦あせったマクロンは、フェリアに走るように伝えると、三階まで一気に駆かけ上あがり、王妃の寝室に向かった。

　焦ったのは、もちろん背後の一行だろう。マクロンの暴挙に一瞬気を取られ、出足が遅おそくなったのだ。

　マクロンは寝室にフェリアを入れると、パタンと扉を閉めて鍵かぎをかけた。
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「よし、これで誰にも邪魔されない」

　マクロンは気づいていなかった。いきなり寝室に押し込められたフェリアの心情を。

　振り返ったマクロンがフェリアを捉とらえる。

　フェリアは、瞳を泳がせて顔を赤くしたり、青くしたりと忙しい。

「どうした、フェリア？　気分でも悪いのか？　ベッドに……」

「い、いいえ！　だ、大丈夫ですわ！」

　マクロンはそこで何となく気づく。いや、はっきりと気づいた。

　なぜなら、フェリアの足がツツツッとベッドから離れていくからだ。

「ご、誤解だ！　私は誰にも邪魔されぬよう二人きりになりたかっただけ……ま、待て。言い様が違う。あれだ、あれ。つい本心が出てしまい、そのなんだ」

　言えば言うほどフェリアに誤解される状況になり、マクロンは天を仰あおいで呟いた。

「本心はフェリアの前だけでしか言いたくないだけなのだ」

「ありがとうございます、マクロン様」

　フェリアの声はマクロンの近くで聞こえる。

　マクロンの上着の裾すそを摘つまんで、頰を桃もも色いろに染めたフェリアがいた。

　結い上げられた髪のせいで、うなじまで染まっているのがわかる。

　マクロンは、今度こそ『食べてしまいたい』との言葉を心の内に収めた。

「フフフ、マクロン様が焦るなんて」

　フェリアがはにかみながらマクロンを見上げている。

「ああ、参ったよ。フェリア、その髪型はすごく可愛いな」

　幸せを象しよう徴ちようするような桃色の頰を、マクロンは撫なでた。

　フェリアがマクロンの手に頰ずりする。

「明日芋煮レストランが開業する」

「はい、ペレから聞いていますわ」

　マクロンの手はフェリアの背中に回り、ソファへと促した。

「６番邸のタロ芋が間に合ったようだな」

「ええ、もうレストランに納品しましたわ。王城の土壌のおかげか、早く収穫できております」

　ソファに座った二人の間に距離はない。互いに身を寄せ合いピタリとくっついている。

「ところで、芋煮レストランの収益だが、みすみす渡さんぞ」

　マクロンはニヤリと笑んで、フェリアを窺った。

「まあ、酷ひどい。あのタロ芋は後宮の６番邸で作ったものですわ。さらに言えば、種たね芋いもはカロディアから無む償しようで提供されたものですのに。何かそちらからの出費はありまして？」

「レストラン建設の費用はこちらが出しているし、タロ芋栽さい培ばいは騎士たちの人力を使っているではないか？　元来騎士の所属は後宮でないぞ」

　二人は互いにやり込めようとしているが、そこにギスギスした感じはなく、会話を楽しんでいる。

「騎士たちの体力作りに一役買っていますの。本来なら、ただ配置される警護で体が鈍にぶるものですわ。無償の鍛たん錬れんの場ですのに、それを理由に収益は奪うばえません。それに、建設費は収益から倍返し致しますわ」

「ならば、騎士らを本来の鍛錬場での体力作りに戻すこともできるが」

　騎士が使えなければ、フェリアから妥だ協きようが得られるだろうとマクロンは踏んでいた。

「では、そうなさってくださいませ。王妃塔と後宮に割り当てられた予算だけで、畑を維い持じしてみせますわ。そのための新体制ですから」

　何ら揺るがぬフェリアに、マクロンは唸うなる。やせ我が慢まんでないことは、フェリアの自信ある表情から見て取れた。

「確かに、予算だけでやり通せたら収益はそちらに渡すしかあるまいな。だが、それをどのように使うつもりだ？」

「まさか私が宝石やドレスに当てるとでもお思いに？」

　マクロンは首を横に振った。フェリアがそんな物に興味がないことは十分理解している。

「ダナン国の発展に使うに決まっています。……きっと孤こ児じ院いんや医院への施ほどこし、貧しい方たちへの炊たき出だしと答えるのが望ましいでしょうが私は違います」

　望んでいた言葉を覆くつがえされて、マクロンは探さぐるようにフェリアを見つめた。

　揺れるフェリアの瞳が、口にすることを躊躇しているかに思えた。マクロンはフェリアを安心させるように穏おだやかに笑んでみせる。

「教えてくれ」

「新体制の図はわかりますか？」

「ああ、あれか。あれは素す晴ばらしい指揮系統だな。エミリオの席まで考えてくれ、感謝している」

「そこに統括とあったのを覚えておりますか？」

「管理指揮の一部署だったな。あそこが長老らの席だろ？」

「はい。エミリオの補佐と王城の裏方の仕事になります。加えて『芋煮レストラン』の事業を運営する部門と今は、なっています」

「その言い方では、今後は変わるのか？」

「はい。事業部を開設したいと思っています」

「事業……か」

「今回のビタス病で明らかになったように、各領地にはそこでしかない情報があります。その情報を事業部が集約し、ダナンの発展に寄き与よさせることができないかと考えたのです。マクロン様には領主の報告が届けられておりますが、芋煮などの報告は上がってきませんでしょ？　それって、各領地に散らばっているダナン発展の種だと思うのです」

　マクロンが考えもしなかったことだ。

「目に見える発展の種、例えば鉱山などはすでに貴族の方たちが頑がん張ばってくれています。さらにダナンを大きくするには、目に見えぬ、転げ落ちている種を育てることだと思うのです。新しい事業が仕事を生みます。施しでは決して生まれない、民が賃金を継けい続ぞく的てきに自身で得られる収益の使い方ですわ。与えるのでなく、自立のために使いたいのです」

　フェリアの構想の素晴らしさにマクロンは唸った。

「我わが未来の妃は頼たのもしく、機知に富んでいるな」

「……それ、褒ほめています？」

　その時、扉を激しくドンドンと叩たたく音がした。

『開けてください、王様!!』

　怒れるビンズの声に、マクロンとフェリアは顔を見合わせる。

「また、ビンズに怒おこられるな」

「私は、ペレに怒られるかも」

　扉を叩く音は激しくなる一方であったが、マクロンは気にせずフェリアをソッと抱だき締しめた。

「一緒に種拾いをしよう」

「ええ、一緒に」

　おずおずと背中に回ったフェリアの手の温ぬくもりに、マクロンは少し浸ひたった。

　ビンズが強行突とつ破ぱで扉を蹴け破やぶるまで。




『恐おそろしい笑え顔がおのビンズには絶対逆らうな』

　烈れつ火か団だんの暗あん黙もくの掟おきては、王城内でも皆の知るところである。

　マクロンとフェリアは、大人しくビンズの言うことを聞く。

　いや、二人だけでなく、ペレやケイトも、警護騎士らやバネッサとエマもあの恐ろしい笑みに身み震ぶるいして従っている。

　三階の外通路の前でビンズが止まった。

「王様はお戻りに」

「あいわかった」

　マクロンはすごすごと戻っていくが、もちろんフェリアのリボンを奪うことは忘れない。

　その早はや業わざを驚いて見ているバネッサとエマにケイトがコッソリ告げた。

「王様が、会う度たびにフェリア様のリボンを奪うことは恒こう例れいとなっております。また、あのリボンはフェリア様の手作りです」

　妃選びの結果は伝わっていたが、こうまで甘い関係だと思っていなかったバネッサとエマには驚きよう愕がくの事実であった。

　どうせ、田舎娘ごときに王様はすぐに飽きるだろうと、女官と侍女の間では噂うわさされていたからだ。もちろん、そのようにサブリナらが広めたことも原因である。それを、女官や侍女は二人の様子を見もしないで鵜う吞のみにしていたのだ。

　今回の試験とて、田舎娘に王城や後宮のことなど、仕切れはしないと高を括くくっていた。だからこそ、諍いに興じられたと言っていいだろう。無意識にフェリアを見下していた結果である。

「あの女官長や貴族の方々を退けられた力量を見誤っては、あなた方も危あやうい立場になるわよ」

　そう言ってニヤリと笑うケイトに、バネッサもエマも気持ちを引き締めざるを得なかったのだった。




　新体制図の貼り出し期間が終わった翌日、今度は試験内容が貼り出される。

　女官や侍女、後宮に勤める者らが朝早くから王妃塔の掲示板前に集まっていた。

　それを知ってか知らずか、フェリアは吞のん気きに後宮を歩いている。そうというのも、この試験に関してフェリアを手伝えるのは婆やだけであり、現在その婆やの歩調に合わせてのんびり歩いているからだ。

　ケイトやイザベラ、ネルは今日から試験終了までは、他の侍女と共に王妃塔が居場所である。他の侍女らから公平性に欠くとの抗こう議ぎを受け、そうなった。

「フェリア様、この婆に合わせずともサクッと先に行ってくださいな」

「いいのよ、これで。私はこれから消えるから、試験内容は婆やが貼り出してくれる？」

「消えるとは、また面おも白しろいお妃様ですね」

　その発言にいっさい動じない婆やに、フェリアはフフフと笑う。そして、ゾッドに警護騎士一人を婆やにつかせるように指示した。

「執しつ務む殿でんのペレを訪ねるわ。婆やはこれを貼り出してから、31番邸に戻ってのんびりしていて」

　フェリアは警護騎士に試験内容を記した紙を渡す。

　ちょうど15番邸の前であった。そこからフェリアは31番邸まで逆ぎやく戻もどりし、後宮の門から執務殿に向かう算段をしていた。

　昨日まで毎日、王城をペレに案内してもらい、覚えるようフェリアは厳命されていた。危機管理として避ひ難なん経路などを頭に叩き込んでおかねばならないからだ。

　今日からは一日一度は王城を散策するようにペレに指示されている。元より、王妃が王城を理解していないなどもっての外であろう。

「はいはい、わかりました。いってらっしゃいませ」

　婆やに手を振り、フェリアは駆け出した。侍女がいたなら決してしない行動である。いや、現状とてあまり推すい奨しようはされないだろう。ずっと誰かに世話をされる堅かた苦くるしさから解放され、フェリアの体は羽が生えたように軽かった。

「フェリア様、できれば歩かれた方が」

　ゾッドの提案にも、フェリアはフフンと笑って返しただけで、駆け足は止まらない。

「知りませんよ、ペレ様に怒られても」

「大丈夫よ。皆、黙っていてくれるでしょ？」

　一緒に走る騎士らが苦笑いしている。

「ついでに言うけれど、ペレの前で息切れなんかしたらばれてしまうし、騎士としても失格よね。私、誰よりも平然としていられる自信があるわ」

　フェリアの足が速くなる。それには騎士らも闘とう志しを煽あおられた。騎士らもフェリアと同じで、長い妃選びで鬱積が溜たまっているのだ。６番邸で体を動かす行こう為いだけでは解消されないものもある。きっと、こちらの態勢も考え直す必要があろう。

　フェリアも騎士も、駆け足を楽しみながら執務殿へと到着した。皆顔を見合わせて、平静を装っている。しかし、大きく動く胸の動きと、ほんのり汗を伴ともなった上気した顔では説得力はない。

「おお、これはフェリア様、どうされましたか？」

　まだ呼吸も整っていないタイミングで、背後からペレに声をかけられた。顔を見合わせているフェリアと騎士らは、一瞬ギクリとする。

「試験内容の貼り出しを見に行ってきました。婆やが言うには、私を訪ねるとのことで後戻りしてきましたが……あまりに早いお着きですな」

　さあ、どう言い訳しようとフェリアは考えたが、良いい案は出てこない。こういう時の侍女なのねと、意識が別に飛んでしまった。ケイトなら助たすけ舟ぶねを出してくれるだろう。

　そこでフェリアは『良いことを思いついた』と騎士らより先に振り返った。

「おや、その上気した顔はどうされましたかな？」

「侍女が今おりませんでしょ。だから、自分でお化け粧しようしてみたのですが、どうやら頰ほお紅べにをつけすぎたようですわ。皮ひ膚ふ呼吸ができないのか、何だか息苦しいし、お化粧って難しいわ」

　ズッコケそうな言い訳に、ペレが口を半開きにして固まった。

　フェリアは、素知らぬ顔で、呼吸を整えている。

　騎士らも振り返り、ペレにぺこりと頭を下げた。

「フェリア様、もっと自覚を持ってください。現在王様は視察に出ていらっしゃいます。フェリア様が浮き足立った行動を取られては、皆に示しがつきませんぞ」

「視察ですか!?　どちらに？　私も視察に行きたかったのに！」

　ペレの苦言より、フェリアの意識は視察に行ったマクロンにある。

「火災後の森林です。腐くさり沼ぬまを確認してくるそうですぞ」

「それなら、私も同行した方が良かったのに！」

　フェリアはふくれっ面つらだ。

「フェリア様、口調が戻っておられますぞ」

「でも、腐り沼なら私も視察したかった。外に出たいからじゃな……外に出たいからではありません。ビタス病の原因を確認したいのは私も同じですから。そこで何か得られるかもしれませんし」

　途と中ちゆうから言い直して、フェリアはペレを窺った。

　ペレが首を横に振る。

「フェリア様、お気づきください。やっと王様は、玉座を預けられる者を得たのです。今まで控えていた視察に安心して行かれる王様のお気持ちをご理解ください」

　王座に就いてから、マクロンは極きよく端たんに視察が少なかった。王の不在を作り出す危険をマクロンが考えぬはずはない。

　弟であるエミリオはいない。妃もいない。玉座を預け、外に出ることができなかったのだ。

　ペレの言葉の重みをフェリアは受け取る。ペレに発言内容を問わずとも、フェリアは答えにたどり着つく。

「玉座を……なるほど、そうね」

　そう呟くように答え、フェリアはくすぶる気持ちを静めた。

「ペレ、明日から一週間かけて試験をするわ。内容は見てきましたね？」

「はい、女官や侍女らは大騒ぎでしたぞ」

「ええ、そこで明日からの試験に関して、長老の方々と打ち合わせをしたいと思います。時間を調整してくれるかしら？」

「元よりそのつもりですぞ。現在、長老方は『婚こん儀ぎ』の準備で、すでに皆登城しております。こちらもフェリア様に相談がございます。午前中は潰れると覚悟してくださいませ」

　フェリアは、『婚儀』の言葉に頰を染める。

「本当に、頰紅が強すぎましたな。次からはお気をつけくださいませ」

　ペレがフォフォフォと笑う。背後の騎士らもニマニマしている。

　フェリアは居たたまれなくなり、素知らぬふりで会議の間に向かったのだった。
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試験内容（王妃指揮系統）

・31番邸から王妃塔までの移動試験

・タロ芋皮むき試験

・顔当て、名前当て試験

・帳簿つけ試験

　試験会場

　31番邸・６番邸・執務殿
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試験内容（管理指揮系統）

・女性騎士→基き礎そ体力検査

　試験会場→闘とう技ぎ場

・女性文官→帳簿つけ試験

　試験会場→執務殿

・各係　　→職務変更を希望しない場合は試験なし




職務変更の場合は王妃指揮系統の試験を受験すること
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「さて、この試験内容に関して管理指揮系統の試験はともかく、王妃指揮系統の試験内容に女官や侍女、係の者から批判や不満が出ております」

　長老を代表してペレが発言し、フェリアは大きく頷く。想定内なのだ。

「まず、移動試験に関してですが、広い王城内を歩き回る体力を確認するためです。先の荒事を思い出してください。何かあった時に、すぐに知らせに行ける足と逃げる体力が必要なのです」

　今度は長老らが頷く。異論は出ない。

「確かに、それは絶対条件になりましょう。女性騎士の育成までは必要な事こと柄がらです。これに異論はありません。まあ、女官や侍女らはなぜ体力が必要なのかと問うてきましょうが、そこは長老の方から説明しましょう。では、……このタロ芋の皮むきに関して意図を伺うかがいましょう」

　長老の一人がそう発言した。

　フェリアは頷き返答する。

「皮むきに関しては手先の器用さの試験になります。通常なら髪結いの腕が試験になりましょう。ですが、それは妃に侍る者の技術にしかなりません。王妃下の者は……『心・技・体・智ち』が整った人材にしていきたいのです」

「それは、ずいぶんと欲張っておられますな」

　ペレが直すぐさま反応した。

「ええ、私は欲張りなのですわ。王妃下で働く者たちには広い視野とたくさんの能力を身につけて、長く仕えてもらいたいのです」

　フェリアの発言に長老らが首を傾げている。ずっと同じ職種にいることの方が長く仕えることになると思っているのだ。

　フェリアはフッと笑みを作った。

「体制図に示したように、女官も侍女も係も立場を同じくしました。今後はこの三つの部署を経験した者を長（頭）と名のつく役職に就かせたいのです」

「良い試みですが、それでは仕事の深みというか……長く同じ仕事をするベテランは必要ないと？」

「いいえ、同じ職種にずっといても構わないのです。何かに長たけていて、それを発揮できる場で働いてもらうのはもちろんです。ですが、一職種しかしたことのない者を長にはしません。視野の狭せまさで、物事が進まなくなるからです」

　フェリアは長老らを見回す。

「先日の女官と侍女の諍いを知っていますか？　皆、今までの体制をおかしいと思っていても、身に滲しみついた体制で物事を考えてしまうのです」

「確かに、長になる者は他の部署も経験していればいいでしょう。さてさて、話が逸それておりますな。芋の皮むきで試験を行うことには繫つながりませんぞ」

　フェリアは、流石ペレだと内心思う。上手くはぐらかして、皮むき試験を通すことはできないようだ。姿勢を正し、ペレと向き合った。

「人はいつでも万ばん全ぜんではありません。例えば、女性騎士が体を痛め復帰できない時、他の職種にも就ける。出産を経験した者が、復職する時生活状況に応じて女官から女性文官へと職種替えする。そういった臨機応変さも必要と考えました。髪結いしかできない者は他に移れませんわ」

　長老らがウーンと唸っている。まだ、納得できないようだ。やはり、女官や侍女などの手先の器用さの試験なら、髪結いが相応ふさわしいと思っているのが窺えた。

　フェリアは大きく息を吸すい込んだ。

「刃は物ものを扱あつかえる者」

　その一声は会議の場を一瞬にして変えた。

　女性騎士はまだ居ない。それなら、寝室でフェリアを守るには刃物を扱える者が有効であると長老らは瞬時に気づいた。

「なるほど……確かにそれは有効でしょう。ですが、それはフェリア様を窮きゆう地ちにも追い込みます。もし、仕える者が裏切ったらどうします？」

　刃物を扱える者を傍で仕えさせることは、守りを強固にできると同時に、裏切られれば寝ね首くびを搔かかれるのだ。紙かみ一ひと重えの選せん択たくである。

「だから、『心』を試験するのです。その心眼が長老方にあると信じて試験官になっていただきます」

『心・技・体・智』の心は、長老たちの試験でもあるのだ。

「技は皮むき、体は移動試験、智は帳簿つけ、心は働く仲間を知っているかと同時に、長老方への試験ですわ。私の配下を委ねますの。王妃専属女官と王妃専属侍女、王妃直轄事業係の人選をお願いします」

　フェリアは、再度長老らを見回して頭を下げずにスカートを摘まみ、膝を折った。

　長老らが、慌てて膝を折る。次期王妃の頂を眼下にしないためだ。

　フェリアにこうまで言わせれば、長老とて反論が出ない。いや、出るはずもない。フェリアからの信頼を表明されて、心動かぬ者はいないだろう。

「フェリア様、長老を代表しこのような素晴らしい体制と、試験を考えていただいたことに感謝致します。この体制で、王城はより快適に機能しましょう」

　こうして、試験内容が決まった。しかし、唯一問題がある。

「……一ついいかしら？　イザベラですが、先のビタス病の件で公爵家の責を負い、侍女として私についております。王妃専属侍女に入れるか、除外して特任として勤務させるか、決めてください。皆が納得する形でお願いします」

　ペレ以外の長老にはエミリオとの内々の婚約は伝えていない。ここで、フェリアが言えるのは懲ちよう罰ばつとして控え侍女の立場にあるイザベラを、傍に置いてほしいということだけだ。

　それは、ペレとて同じだ。イザベラの処しよ遇ぐうをどうするか、試験を受けさせるのは確かだが、果たしてあの試験でフェリアの専属侍女に残れるかとの不安はある。

「これは骨が折れますな。さて、長老の皆さんはどう思われますかな？」

　そこから、論議を繰くり返かえしたが、上手い着地点は見み出いだせなかった。

「一いつ旦たん保留にして、各自持ち帰りましょう。試験の結果を待つのも手ですからな」

　こうして、フェリアと長老の試験の打ち合わせは終わった。

　席を立とうとするフェリアを、ペレは引き留める。

「さて、今度は『婚儀』の打ち合わせです。花はな嫁よめ衣い裳しようの準備に最低三カ月必要ですからな。王城の衣装係では心もとないので、王都の仕立屋を使う予定です」

「王城の衣装係がなぜ心もとないのです？」

　王城こそ、最高の誉ほまれある職場であり、その技術は一番でなければならない。

「王妃塔、後宮の主の不在が長く続き、ドレスなどを仕立てない衣装係となって数十年。ここで働く衣装係は、王様の衣装専門と、女官や侍女、騎士らの衣装しか扱えません。淑しゆく女じよ専門の者は皆、技量を披露できない王城を去っておりますからな」

　つまり、今の王城に、フェリアの花嫁衣裳を縫ぬえる者はいない。

「それは……まあ何と言うか、残念な状況なのね。次回の試験では衣装係も募集しなければなりませんね」

　今回の試験は、王城内に現在勤めている者が対象である。体制が固定された後、外部から募集する試験を予定していた。

「そうね。作れないのなら、皆出て行くのは当然ね」

　フェリアは、衣服を作るのが好きである。この状況は残念としか言いようがない。

「王都の仕立屋数軒に、デザイン画もすでに提出させていますから、確認を」

　フェリアの心が浮き立った。花嫁衣裳に心躍おどらない女性はいないはずだ。

　だが、本人を見ずに描えがいたデザインである。フェリアはデザイン画を確認していく。

　一枚また一枚と確認する度に顔は曇くもっていった。

「ペレ、残念だけどどれも却きやつ下かよ」

　フェリアは、残念そうに眉まゆを下げた。

「どれもお気に召めしませんか？　ならば、再度デザイン画を提出させましょう」

「いいえ、まずは仕立屋と……いえ、仕立屋に要望を出したいわ」

　ペレには、フェリアのわがままに聞こえたようだ。眉をひそめた表情に、フェリアは苦笑いを返した。

「本人を見ずに描いたデザインよ、これらは。一いつ般ぱん的貴族令嬢をイメージして描かれています。残ざん酷こくで卑ひ怯きような言い方をするなら、誰が着てもいいデザインでしかない。いえ、田舎娘ならこの程度との悪意のあるものもあるの」

　ペレらは気づかないだろう。花嫁衣裳になど詳しくはないのだから。

「試ためしに、王城の衣装係に見せてみたらどうかしら？　彼かの女じよたちならわかると思うわ」

　フェリアは心の沈みを自覚している。自身の婚儀に悪意が向けられていることに、少なからずショックを受けたのだ。うきうきと手にしたデザイン画なのに、期待から一気に気持ちを落とされた。

「二十二の嫁ぎ遅おくれなりに、ダナンの花嫁衣裳には詳しいのよ」

　そう言って、フェリアは会議の間を後にした。

　フェリアの気持ちは晴れない。もし、ここにケイトがいたなら、先ほどのデザイン画について伝えられたはずだ。一緒に怒ってくれたかもしれない。そう思うと、フェリアは無む性しようにケイトに会いたくなった。

「でも、駄目ね。明日から試験なのに、不正を疑われちゃうわ」

　警護騎士には聞こえないほどの小声だ。

「何か、言いましたか、フェリア様？」

「いいえ、考え事をしていたの。こういう時って、本当は体を存分に動かしたいのだけど……」

　６番邸は、使えない。皮むきの試験会場となるので、ペレから使用を控えるよう打ち合わせで言われている。31番邸で、ちゃんばらともいかない。開墾当初と違い、薬草畑一面になっているため、体を動かすスペースは少ないのだ。

　31番邸も明日から試験会場として提供され、フェリアは王妃塔で婆やと過ごすことになっている。その間に王妃塔の仕様変更を考えることとなっていた。

「フェリア様、明日から試験ですので本日の午後の予定はありませんよ。久しぶりにゆっくりなさったらどうでしょう」

　フェリアの日程は日に日に過密になっていく。のんびりできるのは、確かに今日の午後ぐらいかもしれない。

「ありがとう、ゾッド。そうね、また散策でもしようかしら。付き合ってくれるでしょ？」

「ええ、もちろんです。ですが、駆け足はご遠慮したいですね」

「そうね。体を動かすのは駆け足以外もあるものね」

　フェリアはニヤッと警護騎士らに向けて笑う。どう見てもいたずら顔である。

　警護騎士は引きつり笑いを浮かべるのだった。





[image: ]






　視察から戻ったマクロンは、途中心浮き立つ寄り道をして、予定より少し遅く執務殿に着いた。入って早々、ペレが待ち受けておりマクロンは片かた眉まゆを上げる。

「寄り道もほどほどに。明日から試験ですので、私との打ち合わせは短くなります。早速始めましょう」

「ああ、すまんな。ところでその試験は滞とどこおりなくできそうか？」

「はい、フェリア様と十分に打ち合わせできましたので。それよりも、『婚儀』の準備で少々問題が……いえ、フェリア様からの課題が出ていると言って良いでしょう」

　ペレがデザイン画をマクロンに渡した。

　マクロンはペラペラと捲って確認していく。どれもそれなりに華はなやかな何の変へん哲てつもないデザインに見えるがと、首を傾げた。

「何か問題があるのか？」

「はい、私も問題なく思ったのですが、フェリア様はそのデザインをお気に召さないようでした。いえ、『誰が着てもいいデザイン』で『悪意がある』と言うのです。それで、衣装係に確認をしようと王様をお待ちしておりました」

　ペレの眉間のしわは、問題点がわからないことの表れだろう。マクロンはデザイン画をペレに戻し、別の資料を手に取って扉へと向かった。ペレも後についてくる。

「すみません、お忙しいのに」

「いや、気にするな。『婚儀』の準備も重要な案件だ」

　衣装係の部屋は、王城に点在している。騎士の衣装担当は闘技場の一角にある。王城に勤める女性の衣装担当は、王妃塔の裏の女官や侍女の控ひかえ室しつの横にある。効率を考え、使用する者の動線上にあるのだ。

　そして、王族の衣装係の部屋は、王妃塔の二階の一室があてがわれていた。そこで、マクロンやエミリオの服が作られている。

「ところで、アリーシャ様は最近王城に来られませんな？」

「ああ、王都で薬草やビタス病の情報を収しゆう集しゆうしているそうだ」

　ペレの疑念を、マクロンは理解しないわけではない。だが、来訪以来、何ら問題のある行動は見受けられないのだ。それどころか、フェリアと仲良くしていると聞くと、微ほほ笑えましく思うばかりだ。

「そうですか。ですが、妃選びの期間中であり、エミリオ様復ふく籍せきも叶かなったばかりの時です。さらにビタス病のこともあり、ダナンは今注目の的です。他国の者には注意を怠おこたれません」

「ああ、わかっている。……そんなに気になるなら、ペレをアルファルドにこっそり偵てい察さつに行かせる手もあるぞ」

　三人いるペレの一人を、内密に他国へ偵察に出すことはよく使う手である。

「その手を使いたくても、今はどうも時期が悪いですな。『婚儀』の準備も然り、試験も然しかり、やるべきことが多く詰まっております故……試験後に行かせていただければありがたく思います」

　マクロンが軽口で言ったことを、ペレは本気にしたようだ。

「だが、アルファルドは遠方だろ。本気で行くつもりか？」

「そのための私たちですからな。不安要素の確認は今の変動するダナンにおいて、必要です。変動時は隙が生まれやすく、それに気づかぬものです」

　マクロンには、ペレの慎しん重ちようさが少しばかり杞き憂ゆうに思えたが、了りよう承しようした。

　そうこうしていると、目的の場に到着した。

『エミリオ様！　まだそれには待ち針が刺ささっておりますから！』

　中から、悲鳴のような声が聞こえてきた。内容からして、エミリオが中にいるようだ。

「エミリオ様の王族衣装を急いで製作している最中ですからな」

　ペレがフォフォフォと笑って、扉をノックする。

『はいはい、私が出るよ』

　エミリオの声に、マクロンは笑いを堪こらえた。

「はーい、誰ですか？」

　エミリオは、まさか兄王マクロンとペレだとは思っていない。よって、扉を開けた瞬間目をパチクリさせていた。マクロンは、エミリオの額を小突く。

「兄上！　どうしてこちらに!?」

「少し、用事があってだな」

　マクロンは中に入り、いつになく生き地じが散乱しているのに気づく。

「王様、申し訳ありません！」

　いつも衣装を担当しているナタリーが血相を変えて頭を下げる。

「気にするな。これは、エミリオのためであろう？」

　マクロンは、手元の生地を手に取り、エミリオに当ててみせた。マクロンと違い、エミリオの衣装は王子らしい光こう沢たくのある生地で作られている。おしゃれというか、キザというか、エミリオの雰囲気らしさにマクロンはフッと笑った。

「兄上、どうして私の服はこうもキラキラしているのでしょう？」

「まあ、未婚の者は派手に装うのがダナンの習わしであるしな」

「ですが、兄上は落ち着いた青ではないですか」

「まあ、私の場合王という立場もあるから、仕方あるまい。キンピカはお前に任せた」

「私も落ち着いたものがいいのです！」

　だから、こうして衣装係を訪ねているのだろうと、マクロンはエミリオの苦心を労って提案する。

「外での暮らしが長いから、落ち着いた服も作ってやってくれよ、ナタリー。キンピカは落ち着かないのだろう」

「はい、承知致しました。社交用と並へい行こうして製作していきます」

「無理を言ってすまない」

「いえ。ところで本日はいか様でお越しでありましょうか？」

　マクロンはペレからデザイン画を受け取り、ナタリーに差し出す。

「これは……」

　ナタリーの困惑は仕方ないことだろう。ナタリーの専門は紳しん士し服である。

「王都の仕立屋に、花嫁衣裳のデザインを頼んだのだが、フェリアがそのデザイン画を見て難色を示したらしい。衣装係にどこが難点なのか訊いてみようと来てみたのだ」

　発言を聞いてナタリーの表情が一変する。プルプルと手が震ふるえて、デザイン画がカサカサと音を立てている。

「これは、なりません!!」

　ナタリーの手がグシャリとデザイン画を握にぎり締しめ、ダンッと作業机に叩きつけた。

　その剣けん幕まくにマクロンは驚く。

　もちろん、ペレやエミリオ、部屋にいた者たちもだ。

　エミリオが散らばったデザイン画を手に取った。そのエミリオもまた、表情を一変させた。流石に、これでデザイン画に問題がないとは言えないのだとわかる。

「どういうことか、説明してくれ」

　マクロンは、ナタリーに視線を向け発したが、ナタリーは戸惑っているようで声を出さない。

「兄上、このデザイン画は、全て花嫁に相応しくない。まず、このフレアの袖そでに指通しがあること。ダンス用の衣装だよ。それに、指輪を通す指へのデザインだ。悪意しか感じないね」

　エミリオが手にしているのは一枚だけだ。間違えて混入したデザイン画の可能性もあるだろう。マクロンは、別のデザイン画を取り、エミリオに渡す。

「これは、さらに酷い。前開きのドレスだよ。……一般的に花（体）を売る女性が着用するものだ。一人で着られて、脱ぬがす方も楽しめるドレス。ダナンではもう花売りは禁止されているけど、他国ではまだ実用されている専用のドレスだよね。花嫁衣裳のデザインにするなんて、悪意以上のものだ」

　マクロンは絶句した。あまりの衝撃に言葉も出ない。
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「まさか、こちらを次期王妃様がご覧になったのですか？」

　ナタリーがやっと声を出した。マクロン同様、衝撃と怒りのあまり声を失っていたのだ。すでに、フェリアが難色を示したと耳にしていたのだが、信じられないのだろう。

「王様！　申し訳ございません!!」

　ペレが土下座して頭を地に擦こすりつけている。

　マクロンとて、ペレと同じ気持ちだ。自身の無知を恥じた。

「私も同罪だろう。ペレよ、立ってくれ」

「謝あやまるのはこんな酷いデザイン画を出した仕立屋だよ。それに、兄上もペレも先に姉上を気遣った方がいいよ。きっと、こんなデザイン画を見せられては、いくらお転婆で勝気な姉上でも、落ち込むんじゃないかな」

　エミリオの発言に、マクロンの足は扉に向いた。

「お待ちください。まだ、お伝えしていない習わしがあります」

「ナタリー、まだあるのか、悪意が？」

「まだ、ではなく全てなのです。このデザイン画の全てが悪意と言ってもいいでしょう。知らずにまた次期王妃様を傷つけるようなことがないよう、説明させてください」

　マクロンは、大きく深呼吸して気持ちを静めた。

　ペレが沈ちん痛つうな面おも持もちで控えている。

　その横で、エミリオがデザイン画を一枚一枚目にし、眉を思いっきりひそめていた。

　机に広がったデザイン画を囲むように、皆が座る。マクロンは、それを確認するとナタリーに視線を移し促した。

「では、まず謝らせていただきます。王族衣装係を拝命しておりながら、肝かん心じんな時に手がつけられぬ事態となりましたこと、申し訳ございません。妃選びが始まると同時に対策をしておくべきでした」

　ナタリーは深々とマクロンに頭を下げた。

　マクロンは軽く手を上げて対応する。

「また、花嫁衣裳に関して説明する前に、一仕事させてください。こちらから、次期王妃様づきとして、二名ほどすぐに、今すぐに、何を差し置いても向かわせたいのです。本当は王様がいらして、気遣われる方が良いのでしょうが、どうかその任をこちらで受け持たせてください」

「……ああ、よろしく頼む。我からも一筆入れる故、それを持っていくように」

　ペレがすぐさま、文の用意に走る。その間に、ナタリーが二名指名し、指示をしている。この部屋の者なら状況をわかっているので、二名は使命感を持ってフェリアの元に向かうだろう。

　マクロンは、ペレから紙を受け取ったが、どう書いてよいかわからず筆は進まない。

「兄上、悩む必要はないよ。『衣装係を二名つかせるから、花嫁衣裳の要望を伝えてくれ。望む衣装を作ろう』、それで姉上がわからないわけないと思う」

　謝罪などなくとも、すぐに二人手配したなら、フェリアには全てお見通しになろう。そうエミリオは言っているのだ。今日の今日での手配ならなおさらだろう。

「……闘技場で鞭を振り回していたのだ」

　突とつ然ぜんのマクロンの呟きに、皆が首を傾げた。

　マクロンは、スカートを翻ひるがえしながら、鞭を振るフェリアを思い出して笑みを漏もらす。

「鬱うつ憤ぷんを晴らすように、鞭を振っていた。外にも行けず、後宮に閉とじ込めておいて、花嫁衣裳すらまともなものを準備できていない我を責めることもなく、『視察に行きたかったのに』と、衣装のことなどいっさい口にしなかった。フェリアが言ったのは、ダナンを思ってのことだけ」

　マクロンの発言は、その場の者には突とつ拍ぴよう子しもないものだろう。

　困惑する皆に、マクロンは闘技場でフェリアが鞭を振って騎士らと対戦していたことを告げる。

　これが、マクロンの心浮き立つ寄り道の正体だ。

「素晴らしい王妃の姿だと思わんか？　嘆なげき悲かなしむ、怒り当り散らす、当たり前のそれら感情を王妃の座に就く者は表に出せぬものだ。それを難なくやり遂げている」

　マクロンは筆を進める。エミリオの言ったように記した後、『抱き締めに行きたい』との文も添そえた。

　マクロンは、控えていた二人に文を託した。

　二人が出て行き、マクロンはナタリーを促す。

「さあ、説明してくれ」

　ナタリーが頷き、説明を開始する。

「ダナン国の花嫁衣裳の基礎知識ですが、まず紋もん章しようが刺し繡しゆうされます。王家や貴族であっても、庶しよ民みんでも家紋をどこかに施すのが習わしです。さて、このデザイン画をご確認ください」

　机に広がったデザイン画を、マクロンは一枚一枚見ていく。そのどれにも紋章は描かれていなかった。

　そんな初歩的なことにも気づかなかった自身が悩ましい。

「王家の花嫁衣裳のデザイン画なら、騎士様のように、胸むな元もとに紋章を施すのが慣例です。それを知らぬ仕立屋などいましょうか？」

　ナタリーがそう言いながら、紋章の施しようがない胸元までデザインされたドレスを指さしていく。

「半数が消えます。残ったものの大半は紋章を施せたとしても、至って普通の花嫁衣裳です。……王妃様に、至って普通の花嫁衣裳。紋章が施されても、きっと普通にしか見えません。問題がないことが問題なのです。次期王妃様に、『もっと特別な衣装を』とわがままを言わせるような巧こう妙みような悪意があります」

　それは、ペレが陥おちいったものだ。ペレの顔が苦く歪ゆがむ。

「そして、花嫁衣裳とは言えないものが、数点紛まぎれておりますね。エミリオ様のご指摘のもの。もっと酷いものが一点。喪も服ふくを白にしただけのデザイン。ベールや刺繡などを加え、それらしくデザインしておりますが、首の肌はださえ隠すものはどう見ても喪服です」

　ナタリーが指したデザインは、一見すると清せい楚そで上品に見えた。そう感じたのは、きっとそれが喪服のデザインであったからだろう。ただ、色を変えただけなのに、マクロンもペレも騙だまされたのだ。

「胸元も背中も腕もいっさい隠す衣装は、喪服か神職に就く時のものです。神しん殿でんへの拝はい殿でん用にも見えます。王妃と認めない、そんな嫌いや味みなデザインです」

　マクロンは、これを見たフェリアの心を思い胸が苦しくなった。きっと、両親の死を思い出したはずだと。

「兄上、言いづらいですが、たぶん姉上にやられた貴族たちの報復でしょう。仕立屋に依い頼らいしたことで、王城の衣装係に花嫁衣裳を扱える者がいないと知られたのです。これ幸いと、仕立屋を使い姉上に恥はじをかかせたかったのでしょう」

　そこには、まだフェリアを侮る気持ちが見え隠れする。田舎娘には、どのデザインも華やかに見えるだろうと。紋章もなく、仕様が違っていても、普通の花嫁衣裳である。その悪意がわからぬだろうと思ったに違いない。

「王都の仕立屋の大半は、貴族御ご用よう達たしだしね。仕立屋自体を商あきないとして貴族が所有していたり、出資していたりするから、きっと裏から手が回ったんだろうね」

　王都で暮らしていたエミリオの方が、こういうことには詳しいのだ。

「他国からの来らい賓ひんがある場で、恥をかかせることが、どれほどダナンを貶おとしめるかわからぬわけがあるまいに。なぜ、こうも馬ば鹿かなことを企くわだてるのか……」

　マクロンはため息をついた。自分の無知を棚たなに上げたとて、この蛮ばん行こうは許されざるものだ。責任を追つい及きゆうされるとわからないのだろうか。

「こんなことをして、ただで済むと思っているのか？」

「次期王妃様が問題にしていなければ、きっとこのどれかを選んで仕立てたはずです。依頼は王城からだから、次期王妃様のご要望だから、その通りに作りましたと言うことでしょう。謀はかられたとわかっても責任はこちら側だとなります」

　ナタリーの発言に、マクロンは狡こう猾かつな貴族が考えそうなことだと、フンッと鼻を鳴らした。

「今さらだけど、このデザイン画を問い質ただそうと仕立屋を呼び出しても、『手違いで間違ったデザイン画を提出した』と言われてしまうのがオチだろうし、製作辞退を口にして、こちらが窮地に陥るのを静観する……なんて考えだろうね」

　エミリオの予想はあっているだろうと、マクロンは奥おく歯ばを嚙み締めた。

「さて、どうするか。ペレ、そろそろ発言しろ」

「自身がぬかっておりましたこと、お詫わび致します。私自身が隙に気づいておりませなんだ。情けなく思います」

　ここに来るまでの会話である。『変動時は隙が生まれやすく、それに気づかぬものです』ペレ自身がそれに嵌はまってしまったのだ。

「反省は後にしてくれ。今は対策を考えるのが急務だ」

　それでも、ペレの発言はない。

　ペレでも妙みよう案あんは出ないのかと、マクロンは表情に出さず落らく胆たんした。このままでは、フェリアの花嫁衣裳は進まない。

　こんなデザイン画を提出した仕立屋などに依頼したくもないと、マクロンは頭を悩ませる。

「私たちの怠たい慢まんでした。どうか、私たちに作らせていただけませんでしょうか。王族専属の衣装係を謳うたっていて、花嫁衣裳を手がけないなど本当はあってはならなかったのです。ずっとドレスを手がけていなかったことを、理由にはできません」

　ナタリーの発言は、好転にも思えたが、本人の言うようにずっと手がけていなかった者に任せることに不安を感じマクロンの返答が鈍る。

「最高級のものを作れるか？」

「……いえ、最高級のものでなく、次期王妃様のお望みのものを作ってみせます！」

　マクロンの口角は自然と上がる。

「任せた」

「あ、あの、ですが、エミリオ様の衣装は後回しになるかと思います」

　尻しりすぼみになっていくナタリーの声に、エミリオが笑い出す。

「いいって。テカテカは勘かん弁べんしてほしいし」

「似合っているのにな」

　マクロンを見て、口を尖とがらせるエミリオに、今度は皆が笑った。

　一人、ペレだけがまだ沈痛な表情だ。

「ペレ、そう責を感じるな。フェリアもそんなこと望んでいない。視察、視察とうるさくてな……そうだ、芋煮レストランの視察を、フェリアに行かせた方がいいのでは？　きっと、喜ぶぞ」

「はい。伝えて参ります。そして、平に謝って参ります」

「ああ、そうしろ。ペレ、責任を取るなら働け。今後はフェリアが主人だ」

「かしこまりました。必ず、フェリア様がお望みの花嫁衣裳をお召しになれるよう尽じん力りよく致します」

　目礼し、扉に向かうペレに、ナタリーも打ち合わせをしたいとついていくのだった。
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　フェリアは婆やと一緒にスープを作っている。忙しい一日であったが、充実した一日でもあったと、フェリアは今日を振り返っていた。

　花嫁衣裳のデザイン画で、気落ちしたものの、それに浸っているフェリアではない。午後にのんびり散歩して、ちょっと覗いた闘技場で見学と言いつつ参戦し、鞭でゾッドを倒したまでは良かったが、視察から戻ったマクロンに見つかってしまったのだ。

　一週間に二度も会えた嬉しさもあり、フェリアは上じよう機き嫌げんであった。

「その有り余る元気を、婆にも少し分けてほしいですよ」

「まあ、余ってなどいませんわ。もうクタクタだもの」

　そうは言うものの、久しぶりに自身で料理をする楽しさは格別である。

　フェリアは、テーブルにパンとスープ、蒸むした魚と野菜を並べる。婆やが食べやすいメニューだ。

「さあ、食べましょう」

「どこの国に、お妃様と一緒に食事をする侍女がおりましょうや」

「いいじゃない、どうせ二人だもの。それに婆やは、侍女でなくて婆やよ。婆や特権があるわ」

「そんな特権聞いたこともありませんよ」

　フェリアはうーんと唸って閃ひらめく。

「試験に、『婆や』っていう役職を追加すればいいわ。今のところ、婆やは一人だけだから、即そく就任ね」

　呆れ顔の婆やに、フェリアは茶目っ気たっぷりの笑顔を見せる。

「冷める前にいただきましょう」

　そうして、二人で早めの夕食を摂とっていると、扉が遠慮がちに叩かれた。

『フェリア様、衣装係から派は遣けんされた者が二名来ております。王様の命令だそうです』

　ゾッドの知らせに、まずは婆やが戸口へ向かった。

「今、準備します故、すこーしばかり待ってください」

　フェリアはすぐさまテーブルの夕食を片づける。婆やもいそいそと勝手口に向かい、お茶の用意をする。準備が整ってから、フェリアは着座して呼吸を整えた。そして、戸口に向かった婆やに合図する。

「どうぞ、お入りください」

　おずおずと入ってきた二人を、フェリアは穏やかに出迎える。

「こちらに」

　そう招いても、二人はフェリアと距離を取る。

「私たちは、フェリア様に花嫁衣裳について……」

　言い淀んだ二人の様子に、フェリアは少し考えて、そういえばデザイン画を見たわねと思い出した。

「ええ、花嫁衣裳ね。衣装係から派遣というと……仕立屋との段取りかしら？」

「あの、これを王様からお渡しするようにと」

　二人から婆やに渡った文を、フェリアは開いて読んだ。

　どうやら、マクロンにもデザイン画のことが伝わったらしい。想おもいが込められた最後の一文に、マクロンの声なき謝罪が聞こえた。

「あれがどんなデザイン画か、知られちゃったのね？」

「はい。それで、すぐに私たちを派遣されました。どうか、ご要望をお出しくださいませ。それを元にラフを起こします。それから」

「作るのね!!」

「は、はい。ご要望を（仕立屋に）通してくださると思います」

「ええ、二人もつかせてくれたのだもの、精せい一いつ杯ぱいやりましょう！」

　フェリアと二人の間には誤解が生じている。

「嬉しいわ！　私、どうせなら自分で作った方が良いって思っていたのよ。まさか、マクロン様から許可をいただけるなんて思っていなかったの。フフフ、楽しみだわ。さあ、二人とも、まずはラフを起こすのよね。そんな遠くにいないで、さあこちらに」

　なぜか、あたふたする二人の衣装係を、フェリア自ら迎えに行きテーブルへと急せかした。もちろん、あたふたしているのはフェリアの発言のせいだ。花嫁自ら衣装を作るとの言葉に、慌てぬはずはない。

　マクロンの文も、フェリアに誤解させていた。

『衣装係を二名つかせるから、花嫁衣裳の要望を伝えてくれ。望む衣装を作ろう』

　望む衣装を贈おくろうであったなら、勘かん違ちがいはなかったはずだ。マクロンとて、そんなふうにフェリアが勘違いするなど思っていなかったであろう。

　そして、二人はフェリアの勢いに負かされる。王からの許可が文に書かれていると次期王妃が言うからには、それに言げん及きゆうできなかったのだ。

　そこに、またもや来訪者が現れる。

『フェリア様、ペレ様と王族専属衣装係のナタリーが来ております』

「お通しして」

　入ってくるなり、目前で片膝をつき頭を下げるペレに、フェリアは何事かと緊きん張ちようした。

「何か、緊急事態なの？」

「はい。フェリア様の花嫁衣裳での私の失態、こうしてお目通りすることさえはばかられますが、どうか私にこの急務の指揮をとらせていただきたく、厚こう顔がん無む恥ちなお願いをしに参った次第です」

　婆や以外の者がいっせいに膝をつき、フェリアは思わず数歩後退した。

　フェリアは事態を吞み込めていない。

「緊急事態では、ないのね？」

「いえ、緊急事態です。花嫁衣裳はこちらのナタリーが責任を持って製作致します故、どうぞ存分に彼女にご要望をお出しください」

「まあ！　三人もつけてくれるのね。ええ、急務だわ。私、幾度かカロディアでも製作したことはあるのだけど、自分自身の衣装だもの、たくさん想いを込めたいわ」

　フェリアは両頰を手で包み、嬉しそうにクルンとターンした。

「ねえ、ペレ。早速だけど、７番邸に行っていただけるかしら？　舞ぶ踏とうが有名なお国の姫ひめ様だから、きっと素す敵てきな生地や装そう飾しよく品の情報を知っていると思うのよ」

　フェリアの発言は止まらない。花嫁衣裳を自身で手がけることに、心が浮き立っている。

「ああ、大変！　そういえば、明日には一旦帰国するのよね。ペレ、急いで！」

「フェ、フェリア様、あのもしや、ご自身で花嫁衣裳を手がけようとしておられますかな？」

　フェリアはキョトンと首を傾げる。

「ええ、その打ち合わせなのでしょ」

　部屋にいる者の微び妙みような空気を、フェリアが気づくことはない。いや、気づかないふりをする。

　そのフェリアの勘違いを正す勇気のある者もいないようだ。皆、ペレに判断を仰ぐように視線を向けている。

「そ、そうですな。フェリア様のお望みの材料を必ずご用意致しましょう。では、ナタリー頼んだぞ。フェリア様の『望み通り』に致せ」

　フェリアは笑う。そうすれば、ペレの重苦しい雰囲気がどこかに消えてくれるとわかっているから。話をはぐらかせ、失態を隠してしまえばいいのだ。それがマクロンに伝わると、フェリアは知っている。

『自身で望む花嫁衣裳を作る』これが、マクロンの文への返答だ。それもとっておきのプランも考えている。

「ねえ、ペレ。私の花嫁衣裳とマクロン様の衣装に統一感を持たせたいの。お揃いって知っているかしら？」

　フェリアは、ペレを戸口まで送りながら続ける。

「例えば、マクロン様のタイと私の飾りリボンを同じ生地にするとか」

「ああ、それは良い案ですな」

「そうなのよ。つまり、二人揃わないと似合うかどうかとか、色味とかが確認できないじゃない？」

「……ほお、そうきますか」

　フェリアは、口元を扇子で隠しニシッと笑う。

「ええ、マクロン様と衣装の打ち合わせをしたいわ。日程を調整してちょうだい。ちょうど明日から一週間、私の住まいは王妃塔に移るのよね。とっても良い機会だと思わない？」

「……実は王様から見放されまして、今後私の主はフェリア様のようです」

　唐とう突とつに始まったペレの語りに、フェリアはクスクス笑う。ペレがマクロンに見放されるはずはないのだ。

「ペレが冗じよう談だんを言うなんて、可お笑かしいわ」

「主に笑われてしまいましたな。日程の調整はお任せください」

　フェリアは満足げに頷いた。

「おお、そういえば、王様から『芋煮レストランの視察』をフェリア様にお願いするようにと言われましてな。こちらの日程も入れておきます」

「本当に!?」

「ずいぶん、視察、視察とせがまれたと聞いておりますぞ」

　フェリアは肩を竦すくめてみせた。

「フフ、では私もマクロン様に一筆入れますわ」

『私が製作した花嫁衣裳ごと私を抱き締めてください』

　フェリアはクスリと笑い、文をたたみ髪のリボンを解くと巻きつけた。

「ペレ、お願いね」

　文の内容がマクロンとフェリアだけの秘密であることは、二人に仕える者なら知らぬことはない。

　ペレはやれやれと言わんばかりの顔をして、文を受け取った。

「お二人には、敵かないませんな」

　フェリアのはぐらかしを、ペレが感じぬはずはないのだ。

「何のことだかわかりませんわ」

　そう言ってペレを見送ったフェリアであった。




　振り向いたフェリアの前に、ナタリーと衣装係の二人が緊張して並んでいる。

「私たち下々の者が、おこがましいかと思いま」

「その謙けん遜そんはいらないわ。堅苦しくて仕方ないもの」

　言葉を遮られたナタリーたちが青あお褪ざめた。

　基本的に、係と名のつく者は、王城内の地位が低いとされている。王妃と直じかに話すなど、専属以外は慣れていないものだ。また、声がかかることも珍しいこと。

　今回の試験で、それが徐じよ々じよに解消されることをフェリアは望んでいるが……。

「も、申し訳ありません」

「だから、謝らなくていいの。もっと気楽にしてちょうだい。そこの婆やなんて、私より先に椅子に座っているのよ。あの図太さを見習って」

「おやまあ、酷い。椅子に座るのは『婆や』特権ですからな」

「もう『婆や』特権を使用するの？　じゃあ、今度は私が心落ち着ける薬草茶でも淹れてくるわね。皆座って待っていて」

　やはり、慌てるナタリーたちに、婆やは煩わずらわしいから座れと促した。

　フェリアは勝手口から大きな声で話す。

「明日から王妃塔暮らしなのよ。今から婆やと荷物をまとめる予定だったの。人手が増えて嬉しいわ」

　縮こまって座るナタリーたちの前に、フェリアは薬草茶を置く。

「さあ、飲んで」

　フェリアは平然としながら、三人がお茶に口をつけるのを待っている。

「で、ではいただきます」

　口をつけた瞬間、三人がブフォと咳せき込んだ。

「ウフフ、すごく酸すっぱいでしょ？　でも、頭がすっきりするの。カロディアで寝ずに衣装を作った時を思い出すわ。花嫁衣裳って、直前まで『あーでもない、こーでもない』って手直しするでしょ？　その時に飲むお茶なの。皆疲労しているのに手を止めない。だって、完成した時のあの感動と誇らしさ、衣装を着て流す花嫁の涙なみだ、その全てが素敵な時間よね」

　ナタリーたちが、フェリアの話を思い浮かべ、キラキラと瞳を輝かがやかせている。

「皆で、素敵な時間を過ごしましょう」

「はい！」

　フェリアはナタリーたちと手を取り合った。

「この手に全てがかかっているわ。王都の仕立屋に一ひと泡あわ吹ふかせるわよ」

「はいはい、その手でさっさと荷造りですよ」

　こういう時でも婆やは婆やであると、フェリアはチロリと舌を出して応えたのだった。
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　翌日、晴天に恵めぐまれた。

　フェリアは久しぶりに王城の門もん扉ぴに立っている。

　２番目の元妃きさきキュリーと７番目の元妃が一いつ旦たん帰国するのだ。

　見送りの公務をフェリアはマクロンから託たくされた。

「母国に帰国次し第だい、お薦すすめの布を手配致いたしますわ」

　７番目の元妃がフェリアの手を取った。

「はい、よろしくお願いします」

　舞ぶ踏とうをこよなく愛する７番目の元妃は、フェリアのダンスの先生でもある。

　元妃は、キュリーにも挨あい拶さつをして早々に出発した。

「さて、これで後宮にはフェリア様だけになってしまいます。十分気をつけてくださいまし」

「そうですね……少し寂さびしいです」

　少し沈しずんだ声のフェリアの様子に、キュリーが口元の扇せん子すを外しフッと寂しげに笑った。

　フェリアの瞳ひとみが潤うるみ出す。

「そんなに感情を露あらわにしてはなりません」

　そう言うキュリーも目め尻じりに光るものがある。

　二人は互たがいにフフッと笑った。

「キュリー様、そろそろ……」

　キュリーの侍じ女じよが声をかける。

「そうね。そろそろ行かねば間に合わないわね」

　その発言にフェリアは首を傾かしげた。隣りん国ごくに帰るには十分な時間である。何が間に合わないというのかと、キュリーを窺うかがった。

　キュリーが扇子を口元に戻もどす。

「セナーダに寄るのです。……貴公子との縁えん談だんが進んでおりますの。はぁ」

「ええっ!?」

　侍女がスッと声を挟はさむ。

「アルカディウス様に見み初そめられたようです」

　キュリーの扇子が目の下まで上がった。どうやら、頰ほおを隠かくしているようだ。

「おめでとうございます！」

「まだ、決まったわけではないですわ！」

　これまたキュリーにしては珍めずらしい声の張りである。

「次回お目にかかる時に、詳くわしく聞かせていただきます」

　キュリーには恥はずかしい思いをたくさんさせられたのだ。仕返しとばかりに、フェリアはニッコリ笑った。

　キュリーがウッと喉のどを詰つまらせた。

　その時、馬車が横付けされて扉とびらが開く。もう時間はない。

　二人は自然と握あく手しゆした。

「では、また」

「はい、また」

　乗のり込こんだ馬車から、キュリーが手を振ふる。

　フェリアは、その馬車が見えなくなるまで見送ったのだった。




　後宮が戦場に変わる。

　見送り後、フェリアは王おう妃ひ塔とうから31番邸ていを眺ながめていた。

　すでに試験は始まっていて、受験者が31番邸を出発して王妃塔まで移動している様子が見てとれた。また、６番邸では晴天の下、タロ芋いもの皮むきをしているようだ。

　執しつ務む殿でんでは、帳ちよう簿ぼつけと顔当て、名前当ての試験が行われている。試験官が夕刻まで試験会場で待機しているため、自分の都合で試験が受けられる。一週間のうちにどのように試験項こう目もくをこなすかは、各自に委ねられている。

　晴天の今日は、31番邸からの移動の受験者が多い。

「今日一日で、全てこなす者もいるかもね」

　フェリアの呟つぶやきは婆ばあやに拾われる。

「まあ、そうやって試験官に名を覚えてもらうのも、作戦として悪くはないですよ」

「そうね。一日で全てこなせたら、優ゆう秀しゆうとみなすこともできるかしら？」

　フェリアは、窓まど際ぎわから離はなれた。

「さあさあ、こちらは一週間で王妃塔の模も様よう替がえの指示を出しませんとね」

　先代の王妃時代の調度品は、現在にそぐわず浮ういている物もある。しかし、時代の変化に流されない物もあり、それをどう生かすか、新たな物をどう取り入れるか、王妃塔の様相は王妃の腕うでにかかっている。

　王妃塔の様相で、国の現状がわかると言う者もいるのだ。適当では侮あなどられる。

「指示よりも何も、朝食がまだだわ」

　31番邸であるならば、食事はケイトやネル、イザベラが手伝って作っていたし、三人がいない時は、婆やと一いつ緒しよに作っていた。しかし王妃塔ともなれば、そうも勝手がいかない。

「ええ、そうですね。婆ばあが今お持ちします」

「いえ、婆やはここにいて。私が調理室に行ってくるわ。きっとできているはずよね？」

　フェリアは、婆やを部屋に残し廊ろう下かに出た。

「フェリア様、どちらに？」

「ゾッドついてきて。朝食を取りに調理室に行こうと思うの」

「いやいやいや、それはなりません。ここは31番邸ではありませんし、侍女が運んでくるかと思いますが」

　フェリアは左右に延のびた廊下を見たが、侍女が来る気配は全くない。

「お妃様、婆が行きますから。だいたいお妃様自ら食事を取りに行くなぞあってはなりませんよ」

　婆やがそう言いながら、一ちよ寸つと遅おくれて部屋から廊下に出てきた。

「元々婆やは、マクロン様の寝しん室しつ担当でしょ？　王妃塔の勝手はわからないんじゃないの？」

「まあ、そうですね」

　三者三様、困り果てる。

　通常警護騎き士しは警護対象からは離れられないため、配置人数が多くてもおいそれと動けないのだ。

「フェリア様、申し訳ありません！」

　ゾッドが他の騎士に頼たのもうとした時、廊下の奥おくから慌あわてた声が聞こえてきた。声の方を向くと、侍女のエマがワゴンを押おしながら近づいてくる。

「ああ、良かったわ、食事があって」

「大変お待たせ致しました」

　部屋に戻ったフェリアは、給きゆう仕じをするエマに事情を訊きいた。

「試験を公平に受けられるよう、ペレ様の提案で、くじ引きで勤務する当番日を決めることになったのです。私は試験初日になりました。同じように初日になった者の中で……どうしても移動試験を本日行いたいからと、他の者と勤務を変えてもらったり、それが伝えられなかったりと、控ひかえ室しつはもうてんやわんやでございました」

　エマのげんなりした表情に、フェリアは労ねぎらいの言葉をかける。

「エマは変へん更こうしなかったのね、ありがとう。初日に顔見知りのエマが来てくれて頼もしいわ」

　フェリアは黙だまっていたが、公平に決めた勤務日を変更した者は、試験官である長老らに情報が伝わっている。それも、試験内容であるのだ。どう勤務するか。どう試験に挑いどむか。それによっても加点されたり、減点されたりする。

「初めて王城の料理を見るのだけど美お味いしそう」

「はい。料理人が気合いを入れて作っておりました。ここだけの話ですが、前女官長が料理にあれこれ注文して、好きなように作れなかったのです。ですから、フェリア様に大変感謝しておりました」

　その情報はすでに確かく認にん済みだ。料理にも優ゆう劣れつをつけて妃に出していたと聞いている。賄まかないも、本来なら王城勤務の者は同じはずだが、変えていたらしい。これが権力というものなのだろう。




　朝食後、フェリアの元にペレがやってきた。

「試験は順調です。それから、本日の日程ですが」

　ペレの手から書類が机に丁てい寧ねいに置かれた。

　表紙には王家の紋もん章しようが描えがかれている。

「こちらに、フェリア様の本日の日程をまとめました。王様もこのような形で、日程管理を行っております。週初めに一週間、月初めには一カ月の予定をお届けしておりますぞ」

「私もそれに倣ならうのね」

　これも王妃教育の一いつ環かんである。

「王妃塔で過ごされる期間に、衣い装しようの打ち合わせを衣装係と密に行っていただきます。王様との打ち合わせは、すぐには実現できません。何せ、先ほども言いましたように、王様は一カ月の日程がキッチリ埋うまっております。強ごう引いんにねじ込めば、負担は王様にかかりますからな」

「ええ、わかりました」

　マクロンの負担になることを、願うフェリアではない。

「日程管理の文官と協議中です。運が良ければ、今週中にでも空き時間が生まれましょう」

　フェリアはコクンと頷うなずく。

「さあ、内容を確認し承しよう認にんのサインをしてください」

　フェリアは、表紙を開き今日の日程を確認する。

　今まで６番邸の開かい墾こんに割り当てられていた午前中が、花はな嫁よめ衣い裳しようの打ち合わせになっていた。

　午後は、王城倉庫番の役人と当番女官と一緒に、王妃塔の仕様変更の打ち合わせをし、終しゆう了りよう次第、王権の領地の勉強、夕刻以降には試験の報告があり、長老たちと協議となる。

　フェリアは、今日の日程を確認しサインした。

「加えて、夕食後に芋煮レストランの報告があります。開店して一週間ですからな」

「視察が楽しみになるわね。日取りは決まった？」

「現在、調整中です」

「フフ、思い出すけれど、王城に着いた時、門もん前ぜん払ばらいされて王都の露ろ天てん市場でクルクルスティックパンを買ったのよ。それからすぐに戻され後宮に入れられて、次に王都に行けたのはマクロン様とのお忍しのびでしょ。私、王都は二度しか経験がないの」

　フェリアは、芋煮レストランの視察が楽しみで仕方ないのだ。

「本当は、脱だつ走そうして視察に行ってもいいのだけれど、マクロン様に怒おこられるわね」

　いとも簡単に脱走できそうなフェリアに、ペレがギクリとなるのは仕方がないことだろう。

　フェリアは、そんなペレの焦あせりを感じ『やらないわよ』と笑った。

「だけど、今後は私も視察をするわ。マクロン様の手が及およばないところは私の出番でしょ？」

「そうしていただけると助かりますな」




　ペレとの打ち合わせを終え、フェリアはナタリーたちが来るのを待った。

　衣装係は職種変更の希望を出さず、試験なしで今まで通り勤務していた。

　王妃専属の衣装係は存在せず、今のところ次の試験で募つのる予定でいる。

　侍女は多くとも、空白の係が王妃下には多い。

「失礼致します」

　ナタリーが最初に入ってきて、その後ろにワゴンを押して二人の衣装係が続く。

　ワゴンには、様々な布や裁さい縫ほう道具が積まれていた。

「わあ！　やっぱり、流石さすが王族衣装係ね。見事な道具だわ」

　その様子に婆やはやれやれと言わんばかりだ。

「王妃様や、三人を置き去りにしておりますよ。挨拶をお受けなされ」

「おはよう。皆みな、頑がん張ばるわよ」

　フェリアは元気よく挨拶をした。

「王妃様や、挨拶は先に受けるものです。自ら先走ってどうするのです？」

「挨拶に先も後もないと思うけど」

　フェリアは、唇くちびるを尖とがらせた。もちろん、今後王妃となるフェリアは先に挨拶を受けることが常識である。

　相変わらずのフェリアと婆やの会話に、ナタリーたちの頰は緩ゆるんだ。

「フェリア様、おはようございます。本日は花嫁衣裳の打ち合わせと並行し、フェリア様の採寸も行います。ペレ様から、視察用の服をお作りするように言われております」

「視察用？　私、服は自分で作れるわよ」

「はい、承知しております。しかし、花嫁衣裳を製作するにあたりフェリア様の衣装を作る経験をさせていただきたいのです。何分、淑しゆく女じよの衣装製作にはブランクがありますので」

　ナタリーの眉まゆが申し訳なさげに下がる。

「なるほど、そうね。では、お願いしますわ」

　それからは、楽しい時間が続いた。

　フェリアにとって服を作ることは大好きな趣しゆ味みだ。今まで、カロディアでは黙もく々もくと兄たちの服を作ってきた。領内の娘むすめたちの花嫁衣裳や、婚こん礼れい品の衣装だって作ってきたのだ。その技術や知識を話すことができるナタリーたちとの打ち合わせは、フェリアには楽しみ以外ない。

「もうそのくらいで、ナタリーたちを解放ください」

　婆やにそう言われるまで、フェリアはすでに午前中が終わっていたことに気づかなかった。




　ナタリーたちと入いれ替かわりに、エマが昼食のワゴンを押して入ってくる。

「フェリア様、王城倉庫番の役人からこちらを預かっております」

　昼食だけでなく、資料も出されたフェリアは、それをパラパラ見ながら食事を摂とる。マナーとしては駄だ目めだが、次の予定が迫せまっていたため致し方ない。

　マクロンもきっと同じように食事を摂っているのではないかと想像し、フェリアはフッと息を漏もらした。

「エマ、王城倉庫番の役人に、調度品倉庫から確認するから現地集合と伝えて。当番女官にはこの部屋に来るようにと」

　そうして、慌ただしく時は過ぎていく。

　地下の調度品倉庫の作業では、品目と実物を確認し、フェリアが選んだ物を女官たちが運んでいく。

「品目表にあって、実物がないのはどうしてかしら？」

　そんな理由は一つだ。役人か女官の横領以外ない。

「王妃塔に飾かざられているのを、資料上に記き載さいするのを忘れているからでしょう」

　役人はすぐに返答した。そうであるなら、なぜ確認していないのか。それが仕事であるはずの役人から職務怠たい慢まんの答えを聞き、フェリアは内心そう問うていた。きっと、過去にも同じ問いを受け、そう返答することで凌しのいでいたのだろう。

　主のいなくなった王妃塔は、きっと鍵かぎのかかっていない宝の山であったのだ。

「そう？　ならば、今日中に確認してくださいね。明日、私も確認しますから、もし『紛ふん失しつ』している物があれば、報告を」

　役人も女官も少し顔色が芳かんばしくないようだ。

　フェリアは素知らぬふりで続ける。

「今回は、『紛失』で処理しますわ。以後は気をつけてちょうだい」

　不問とすると遠回しに伝える。過去のことをほじくり返しても意味はない。きっと、もう王城に居ない者も関わっているはずだ。

　そんなことを考えていると、予定の時間となったのかペレがやってきた。

「明日にも仕様変更の打ち合わせ時間は取ってあります。さあ、次は王権領地を覚えていただかなければなりませんぞ」

　役人と女官には救世主に見えたであろう。

「ではまた明日。明日も倉庫集合です」

　そう言って、フェリアは踵きびすを返かえした。

　フェリアの早足に、ペレも歩調を合わせる。

「何やら、問題がありましたか？」

「調度品がいくつか『紛失』しているわね。ええ、『紛失』で処理しますからその旨むねマクロン様にもお伝えください」

　ペレの眉み間けんのしわが深くなるが、フェリアは気にせず続けた。

「無む駄だな追つい及きゆうは敵を作るだけですから。元々、ほったらかしにしていたのでしょ。王妃塔は大目にみましょう。けれど、王城の宝物庫に関しては厳しくお願いします。そこまで手を出していないと信じたいわね」

「王様は、貴族たちとのせめぎ合いで手て一いつ杯ぱいだったのでしょうな」

「ずっと、一人で背負っていらしたのね」

　フェリアはマクロンの重責がいかに過か酷こくかと身をもって知る。王城内まで手が回らなかったのは仕方がないことだろう。

「カロディアでは、三人でやっていたわ。それをたった一人で……」

　互いに両親を失ってはいたが、手を取り合う者がいたフェリアと、そうではないマクロンの違ちがいはここにある。

「もう一人で背負わせませんわ」

　フェリアは精力的に次の予定へと足を進めた。

　そして、ペレの講義が終わると次は試験状況が報告される。

「王城侍女らの数人が、タロ芋の皮むきの試験に代役をたてておりますな」

　貴族出の侍女らは、元々皮むきの試験に反対していた。髪かみ結ゆいや刺し繡しゆう、ドレス選びといった主あるじのお世話の試験を声こわ高だかに言ってきたのだ。

「代役などと生ぬるい言い方は良くないわ。替かえ玉だま受験じゃないの」

「本人らには、点数なしと通達致しました。納なつ得とくせず騒さわぎ立たてたので、フェリア様に判断を仰あおぐと処理しました。どのようになさるかお決めください」

「試験期間内なら再試験ができると通達を。また、公平になるよう、他の者も一度だけ再試験を受けられるよう手配してください。結果が芳しくない者への一度の救済です。ペレたちには負担をかけるけれどお願いします。この試験期間内に成果を上げられる者もいましょう。そのような者こそ、根こん性じようのある者ですからね」

「負担などとは思いませんぞ。お任せください。それと、イザベラですが顔当て、名前当ての試験を初日に受けに来ました。流石は公こう爵しやく令れい嬢じようですな。素す晴ばらしい記き憶おく力を発揮しました。これなら、フェリア様専属に入れても申し分ありません」

　ペレは公爵令嬢と言ったが、四年前なら王妃候補であったイザベラである。王城に勤める者の顔や名前だけでなく、権力背景も頭に入っているのだろう。頼もしい気持ちと、少しだけ羨うらやましい気持ちとが入り混じった。

「私も早く覚えなくてはね」

　こうして、フェリアに課せられた王妃教育は増えていく。

　王妃塔で過ごす一週間は、フェリアにとって王妃として過ごす経験になっていくのだろう。その心構えも身についていくはずだ。
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　翌日、フェリアはいつものように陽ひの出前より起き出した。まだ、控ひかえの侍女はいない。婆やも起き出していない。夜当番の侍女まで人員配置できていないのだ。その代わり、騎士の警護態勢には隙すきがない。

　フェリアはカロディアから持参したワンピースに着き替かえる。いつものようにエプロンを身につけ、髪を一結びにした。これで、支し度たくは完かん了りようである。

「さて、行きますか」

　廊下に出ると、ゾッドがすぐに反応する。

「どうなさいましたか？」

「朝の散歩よ」

　31番邸と同じように、陽の出前から活動する習慣は王妃塔でも変わらない。

「どちらに行かれますか？」

「中庭しかないじゃない」

「おっ、それは良いい考えですね」

　ゾッドがニッコリ笑って、フェリアの後につく。通常なら先に警護場所の確認に数人走るのだが、今回はしないようだ。

　フェリアの足は軽かろやかに階段を下りる。

　王妃塔内は、王塔と同じで地下一階と地上四階の造りである。大まかに、地下は倉庫、一階はいくつかの小広間や侍女などの控室や厨ちゆう房ぼう、二階に会議の間など、三階が王妃居住エリア、四階に王妃の間と大広間となっている。

　フェリアは一気に三階を下り終え、中庭へと続く扉を開けた。

　シュッシュッシュッ

　フェリアの耳に届いたのは、空気を切る音。そして、目に飛び込んできたのは、マクロンの背中だった。

『フェリア様、私たちは少し離れていますので』

　ゾッドの声は、フェリアの耳に届いてはいるが、マクロンから目が離せないフェリアはただ小さく頷くだけだ。

　フェリアは恐おそる恐おそるマクロンに近づいていった。伏ふし目めがちであるのは、マクロンが上半身を脱ぬいでいるためである。

「ビンズ、今日はやけに慎しん重ちように近づくものだな」

　フェリアは、背後から静かに近づいたが、マクロンに気配を気づかれた。その感覚は流石と言っていいだろう。

　しかし、マクロンはフェリアをビンズだと思っているようだ。

　フェリアは、どう答えようか思案する。

「そう思案するな。また何かあったのか？」

　鍛たん錬れんで感覚が研とぎ澄すまされているせいだろう、フェリアの思考はマクロンに伝わっていた。

「あの、できれば上着を着てください」

　フェリアは、意を決して声を出した。

　マクロンの木刀がピタッと止まった。

「フェリア？」

　そんな疑問のような呼び方で振り向かれ、フェリアはまた目を伏せる。マクロンの鍛きたえられた上半身に、フェリアは恥ずかしくなっていた。

「私も日課のお陽様への挨拶で……」

　モゴモゴと口にすると、突とつ然ぜんフェリアの体は宙に浮いた。

　マクロンがフェリアを片かた腕うでで抱だきかかえたのだ。

「マ、マ、マクロン様!!」

「ん？」

「下ろしてください！」

　マクロンの腕はビクともしていないが、やはり不安定さを感じ首筋へと手が回っている。

「これも鍛錬だから、付き合ってもらおう」

「ど、どんな鍛錬なのです!?」

「好きな女性を連れて逃にげるには、それなりの腕わん力りよくがいるだろ？」

「わ、私は一緒に逃げるなら、自分の足でついていきますわ」

「やはりそうくるか。では、この間の文の約束だ。『抱だき締しめに行きたい』と記しただろ」

　マクロンがソッとフェリアを下ろした。マクロンの首筋に回した手が離れる瞬しゆん間かん、フェリアの体はマクロンに抱き締められる。

「すまなかった」

　マクロンの体温がフェリアを包んでいる。

「まだ花嫁衣裳ではないですよ」

　フェリアの返答は『私が製作した花嫁衣裳ごと私を抱き締めてください』である。

「ああ、だけど今抱き締めたいから」

「今だけですか？」

「ずっと、これから先も、共に歩む未来の全てで」

　好きな人に、そんな台詞せりふを耳元で言われ、涙なみだぐまない女性などいるのだろうか。フェリアは濡ぬれたまつ毛をマクロンの首筋に押しつけた。

　フェリアを抱くマクロンの腕に力が入った瞬間、やはり登場する。

「いつから、今日は三十一日になったのです？」

　ビンズのいつもの台詞に、二人は同時に笑えんだ。

　そして、サッと離れて即行で謝あやまる。

　王妃塔で過ごす期間、フェリアの朝の日課は外通路で行うようにビンズに厳命された。最近は、ペレよりも手厳しいビンズである。

　試験最終日までの期間、マクロンとの少し離れた逢おう瀬せをフェリアは楽しむことになった。
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　試験最終日。

「本日の日程をお持ちしました」

　いつものように、フェリアはペレの持ってきた日程を確認する。

「それとこちらもご確認ください」

　自身の日程を置き、ペレが差し出した同じ表紙のものをフェリアは手に取った。捲めくってすぐに、マクロンの日程だとわかる。

「本日より、互いの日程を確認していただきます。そして、互いに承認のサインをしていただきますぞ」

　これが本来のダナンの王と王妃の日程管理である。互いの予定を把は握あくしてこそ、淀よどみなく物事が流れるものだ。

「やっぱりずいぶん過密なのね」

　マクロンの予定に空きはほとんどない。早朝の朝あさ稽げい古こが唯ゆい一いつマクロンの自由な時間のようだ。

「花嫁衣裳の打ち合わせは、残念ながら王妃塔にいらっしゃる間には実現できそうにありません。昨日、アルファルドより急きゆう遽きよ使者が入国しまして、謁えつ見けんが予定に組み込まれました」

　フェリアは、マクロンの午後の予定を目で追う。やはり、ビタス病に関して他国からの使者が多い。その旨の謁見でずっと埋まっていた。

「……フェリア様との謁見をすでに望む国も出ております」

「難しいものね。正式に決まっていない私だもの、出ても出なくても問題になるわね」

　王城内なら、妃教育の一環として公務を入れることはできるが、他国との謁見などはまだ認められはしない。

　先んじて、フェリアと謁見したい国は多いだろう。それほど、ビタス病対策は偉い業ぎようである。その知識もさることながら、タロ芋の取引や一角魔ま獣じゆうの干し肉を欲ほつする国も多いのだ。

　フェリアとお近づきになり、優先的な取引を望む謁見要よう請せいと言っても過言ではない。

　そんな取引や融ゆう通づうなど、フェリアがするはずもないが、袖そでの下で何とかしようと試みる国もあるものだ。それも外交である。

　タロ芋は生産することができるが、一角魔獣は倒たおす技術と兵力がいる。生息地も高地なため、手に入れることが不可能な国もある。保存が利きく干し肉加工されたものを、どの国も欲している。

「それと、芋煮レストランの視察日が決まりました」

　難しい顔つきが、とたんに嬉うれしそうに変わる。

「一週間後の十五日。妃選び八カ月目が始まる日となりますかな。午前中にタロ芋を６番邸からレストランへ納品に出ますから、同行し視察となります。正式な視察でなく、納品に付つき添そうだけの短い時間になりましょう」

「でも、楽しみだわ！」

「ですが、それまでの一週間が大変ですぞ。試験を精査し、結果を発表しなければなりませんからな」

　ここからが大変な作業となる。結果への不平や不満が出ると予想がつく。異議の申し立ては許可している。そして、その一人一人と面談し結果を説明し納得してもらうのだ。

「侍はべることを目的に王城に入った者を、どう説得するかになりますな」

「ええ、そうね。だけど、新しい職務に就つく者との面談は楽しみだわ」

　王妃指揮系統、管理指揮系統共に新しい部署があり、それに合格した者とフェリアは面談することになっていた。

「先に伝えておきましょう。女性騎士には誰だれも希望しませんでした」

　フェリアはガックリと肩かたを落とす。

「王城内には、フェリア様同様お転てん婆ばで勝ち気な者は勤めておりませんぞ。やはり、募ぼ集しゆうをして試験をする必要がありますな」

「そうでしょうね。……カロディアなら、誰だって女性騎士になれそうだわ。身分問わずと言いたいところだけど、そう簡単にいかないわよね？」

「はい。新体制が始まり、安定するまで新顔は危険です。最初の新規募集は後見人がいるなど条件をつけませんと。間者が入り放題になりますからな」

　本当は門戸を広げて、地方庶しよ民みんなどからも募りたいのはやまやまであるが、それを行うには確固たる仕組みが必要になる。誰でも受験し採用されるのは、戦争時だけだ。王城に勤める者を安易な理想論では選べない。

　さらに、今はビタス病関係でフェリアに接せつ触しよくを図はかろうとする者もいるはずだ。新たな募集には慎重にならざるを得ない。

「明後日あさつてには結果発表をし、異議の申し立てに二日、面談に二日と予定しました。一日予備の日を設けましたが、予定は埋まるものだとお考えください」

　その後、フェリアは二階の会議の間に移動し、ペレと試験結果について協議した。夕刻までに随ずい時じ最終結果がもたらされ、長老全員と協議が始まる。

　深夜まで続いた協議の結果、次期王妃、つまりフェリアには、専属侍女として今まで通りケイトとイザベラがつくことになったが、ネルは事業係への配属となった。本人がそう希望したためだ。

　王妃直ちよつ轄かつの係である事業係は、別名薬草係、もしくは６番邸担当とも言える。

「ネルは、ガロン兄さんからずいぶん影えい響きようを受けたのね」

「薬草について勉強したいとのことですな。それと薬草の栽さい培ばいにも積極的です」

「ええ、６番邸では陣じん頭とう指揮に当たっているわ。だから、こうして安心して王妃塔で過ごせるのだけどね」

　その他に、エマと他三名の侍女がフェリアの専属侍女として配属された。

「エマは素晴らしいですな。移動の試験は二度受けています。雨の日の移動と、晴れの日の移動。試験官に、どんな状じよう況きよう下かでも移動できる実力をアピールしていました。この試験の本質をわかっています」

　そんなふうに、努力と工く夫ふうをした者たちがフェリアの侍女となった。

「イザベラもすごいですぞ。初日の皮むきでは、全く評価できませんでしたが、最終日には早さはありませんが、綺き麗れいに皮むきができていました。たった一週間で腕を上げたようです」

「流石イザベラね。薬草茶だってそうやって上手に淹いれられるようになったのだもの」

　こうして、試験結果が確定していく。そうなると、どうしても不合格者が出てくる。希望は専属女官や侍女であったが、試験結果は散々なものでどちらにも配属できないのだ。

　その数、二十名。ほとんどが侍女である。

「王都の貴族の三女、四女が多いですな。侍女として王城に上がり、近この衛え騎士や王城騎士との婚姻を狙ねらっていたのでしょう」

「確かに、妃候補に侍れば身近に居おりますからね」

　フェリアは、ため息をついた。

「皆さんは、この者らをどこに配属したら良いと考えますか？」

　長老らは腕組みし唸うなるばかりである。

「結果からしたら『見習い』が妥だ当とうです」

　長老の一人がそう発言する。まさに、その通りであろう。だが、今まで身分的にも優位な侍女であった者が、『見習い』を良しと思わないことは明白だ。

「私が嫌きらわれるわ。元々嫌われてもいましたし。私の名を使い、『見習い』として結果発表してください。本人に自覚を促うながさねばなりません。王城へは遊びに来ているのではないのです。私利私欲のために王城が存在するはずありません。そこをしっかり説明し、侍女として努力することを促してください」

　マクロンが休む間もなく働いているこの王城で、役に立たない者はいらないのだ。

「いえ、今回の試験官は私たちですから、次期王妃様の名で結果を発表するわけには参りません」

　流石は、長老である。フェリアに不利になることを了りよう承しようしない。

「では、皆さんの名での公表を。ですが、最終的な承認のサインは私が致します」

　それは、次期王妃が認めたと表明するためだ。それに対して、異議申し立てし面談するなら、相応の覚かく悟ごと自信を持ってしなければならない。ただ不満だからでは話にならない。そんな駄だ々だっ子このようなことを口にする者など、王城にはいらない。

「では、明後日には貼はり出だします。配属書を明日までに準備しなければなりませんね。それと、仮の名めい簿ぼを作成しましょう。さあ、まだ一仕事ありますから、ここで薬草茶を飲んで頭をスッキリさせて挑みましょう！」

　衣装係にも出した酸すっぱいお茶を、フェリアの指示で婆やが淹れてきた。もちろん、長老らが吹ふき出だしたのは言うまでもない。
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　キャサリンは、男だん爵しやく家の末娘として生を受けた。上には長子の兄一人と、姉二人。それなりに裕ゆう福ふくな男爵家であったが、キャサリンの縁談は順調ではなかった。それなり程度の裕福さでは縁談に有利に働かない。

　そこで、キャサリンは妃選びで募集された侍女になって王城に入った。31番目の妃に立候補しても良かったが、一度しかない王との交流で、見初められる可能性は低いと判断したためだ。

　それよりも、妃候補の侍女になり、王城勤務の貴族出の騎士を捕つかまえた方が現実的だった。

　しかし、その夢は今潰ついえようとしていた。

　キャサリンは、試験結果に憤いきどおっている。侍女頭にまではなれないものの、王妃専属侍女ならばなれるはずだと思っていたのだ。それが、結果は『見習い』。さらに料理係への配属と出ている。

『確かに移動試験も、タロ芋の皮むきも駄目だったし、顔当て、名前当てなんて王城に上がったばかりでわからなかったわ。帳簿つけだってしたことがないのだから、できないけれど、私は男爵令嬢だわ。他の年増の侍女や貧びん乏ぼう貴族出の侍女とは違うのよ。前女官長だって、いずれ王妃の侍女に就かせると約束してくれていたのに！　それに、試験の項目がおかしいのよ。あんな試験で侍女の何がわかるというの？　私が侍ったなら、田舎いなか娘ごときご機き嫌げんにさせてあげられるのに』

　キャサリンは異議申し立てに、執務殿へと向かった。

　その執務殿の長老たちがいる会議室の前は、すでにごった返していた。

　配属書を受け取り、嬉しそうにする者の中に没ぼつ落らく貧乏貴族出の憎にくきエマを見た時、キャサリンは卒そつ倒とうしそうになった。エマが持っているのは、自分が欲ほしかった王妃専属侍女の配属書だったのだ。

　新入りのキャサリンであったが、それなりに裕福な貴族出は、縁談において有利でなくても、侍女としてはとても有利であった。前女官長に袖の下を渡わたし、勤務初日より部下がつくほどに。

　つまり、キャサリンは侍女の仕事を実際したことがない。できるのは、相手をおだてる会話だけだ。前女官長にはとても有効だった。

「どいて！」

　今までなら、キャサリンがそう言えばサッと道は開けたのだが、人だかりはばらけない。それどころか、侍女たちはキャサリンを一いち瞥べつしただけでいっこうに動かなかった。

「邪じや魔まだって言ってるの！」

　荒あららげた声が、一いつ瞬しゆん場を静まらせるがその後は元通りになる。

　キャサリンは苦々しく思いながらも、人だかりを押し分けて、異議申し立ての申しん請せい場所である書庫へと歩を進めた。

『田舎娘の機嫌をとれば済むことよ。そうすれば、私もすぐに高位侍女になれるわ。だいたい、試験官がお金を受け取らないのがいけないのよ。結構な額なのに、足元見ちゃって嫌いやだわ。田舎娘ならきっとイチコロね』

　キャサリンに侍女としての向上心はない。あるのは、その肩書へのこだわり。騎士たちと会える役職に就くことだけ。

「セルゲイ男爵が娘、キャサリンです。配属の異議申し立てに来ました」

　書庫の前では、長老の長おさであるペレが受付をしていた。

「こちらに、名前と異議内容を記し、そこの箱に入れなさい」

　キャサリンは、ポケットから宝石を取り出した。

「ペレ様、ご面めん倒どうをおかけ致しますわ。こちらは手間賃です。受け取ってください。もちろん、次期王妃様へのお土産みやげもご用意致しますわ」

「必要ありませんな。その行こう為いも試験の減点であったとお伝え致しましょう」

　ペレの言葉に、キャサリンは顔を真っ赤にした。プルプルと震ふるえる手が拳こぶしになる。

「引退老人に用はないわ！　次期王妃様との面談を希望します。さっさと会わせなさい!!」

　キャサリンは、受付のテーブルを叩たたきつけ、それから宝石を投げつけた。

「ですから、名前と異議内容を記し、そこの箱に入れるのです。面談時間は受け付けた順ですぞ」

　キャサリンの恫どう喝かつなどいっさいペレに通用しなかった。

　悔くやしさに語気を荒らげた。

「こっちから願い下げだわ！」

　キャサリンは申請をせず、その足で王都へと下った。つまり、王城を退いたのだ。

　背後をつける影かげに、キャサリンは気づいていない。

　その影が、キャサリンに近づく。

「もし、キャサリン様」

　そう呼びかける声は、穏おだやかで優やさしく警けい戒かい心を薄うすれさせる。

「あら、あなた……確か」

　キャサリンは、その者が深々頭を下げたことで、気を良くする。

「主がキャサリン様に用事があると申しております」

　キャサリンは喜色満面になる。その主のことは知っている、そう表情が物語っていた。キャサリンと同じ境きよう遇ぐうの者だから。

「かしこまりましたわ」

　このキャサリンへの誘さそいが、後にフェリアを窮きゆう地ちに追い込むことになる……。
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「私、何もわかっていなかったのですね……」

　係へと配属命令が出た侍女が、目め頭がしらにハンカチを当てている。

　なぜ、移動試験であったか、なぜ皮むき試験であったか、なぜ帳簿つけの試験があったか、それらをきちんと説明すると、異議を申し立てた侍女の中には納得する者も現れた。とても少数ではあるが、期待が持てる人材だ。

「私、侍女として自信がありました。髪結い、刺繡、湯ゆ殿どののお世話、ドレス選び……肌はだのケアにマッサージ、どれも侍女として腕を上げて参りました。確かに今までの王城は、女主人はいらっしゃらず、腕前を発揮できる状況ではなかった。だから、その努力を全て否定されたと思い、衣装係への配属は納得ができませんでした」

「今は、納得できるかしら？　辞やめたりしない？」

　フェリアは、ハンカチを持つ手にソッと触ふれた。

「この手で、どうか花嫁衣裳を手伝ってほしいの。それも極ごく秘ひ任務よ」

「はい！　刺繡には自信があります。ドレスに関しても知識はあります。ぜひ、私の技術を役立てさせてください。衣装係への配属、しかとお受け致します」

　どうしても足りない衣装係へ、刺繡が得意な者を配属したのだが、侍女から係への降格とみなされ、皆異議を申し立ててきた。

「今後は係や女官、侍女業務も経験した者が、係の長や、女官長と侍女頭になるのです。つまり、あなたはその階段を上っている最中なのよ」

　そう言われれば、心躍おどらない者はいないだろう。そして、今回女官長や侍女頭に選ばれた者が、今のフェリアの発言に沿って選ばれていることにも気づく。係の地位の低さを、フェリアは押し上げているのだ。

　新体制では、女官も侍女も係もその他の職種も、同列に記してある。

「頑張ってね」

「はい！　私、必ずやフェリア様のご期待に沿える働きを致しますわ！」

　意い気き揚よう々ようと下がっていく姿を、フェリアはニコニコしながら見送った。

「いやあ、なかなかの人たらしですな」

　フェリアの背後からペレが声をかける。

「あら、そう？」

「あの者は技術が素晴らしくとも、同等の働きを他の者にも強要するので、問題になっておりました」

「他の仕事に就かせることで、できない者の気持ちを推おし量はかれるようになるはずよ。衣装係は刺繡だけではやっていけないもの。彼かの女じよはもっと飛ひ躍やくできると思うの」

　こんなふうに、面談がスムーズにいくのは極わずかである。ほとんどの者が、不満を述べ怒いかりを露わにし、最終承認したフェリアを睨にらみ、辞職を口にする。

　必要だからと、引き留められると思い上がっているため、ペレが辞表を書くように促すと顔を真っ赤にして『辞めてやるわよ！　後こう悔かいしても知らないからね』などと捨すて台詞ぜりふを吐はいて出て行くことが多い。

　それ以前に申請時で怒り、王城を去る者もいる。

「しかしまあ、『見習い』とした者はほとんど辞めましたな」

　予想はしていたことだが、辞める時の荒あら々あらしさやふてぶてしさに、フェリアのみならず長老らも閉口していた。

「仕方ないわ。威い張ばっていたいだけの者はいらないもの。マクロン様が過密なスケジュールをこなしているこの王城で、そんなことしかできない者を置いてはおけないわ」

　それがフェリアの出した答えだ。

　しかし、今までのフェリアなら、問答無用で切り捨てていただろう。

　ミミリーやサブリナ、前女官長にしたように、大立ち回りをして退けた方が楽である。全員の前で高らかに結果を明かし、項垂うなだれさせる方が簡単なのだ。

　しかし、こうして試験を行い異議申し立てまで許可しているのは、王妃としての度量を育てていくことでもある。

　先の者のように、見込みある人材がいるのだ。その芽さえも摘んでしまっては、王城は成り立たないどころか、フェリア自身の人を見る目が育たない。人の心を動かす言動を学んでいけない。

「さて、あと数人ですぞ。頑張りましょう」

　面談も残すところ数人となった。

　明日の予備日は何とかゆとりが持てそうだ。そうは言っても、新体制の初日である。きっと、ドタバタするのだろうとフェリアはフフッと笑んだ。穏やかな日々より、そんな日々の方がフェリアは好きなのだから。
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　フェリアは早朝、いつものように朝陽に祈いのる。きっと中庭でもマクロンが祈っているはずだ。試験終了から、元の31番邸に戻って一週間が経たとうとしている。少し寂しいのは仕方ないことだろう。




「ほ、本日より配属となりました、エマでございます！」

　緊きん張ちよう気味のエマに、皆の頰が緩む。フェリアの専属侍女の中で二は十た歳ちと一番年ねん齢れいが低いのがエマだ。

　しかし、王城勤務は家が没落した十三歳さいからと長く、実力もある。

「そんなに肩かた肘ひじ張っていちゃあ、後で疲つかれるよ」

　ケイトがエマの背をパーンッと叩いた。

　ケイト、イザベラ、エマ、他にベテランの侍女三名、この六名がフェリアの専属侍女として決定した。これでも少ない人数だ。本来なら、十名程度いてもおかしいものではない。

　だが、今までにない専属女官六名も合わせれば合計十二名となる。

　その女官たちも、侍女たちから少し遅れてやってきた。こちらは、バネッサが先せん陣じんを切っていた。

「さて、宣言しているように、女官や侍女の本来の仕事に戻ってもらうわ。女官は王城に勤め、侍女は私に仕えてもらいます。もう王塔だの王妃塔だのの領分はないと思いなさい。あなた方の言動が、女官や侍女に新しい王城の姿を示すのですから」

　選えりすぐった十二名である。フェリアの発言に、皆が気を引き締め頷いた。

「さあ、今から新体制が始まるわ。思いっきりドタバタした初日にしましょう！」

「フェリア様、ドタバタでなくスムーズな初日の間違いではないですか？」

　ケイトがすぐにそう反応した。

「嫌よ、そんなつまらないのは。ドタバタして課題が浮うき彫ぼりになるのよ。慎重になんてしなくていいわ。皆、望むように行い、意見を言い合い、より良い王城に変えていくのだから。最大級のドタバタが起こった方がいいのよ！」

　このフェリアの発言が、皆の心を熱くさせたのは間違いない。ペレがいたら、また人たらしと言っていただろう。

　こうして始まった新体制での初日は、思ったようにドタバタとしていた。しかし、もうそこに女官と侍女との軋あつ轢れきはない。皆が意気揚々と仕事をしていたのだった。




　翌日、『芋煮レストラン』視察の日となる。

　フェリアは朝から支度に余念がない。朝食後はすぐに６番邸に向かい、一いつ生しよう懸けん命めい働いているネルを労ねぎらった。

「フェリア様、クコの育ちを確認してください」

　一カ月半前に蒔まいたクコの種は、すでに花の蕾つぼみがふくらむまで成長している。通常は二カ月かかる過程だ。やはり、王城の土ど壌じようのおかげだろう。

「ネル、葉の収しゆう穫かく時期は花が果肉になる少し前、葉脈が濃こい緑に変化する時よ。そこで収穫しないと、効果的な薬草にならないの。実の収穫もタイミングが重要ね。実が熟すとすっごく臭くさいのよ。そこまでいってから収穫すると遅おそいわ。臭におい出す少し前が一番良いの。毎日、毎刻、常にかしら……実に鼻を近づけて確認すること。わかった？」

「はい！　承知しました。ガロン様からもそのように指示されております」

　そう言って、ネルがポケットから出してきたのは、ガロンの手紙である。

「ガロン兄さんと、手紙のやり取りをしているの？」

「はい、師し匠しようにはいつも質問しております」

　フェリアは呆あきれた。ここにも薬草馬ば鹿かが生まれそうな勢いだ。それもガロンのせいだろう。だが、それも面おも白しろい。

「今度、カロディアにでも見学に行く？」

「喜んで!!」

　そんな会話をしていると、やっとレストランに搬はん入にゆうするタロ芋の準備ができたようだ。エマが知らせてきた。

「では、ネル、６番邸をよろしくね。行ってくるわ」

「はい、いってらっしゃいませ！」

　おどおどしたネルはもういない。フェリアは大きく手を振って、６番邸を出て行った。

　今日の視察には、ケイトとエマが控えている。周辺警護の騎士は十名。先回り警護が十名。そして、いつもの担当騎士の三人もいる。

　フェリアの担当騎士三人は、新体制下においてお側そば騎士と命名された。王妃の近衛的役割になる。

　加えて、タロ芋の運うん搬ぱんには工人があてられ、大所帯である。

「フェリア様、今回は民たみとのふれあいはできるだけご遠えん慮りよください。初の視察に、初の警護になりますから」

　ゾッドの言うことももっともで、フェリアは了承した。

「それから、王様からこちらを預かっております」

　ゾッドからフェリアに、マクロンの文が渡された。

『次の三十一日は、お忍びで芋煮レストランに行こう』

　フェリアはクスリと笑った。

「ゾッド、帰ったら一筆したためるからよろしくね」

「はい、かしこまりました。帰城の報告時にお渡し致します」

　フェリアは、文をポシェットにしまう。視察時の服装は、ドレスでなく清せい楚そなワンピースにポシェットだ。

　ナタリーたちが作ってくれたオーダーメイドである。フェリアの体にピッタリと合っていた。

　自身で作ると、どうしても動きやすさを重視してしまう。ナタリーたちがデザインした、少し丈たけの長い美しいラインのワンピースに、フェリアの気持ちは上じよう昇しようした。

　それでも、ドレスとは違い町に溶とけ込む目立たない服装でもある。

　警護の騎士も侍女も、フェリアと同様に町に溶け込む出いで立たちをしている。もちろん、警護騎士はタロ芋搬入の警護に見せる様相なので、軽装備の騎士姿である。

「出発！」

　ゾッドの号令で一行は王都へと向かった。

　フェリアにとって、三度目の王都である。

「ねえ、ケイト、帰りにクルクルスティックパンを買いたいのだけど、寄れるかしら？」

「はいはい、私が買ってきますよ。他に欲しい物はありますか？」

　ケイトが、ゾッドに目配せしながら答えている。フェリアの要望は通ったのか、ゾッドからの口出しはなかった。フェリアが買いに行かず、ケイトが行くのなら良いのだろう。

「そうね……麻あさ布ぬのってどこかで売っているかしら？」

「何にお使いに？」

「今、クコという薬草を６番邸で育てているのだけど、あと一カ月程度で収穫なのよ。丸薬を作る時に必要なの」

「ならば、後ほど騎士の誰かに行かせますよ」

　ゾッドが口を挿はさんだ。

　王都ではやはり絹が主流で、安価な布類は露天市場の裏街にある。裏街であるため、女性が買いつけに行くことは少ない。そんなこともあり、騎士に行かせると言ったのだ。

　華はなやかな物が前面に並ぶのが、王都の様相なのだろう。他国からの使者の目に映る物が、高価であればあるほど国力を誇ほこれる。それは、どこの国も同じである。

「手間を取らせるけれど、お願いね」

「お任せを」

　そんな会話をしながら、フェリアらは宿場町まで到とう着ちやくした。

　王都の関所が見えてくる。その横の新しい建物が『芋煮レストラン』である。

「すごい賑にぎわいね」

「今じゃ、ダナン名物の芋煮ですからね。ダナン各地から、他国から、そして王都の民もこぞってレストランを利用していますよ」

　ケイトがそう言って、あの者はどこそこの国の服だとか、使者だとか、商人だとか説明した。

　タロ芋搬入は、建物の裏側から行う。タロ芋の荷台と一緒に、フェリアらはレストランへと入る。

「さっさと皮をむいてくれ！　次の大おお鍋なべができるのが遅くなっちまうよ！」

　フェリアは久しぶりに聞く声に思わず飛とび跳はね、声の主へと駆かけ寄よった。

「ローラ姐ねえさん！」

「おおっと、誰さね。おんや、こりゃまた驚おどろいた。お妃様が来なすった」

　ローラはカロディアから芋煮を作るために来ている援えん軍ぐんである。王都の芋煮レストランには、カロディアの者が十名ほど手伝いに来ていた。

　フェリアの周りにカロディアの者が集まってくる。

「くっちゃべってる暇ひまはないね。さあさあ、散った、散った。お妃様も手伝っておくれ」

　ケイトやゾッドが止める間もなく、フェリアはタロ芋の皮むきを開始した。

「ずいぶんと綺麗な手になっちまって、そんなんじゃ魔獣は倒せないさね」

「あーら、ローラ姐さんだって、綺麗なエプロンなんてつけちゃって、いつもの魔獣の皮エプロンはしまっちゃったの？」

「相変わらずの減らず口さね」

「ローラ姐さんだって」

　二人の会話に、カロディアの者が笑い出す。

　フェリアは仕込み場を見回した。王城の洗せん濯たく係から、このレストランに配属となった者に声をかける。

「仕事はどう？　何か困ったことや、要望なんかある？」

「い、いいえ、ございません。王城では腰こしを悪くして、あまりいい働きができなかったので、こちらで椅い子すに座すわりながら皮むきさせてもらいまして、とてもありがたいことです」

　恐きよう縮しゆくした返答だったが、フェリアが望むものだった。

　王城では、無理に働いている者が多かったのだ。女主人がいないせいか、どこに要望を出したらいいかわからず、仕事を変えられなかったそうだ。係の直属上司が誰かもわからない体制だったせいだろう。

「腰が良くなったら、また王城勤務を希望しても良いからね。その時々に応じて、働く場所は選べるようにしたいから」

　フェリアが描く新体制は、あくまで流動的である。

　ケイトのように、出産育児を経てから侍女に戻ることもできるし、声かけした者のように、体調や体力の変化によって働く場を変えていくこともできる。エマのように幼くして王城勤めになった者が、志を持ち女官や侍女になることも可能な、そんな体制を描いている。

「もちろん、試験はあるけれどね」

　フェリアは大きな試験を定期的に行う計画をたてている。ペレたち長老も了承済みだ。

　いつの間にか、横ではケイトとエマが同じようにタロ芋の皮むきをしていた。

　フェリアは、皮むきの手を止めて隣りん室しつを窺った。仕込み場の隣となりが調理室である。６番邸と同じように、火元に十の大鍋が並んでいた。

　動線は悪くないようで、出来上がったら鍋台がある背後の大テーブルに移す。そこから、順にレストランのカウンターへ運ばれ、配はい膳ぜん係がお玉二杯はいを深皿に盛って席に運んでいる。

　フェリアはそれを見ながら、改善すべき点を探していく。見学でなく、視察に来たからには何かを得て帰らねばならない。

「子ども用の深皿が要いるわね」

「あー、そうさ。それを言おうと思ってたさね」

　フェリアはポシェットから紙を取り出し、メモした。他にも気づいたことを記していく。それから、少し移動してレストランの方を眺めた。

「芋煮会と違って、騒がしくないのね」

　カロディアの芋煮会は外で行われ、皆歌えや踊おどれ、飲めや食えの大騒ぎになるのだ。そんなことを思い出し、フェリアはカロディアに想おもいを馳はせた。

「ガロン兄さんは今いま頃ごろ大変かしら」

　まだ、リカッロがカロディアに戻っていないため、ガロンが領主代行をしている。リカッロは９番目の元妃の国で流行してしまったビタス病対策中のため、まだダナンには戻っていない。

「フェリア様、短い時間で申し訳ありませんが、もうお戻りの時間です」

　今回の視察はタロ芋搬入のついでであるため、搬入が終われば帰城する短いものだ。

「わかったわ。少しだったけれど、十分課題に気づけたわ」

　フェリアはカロディアの者に名残なごり惜おしげに手を振って、レストランを後にした。

　宿場町を抜ぬけ、活気溢あふれる露天市場に来ると、フェリアの心は躍った。マクロンとのお忍びデートを思い出し、クルクルスティックパンの露店がないかとキョロキョロする。

「フェリア様、落ち着いてください。私が今買ってきますから」

　ケイトが呆れ顔で、フェリアをたしなめた。

「ええ、お願い。マクロン様の分もよ」

「はいはい、わかっておりますよ」

　ケイトがフェリアから離れる。

　その時、子どもたちがタロ芋を運んだ荷台へと走ってきた。

　子どもに危険性を感じる騎士は居らず、荷台へと集まる子どもに苦笑いするだけだ。きっと、面白い遊び道具に見えているのだろう。

　露天市場らしい活発な子どもたちのいたずら遊びだ。

「ほらほら、降りて。そんなに大勢上がったら危険よ」

　エマが子どもたちを注意している。厳いかつい騎士が注意するより、エマがした方が無難である。ケイトのおつかいを待つ間の微ほほ笑えましいひと時に見えた。

　だが、こうして侍女二人と騎士らがフェリアから目を離した隙に、事が起こる。

　お側騎士の三人も、それを危険だと思わなかった。

「フェリア様？」

　舌足らずな女の子が、荷台から降りてフェリアに近づいた。

　フェリアは、屈かがんで女の子と視線を合わせる。

「あのね、お礼にこれあげる」

　女の子が嬉しそうに、ポケットから顔を出していた一輪の花をフェリアに差し出した。

「ガーベラね」

　フェリアは女の子の差し出した花を受け取った。

　空気の歪みを感じたのは、きっとフェリアだけだったであろう。

　とたん、フェリアの体は大きく崩くずれた。




「フェリア様!!」

　ゾッドは倒れるフェリアの体を抱きとめた。

　意識がなく、体がくにゃりとしている。

「マントを！」

　すっぽりとマントに包んだフェリアを背負いながら、ゾッドは周囲を窺う。

　周辺警護の騎士らがすぐに子どもたちを捌はけさせて、人壁かべになってフェリアと荷台を囲んだ。

　その間に、ケイトが戻ってきた。現状に驚いている。

　エマも何があったのかわからず、呆ぼう然ぜんとしている。

「王城へ戻る！」

「病院に向かった方が……」

　エマの呟きが、皆の視線をゾッドへと向かわせた。

「王様のお傍そば以外に、フェリア様を預ける場はない。それがこの方の立場だ」

　ゾッドは周りの者に聞こえる程度の声で言った。
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　皆が、無言で頷いた。

「どうやら、足を挫くじかれたようだ」

　フェリアの異変を隠すために、ゾッドは声を張り上げた。

「急ぎ、王城に向かうこととする。工人たちはいつも通り、荷車を運んでくれ。では、行くぞ！」

　人壁が、ゾッドの動きと連動する。工人と荷車を残し、駆け出した。

「王様に報告し、医師の手配を」

　周囲に漏れぬ声でゾッドは命じる。

　すぐに、突とつ出しゆつして一人駆けていく。

　ゾッドは全速力で王城に向かいながら、お側騎士を命名された時の王の言葉を思い出していた。

『フェリアはダナンの至宝であり、アキレス腱けんだ。その存在を、我の傍かたわら以外には置くな。例え、髪一本でも』

　息い吹ぶきなき肢し体たいとなっても、それは絶対である。

　なぜなら、息吹を失ったフェリアであっても、ダナンの王マクロンに脅おどしをかける存在になれる。

　そればかりか、フェリアの価値に目をつける国もあろう。

　もちろん、マクロンはフェリアを奪うばわれてもそれに屈くつすることなく、ダナンを第一に考え、フェリアを切り捨てる覚悟をしている。それは、フェリアも妃教育時から覚悟していることだ。

　だからこそ、どんな状況下でもフェリアは王マクロンの元に返さねばならない。非常時だからこそ、フェリアの体より、フェリアという存在を王の傍らへと戻すのがお側騎士の役割である。

　それがままならない時は……お側騎士もマクロン同様、フェリアを切り捨てねばならない。何者にも奪われぬように。その身もろとも跡あと形かたもなく消えねばならないのだ。ダナンのために。

　ゾッドは背負った存在に胸を痛めながら、王城のみを目指す。

　一行は王城へと駆け抜けていった。

　残された工人が荷車を押し始める。

　先ほどの異変に気づく者はいない。

　なぜなら、露天市場での子どものお遊びは、日常の風景の一部だったから。加えて、芋煮レストラン開業で、王城からのタロ芋搬入も日常になっているからだ。

　周辺には、タロ芋の搬入が終わり、騎士が先に帰城した体にしか見えていなかっただろう。それだけ、ゾッドの対応が早かったのだ。医師うんぬんと構えていたら、きっと異変は伝わっただろう。




　そんな中で、異変に気づいている者は襲しゆう撃げき者しやだけ……。

　一行が去った場には、踏ふみつけられた花だけが残されている。

　白い手が、それを拾い上げた。

　そして、露天市場の喧けん騒そうの中に消えていった。
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　マクロンは報告を聞き、すぐに王城の門扉へと駆けていく。

　ビンズが後に続く。

　ペレがその間に、王医へと知らせに走った。

　中庭に出ると同時に、フェリアを背負ったゾッドがマクロンの視界に入った。

「ゾッド、代わる」

　意識なくぐったりするフェリアを、マクロンは抱きかかえる。その足はそのまま王塔へと入っていく。

「何が、あった？」

　マクロンの声は冷静だ。怒りを押し込めているからこその冷たさなのだ。

「露天市場で、子どもらに荷台を占せん領りようされている間に、倒れられました」

　誰もが疑問に思ったであろう。どうやってその状況で襲おそわれたのかと。

「ケイト、フェリアの体に傷がないか調べてくれ。吹ふき矢やの可能性がある」

　マクロンはフェリアを寝室のベッドに寝ねかせる。

　王医がすぐにやってきて脈をとる。

「脈はあります。……少し弱いですが」

　王医が、脈の他に何らかの目に見える怪け我がはないかと全身に視線を動かすが見当たらない。頭に触れ、耳の後ろにも触れて、熱を確認する。

「熱もありませんな」

「ケイト、衣服を脱がし確認を」

　マクロンは、自身と王医以外の者を外に出した。そして、背を向けケイトに委ねる。

　ケイトが、フェリアの衣服を整えながら隈くまなく体を見るが、小さな傷一つなかった。

「どこにも傷はありません」

「どういうことだ？」

　マクロンの問いに、王医は首を傾げるばかりだ。

「意識がない原因がわかりません。安静にして、状況を診みて対処していく他ないでしょう。今は、意識が戻られるのを待つしかありません」

「意識は戻るのか？」

「数日経っても戻らなければ、強めの気つけ薬を用意します。王様が飲ませてください」

「ああ、わかった。薬の用意をしておいてくれ」

　王医が退室すると、マクロンはフェリアの額に唇を落とした。

「ケイト、後を頼んだ」

「……かしこまりました」

　ケイトの返答までの間が、なぜマクロン自身が付き添わないのかと責めているように思えた。

　マクロンとて、ずっとフェリアの傍にいたい。だが、マクロンがすべきはここにいることでなく、原因を探さぐることだ。それが、きっとフェリアのためになる。

「原因を探る」

　マクロンはそれだけ言うと、部屋の外へ出た。

　廊下では、ゾッド以下警護騎士が膝ひざをついてマクロンを待っていた。

「この首を捧ささげます」

「要らぬ」

「ですが！　責任を取らせてください」

「その首はフェリアのものだ。我に差し出すな。意識が戻った時、その首がなければ我がフェリアに責められるからな」

　ついてこいと言って騎士らを動かした。

「控室を使う」

　マクロンは、お側騎士の三名以外の騎士を控室へ入れた。もちろん、エマもいる。

「できるだけ、何があったか思い出せ。おかしな人物などもだ。皆でその場を思い出し、まとめろ」

　そう命じて、マクロンはエマに紙を渡した。

「詳しよう細さいに書き留めよ」

　そして、ペレとビンズ、ゾッドらお側騎士三名と共に、寝室の二つ隣の私室へと入った。よく、三人のペレやビンズと秘密の会合をする部屋だ。

　マクロンは、ゾッドに視線を移す。

「何があったか、順に説明しろ」




　……

「意識を失う以前に何の変調もなかったのだな？」

　マクロンはできるだけ平静に、そして詳細に皆の目にしたことを訊いていく。

　芋煮レストランから露天市場まで、フェリアが気を失うような体調の変化はなかった。

　露天市場で、ケイトが離れ、騎士らが子どもたちに注意を削そがれ、エマが子どもらをたしなめた。

　その情景をマクロンは思い浮かべる。何者かがフェリアを狙っていたはずだ。

「侍女が一人いなくなり、子どもらへと注意が注がれている間を狙った犯行か……子どもたちを先導してそうさせたか？」

　そのマクロンの発言に、ペレがすぐに反応した。

「子どもたちに訊いてみましょう。私は下がりますが、また別の私が来ます」

　マクロンは頷いた。

　こういう時、三人のペレは心強い存在だ。

「ペレ様、お待ちを」

「露天市場の子どもなら、私の方に面識があるかもしれません」

　ビンズが、そう言って退室寸前のペレを呼び止めた。

「お二人ともお待ちください。まだ、終わっていません」

　ゾッドがお側騎士の二人と頷きながら発言した。

「すまない。気が急せいたようだ」

　ペレが扉の前で待機した。

　ビンズも一呼吸し、気を静める。

　皆が、この状況に焦る中、マクロンは冷静にゾッドを促す。

「続けよ」

「女の子から花を受け取ったフェリア様は、崩れるように倒れました」

「屈んだ瞬間に、何らかの狙そ撃げきを受けたのか……誰にも見られずにか？」

　マクロンは、思考を声に出していく。そうすれば、皆が何かを思い出す手がかりになるかもしれないのだ。どんな些さ細さいな異変も見み逃のがしたくはない。

「フェリアの近くに怪あやしい人物は居なかったか？」

　マクロンの問いに、皆が首を振る。

「どう考えても周辺は強固に警護しておりました。注意を他に移した瞬間を狙われたと考えられます。私も遠くからの狙撃、吹き矢だと思っていましたので、追つい撃げき阻そ止しのためにマントを羽織らせました」

　ゾッドの判断に間違いはない、マクロンは頷く。

「露天市場に似つかわしくない者は居なかったか？」

「ザッと見回しましたが、人通りが多く確認できませんでした」

「そんな中で、吹き矢はできないだろうに」

　マクロンとゾッドの会話は続く。

「建物からの可能性も考えましたが、襲撃された場所は露天市場の中央で、二階建ての建物はずいぶん離れていました」

「ならば、吹き矢では届くまい。元より吹き矢の痕あとはない。人混みに隠れての犯行。それも誰も見ていない。……どんな襲撃方法かもわからない。何もかも、わからないだらけだ」

　マクロンは強く拳を握にぎった。

「すぐに医師に診せた方が良かったかもしれませんが……王城に」

　ゾッドの声が止まる。すぐに医師に診せていたら、何らかの好転があったのではないかと、内心胸を痛めていたのだろう。

「すみません。王城に向かう際も追ってくる不ふ審しん者しやは居りませんでした」

　絞しぼり出だすようなゾッドの吐と露ろに、マクロンがあえて口にする。

「もし、王城以外に運ばれていたら、どうなっていたと思う？」

　マクロンは皆にそう問うた。それがこの襲撃の答えだろうと、マクロンは唇を嚙かみ締しめる。

　王城以外での一時避ひ難なん。先回り警護がいない場。知らぬ場故ゆえ、浮き足立たざるを得ない警護。連れん携けいできない状況。たどり着つく答えに、部屋が緊張に包まれた。

「ゴタゴタの中、攫さらわれるか……最悪命を奪われたかもしれませんな。王城以外なら、いとも容易でしょう」

　ペレが代表して口にした。

　それ以外に、襲撃の理由などないのだ。

　どちらの答えにしろ、強固な警備の中では成功することのないものだ。

　だから、何らかの方法でフェリアの意識を失わせ、攫える場所もしくは命を奪える場に移動させたかったのだろう。

「ゾッド、よくやった」

　マクロンは、ゾッドの肩をポンポンと叩いて労った。

「まずは、子どもらへの聞き取りと、王都関所の出入りを調べねばな。必ず、何らかの手がかりがあるはずだ」

　マクロンは扉の前のペレとビンズを見やる。

「それは、私が」

　ビンズが一歩前に出た。

「では、私は……リカッロ殿どのとガロン殿に知らせを出しましょう。呼び寄せた方がよろしいでしょうか？」

　ペレがマクロンに問うた。

「リカッロは今すぐ呼び戻せん。ビタス病を放置できないからな。ガロンにひとまず知らせを……いや、待てよ。ガロンなら、フェリアの状態を診られるかもしれん。すぐに呼び寄せよ！」

　リカッロは他国でビタス病対策中だ。国家間の口約束を放り投げてはダナンの信用に関わる。いくら、妹の危機だとてリカッロもビタス病を放っておきはしないだろう。

　統すべる者の立場は、時として残ざん酷こくな選せん択たくをせねばならないことを、領主であるリカッロが理解しないわけがないのだ。

「そうですな！　ガロン殿なら、何らかの手がかりや、方法を見つけるかもしれません」

　ここにきて、部屋の雰ふん囲い気きが少し上向いた。

「では、早さつ速そく」

　ペレがそう言い、ビンズと共に退室する。

　それを見送って、マクロンはゾッドらお側騎士に顔を向ける。

「お前たちは、皆と合流し再度摺すり合あわせをしろ。新たな証言や、意見、小さなことでもいい、何か気づいたことがあれば報告せよ」

　マクロンは、項垂れるゾッドらの背を叩いた。

「落ち込むのは、犯人を捕まえてから十分に時間を与あたえてやる」

「はっ！」

　三人を控室に促し、マクロンは寝室へと向かった。




　寝室では、ケイトがフェリアの枕まくら元もとにつき世話をしている。

　結ばれていた髪は解かれ、サイドテーブルにリボンが置かれていた。

「ケイト、少し二人だけにしてくれ」

　ケイトが沈痛な面おも持もちで部屋を後にした。

　マクロンは、フェリアの解かれた髪を撫なでる。

「フェリア」

　名を呼ばずにはいられない。

　平静を保っていたマクロンの表情が崩れていく。フェリアの手を包み、額をつけた。

　誰にも見られずとも、マクロンはその崩れた顔を無意識に隠してしまう。

「フェリア」

　続く言葉は自身の内に、表情同様に隠す。

『ずっと、これから先も、共に歩む未来を信じている』
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　マクロンの朝の日課に、フェリアの様子を窺うかがうことが追加された。

　フェリアが意識を失ってから、二日が経たとうとしていた。状じよう況きようは何一つ変わっていない。王医には、強力な気つけ薬をすでに用意してもらっている。

　だが、副作用として、体への負担が大きいと説明されていた。特に、心臓への負担で今後の生活に支障をきたす可能性や、寿じゆ命みようが縮むこともありうると聞いている。

「フェリア」

　マクロンの手はフェリアの頰ほおを滑すべる。

　不安は日増しに強くなる。

　王として両足を踏ふんばり立っているが、マクロン個人としては、片時も離はなれず、フェリアを抱だき締しめていたいと思っている。そうして、自身の温ぬくもりや命のかけらがフェリアに宿るなら、惜おしみなく捧ささげたい。いや、自身の命の代わりに、フェリアが元に戻もどるならすぐにでも捧げるだろう。

　しかし、そんなことは現実には起きず、あるのは王としての責務だ。互たがいに誓ちかったその責務を放置して、フェリアの傍そばから離れずにいれば、きっとフェリアを悲しませるだろう。

　マクロンとフェリアが立っているのは、身を引ひき裂さかれぬよう恋こいしく想おもい捧げる場でなく、身を裂いてでも立つことを余よ儀ぎなくされる場だ。その自覚もある。それを放ほう棄きせぬ自信も。

　だが、マクロンは一時、この朝の一時はフェリアの傍を離れぬと決めていた。

　眠るフェリアをソッと抱き寄せる。ダランと力の抜ぬけた腕うでさえ、全てを抱き寄せ自身の温もりをフェリアに与あたえた。『この温もりの一部でもフェリアに届いてくれ』そんな想いをのせた。

「……王様、そろそろお時間です」

　ビンズが告げる。

　マクロンは再度フェリアの体を抱き締めた。

「いってくる」

　そして、頰に唇くちびるを落とし、そのままゆっくりフェリアの体を寝しん具ぐに沈しずめる。優やさしく腕を抜き、最後にまた頰に手を滑らせた。

「今度は、私が薬草茶でも淹いれようか」

　そんな一言を残して、マクロンは詰つまった日程をこなしに向かったのだった。




　謁えつ見けん希望の内容は、ビタス病だけではない。

「我わが国くにに年とし頃ごろの姫ひめがおります。ダナンとの縁えんを結びたく、我が国王の親書をお届けに参りました」

「ほぉ、縁をか？」

「はい。王弟様の王おう籍せき復活のお祝いにと我が国王は申しておりまして」

　エミリオの縁えん談だんの攻こう勢せいも始まっていた。

「そなたの国同様に、エミリオへの縁談は多数の国から申し出がある」

　使者の眉まゆが少し動いた。だが、温和な表情は崩くずさない。

「輿こし入いれの目録もすでに準備できております」

「決まってもいぬのにか？」

「こちらは、何番目でも良よいと考えております」

　この物言いには、マクロンの心がカッと熱くなった。31番目の妃きさきフェリアに決定したことを取り上げての発言だからである。その意味がわからないマクロンではない。

　エミリオでなく、マクロンの妃でも良いとの言い回しだ。31番目以下でも良いとも判断できるが、この場合、一国の姫ならば、31番目より上に置けるとの言い様でもある。

　マクロンでもエミリオでもいい、縁続きを申し出る。そういうことだろう。だが、何番目かは考こう慮りよしてほしい。『何番目でも良い』が、言葉通りでないことは重々承知だ。

　さらに、それに言げん及きゆうした時の逃にげ口実でもある。『31番目より下で良いとの意味でした』と言いい逃のがれできるのだ。

　ずる賢がしこいのは、その何番目でも良いがエミリオにもかかっている。マクロンがエミリオの縁談が多数きていると言った後の発言でもある。つまり、エミリオの妃の何番目でも良いとの意味にもとれるのだ。

　妃選びの時に姫を出さなかったのに、後出しが通るはずもない。使者はそれもわかっていて発言している。

　そこに外交の手しゆ腕わんが見て取れる。平素なら、冷れい笑しようを浮うかべながらもその腕前に内心賛辞を送っていたかもしれない。

　しかし、現在のマクロンには使者の言葉は槍やりで心臓を一ひと突つきされたように痛い。そして、憎にくく悔くやしい。頭に血が上のぼりそうになる怒いかりを抑おさえ込こむため、マクロンは手の平を見つめた。そして、フェリアの頰の温もりを思い出すように、静かに目を閉じた。

『私が製作した花はな嫁よめ衣い裳しようごと私を抱き締めてください』

　思い浮かんだのは、フェリアの文である。

　マクロンは、目を開けて使者を見つめた。

「困ったことに我の腕は一人しか抱き上げられん。何人も抱き上げる強き腕ではなくてな。もちろん、我よりエミリオの腕の方が弱い。さて、どうしたものか」

　使者が予想しなかった返答に慌あわてている。

　国王が一人だけを望むなら、エミリオもまた一人だけの伴はん侶りよになる。なぜなら、王より多くを手にしないからだと、マクロンは返答したのだ。

　使者に、姫は必要ないと宣言したようなものだ。

　マクロンは元より、エミリオにも一番を望んでいないなら必要ないとも。なぜなら、王が一人だけしかいらないと言い、それ以上をエミリオに与えるつもりもないと。

「はい！　もちろん、我が姫様も一番を望んでおります」

「何番でも良いと言った口にしては、軽いものだな。言っておこう、ダナンは一番しか望まぬ。何番でも良い妃など、要いらぬわ」

　マクロンはそう言って続ける。

「まあ、31人も集めておいてどの口が言うかとも思うがな」

　ニヤリと笑った後、マクロンは声を出せぬ使者に最後の一言を告げる。

「まあ、我は一番欲ほつする妃を選んだがな」

　そうして、使者が落らく胆たんし退室する。




　その退室時に、艶あでやかなドレスが飛び込んできた。

「王様！　アリーシャですわ」

　マクロンは、日程表をすぐ目にし、アリーシャの謁見予定がないことを確かく認にんした。

「何用で、謁見を強行した？」

「フェリアお姉様をお伺うかがいしたところ、門もん前ぜん払ばらいをされたのです。せっかく試験も終わりお目にかかれると思っておりましたのに。何かあったのですか？」

　マクロンは眉をひそめる。強行謁見の理由にしては幼よう稚ちだ。

「そのような理由で、ここにズカズカ入ってきたのか？　一国の姫たる自覚を疑うぞ」

　マクロンはため息をつき、アリーシャに険しい顔を見せる。

「自覚しておりますわ。視察のレポートが完成しましたので、フェリアお姉様に目を通していただかなくてはなりませんもの。医術国アルファルドの者として、フェリアお姉様のお墨すみ付つきが何より必要です」

　マクロンは厄やつ介かいだなと内心舌打ちした。アリーシャ対策を考えていなかったからだ。

「フェリアには一週間程度の休養を言いい渡わたしている。このところ、試験で根を詰めていたからな。それに視察で、少し足も挫くじいたのだ。息抜きさせるため後宮は閉へい鎖さ中だ。休養の邪じや魔まはするな」

　体面上、フェリアが王の寝しん室しつにいることは伏ふせてある。後宮はもぬけの殻からであるが、フェリアが居住している体を取っていた。

「まあ！　そうでしたか。お目にかかれるのは一週間後……になりますね？」

　マクロンは、アリーシャの問いにどう答えたらいいかと悩なやむ。

「失礼致いたします」

　その時、ペレが次の間から現れた。

「王様、アリーシャ様、フェリア様の日程はすでに管理されておりますので、訪問には申しん請せいが必要になります。申請後、『日程管理』の役人からご返答がありましょう」

　ペレの援えん護ごに、マクロンは頷うなずいた。

「そういうことになる、アリーシャ。フェリアに会いたいなら、今後は手順を踏め。もちろん、この場も本来はないものだ。今後は、我にもフェリアにも気軽に会えることはない」

「そう、ですか。……申し訳ありませんでした。幼い頃ころのようにはしゃいで王城に来てしまいました。私、どうもこうと思うと突つっ走ぱしるようです。では、失礼致します」




　アリーシャが退室すると、マクロンはペレに視線を移した。

「どう思う？」

「何とも言いようがありませんな」

　アリーシャとて、疑いの対象だ。

「少しでも情報が集まれば良いが」

　マクロンは、窓から王都を眺ながめる。

　ビンズや別のペレが今、探さぐっているだろう。だが、一日やそこらで何か摑つかめるとは思っていない。

　マクロンは、ゆっくり息を吐はき出だしながら中庭に目を向けた。

　緩ゆるい風が木々や花を優しく揺ゆらしている。

　あの庭でフェリアを抱き締めた時の温もりを思い出す。

「……見み舞まいに、またガーベラでも持っていこうか」

　マクロンは、自身の言葉に何か引っかかりを覚えた。

「ガー、ベラ？」

　拙つたなく声が溢こぼれる。

「フェリア様のお好きな花ですな」

「待て、花だ。フェリアは花を貰もらって倒たおれたのだな。その花はどうした？」

　ペレがハッとしてマクロンを見る。

「ゾッドに確認してきます。王様は、日程をこなしてください」

　ペレが素す早ばやく退室する。マクロンはその背を見送ることしかできない。

　マクロンに今できることは、公務を行うことだけだった。
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「アーッハッハ」

　キャサリンは思い出して笑っている。

「あの顔！」

　何があったかわからず、呆ぼう然ぜんとして立ちすくんだエマの顔を思い出して、キャサリンは満面に笑えみを浮かべていた。

「まんまと子どもにかまけて、主あるじを見てないのだもの。こーんなに上う手まくいくなんて最高！」

　キャサリンは、クルリと楽しそうに一回転した。

「子どもなんてあめ玉でも持たせれば、言うことを聞く良い駒こまね」

　気分の良さが口を滑なめらかに動かす。

「こんなもので、一いつ瞬しゆんで倒れちゃうなんて……フッフッフッフッ」

　キャサリンは一いち輪りん挿ざしを見る。だが、その目が見ているものは違ちがうようだ。

「目覚めぬ妃の専属なんて、いい気味だわ、エマ！」

「失礼。ご機き嫌げんだね、キャサリン嬢じよう」

　その声に、キャサリンは慌てて膝ひざを折った。

「何かご用でしょうか？」

「いいや、用はない。つまり、『用済み』だと伝えに来たのだよ」

「え？」

　顔を上げたキャサリンは、フェリアと同じように一瞬にして倒れた。

　見下ろす男の目は蔑さげすんでいる。

「どう処分致しましょうか？」

　廊ろう下かで控ひかえていた男の配下が部屋に入ってくる。

「まだ、使えるかもしれん。倉庫にでも放っておけ」

　キャサリンが回収されていった。

「こんなもので、一瞬で倒れるとは……それに関しては同意見だ。王剣けんより強い花とはな」

　恥はじをかかされたことを思い出し、男はギリリと歯は嚙がみした。

「旦だん那な様、あの方が花の回収にいらっしゃいました」

「ああ、今行く。ちょうど良いタイミングだったな」

　男は一輪挿しを見て笑う。そして、客間へと歩いていった。




「いやあ、本当に助かりました」

　男は挨あい拶さつもせず、花を差し出した。

　上品な手がそれを受け取る。

「役に立てて良かったです」

　紳しん士しがニコリと笑った。

　男は、気を良くし花を値ね踏ぶみする。

「それは、便利な一品ですな。分けていただくことは……」

「貴方あなたの命と引ひき換かえになりますよ」

　瞬しゆん時じに答えた紳士の冷れい酷こくな笑みに、男の顔は一瞬で青あお褪ざめる。

「い、いえ、ほんの冗じよう談だんです。ハ、ハハ」

「貴方の口は軽そうですね」

　紳士の持つ花が近づいてきて、男が後あと退ずさった。

「ヒッ、お許しを」

「冗談です」

　発言とは真逆な無表情な顔に、先ほどの笑み以上の恐きよう怖ふを感じ、男は縮み上がった。

「起きていたいなら、口を噤つぐむことですね」

「は、はい、それはもう必ず。ところで、本当にあの田舎いなか者ものはもう目覚めぬのですか？」

「ダナンでは目覚めぬでしょう」

　紳士の上品な手が踏みつけられた花を撫なでる。

「さて、本命を眠ねむらせましょう」
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　王都の水面下にきな臭くさい動きがある中、カロディア領に早馬が到とう着ちやくする。

　領主代行中のガロンに『急ぎ』と判を押おされた王城からの文が届いた。

「何だぁ」

　ガロンは眠たそうなまぶたを何とか持ち上げた。夜の薬草守りで徹てつ夜やして、帰ってきて早々の文だ。

「フェリアがしでかしたか？」

　ガロンはのんびり文を開いた。

『フェリア意識不明。すぐに来られたし』

　ガロンは一気に覚かく醒せいし、一刻も経たずしてカロディアを出発したのだった。




　ガロンは、二日で王都目前の村に到着する。王都に行くには半日もかからない村だ。

　この村には、カロディアと取引のある薬師がいる。

　ガロンは、いつものように薬師を訪ねた。

「いるかぁ？」

「ああ、一人じゃないがな」

　家に入ったガロンは、久しぶりの顔にホッと息を吐いた。

「そろそろ、お着きになると思い待っていましたぞ」

　ペレが頭を下げる。

「俺おれは、ちょっくら散歩してくるな」

　戸口に向かいながら言う薬師に、ガロンは手を上げて応える。

　ペレが薬師に軽く一礼した。

　薬師が出て行ったのを見届けて、ガロンは懐ふところから文を出す。

「これ、どういうこったぁ？」

「フェリア様は、芋いも煮にレストラン視察の帰りにお倒れになり、そのまま意識が戻りません。体のどこにも傷はなく、どのような理由で意識不明が続いているのかわからないのです」

　ペレがかいつまんで説明した。

「ちょっと、よくわからないなぁ。つまり、いきなり倒れて意識不明？　何か不調だったとか……襲おそわれてとか？」

「フェリア様に体調不良はありませんでした。警護の騎き士したちは、吹ふき矢やの狙そ撃げきを念頭に王城に帰城しましたが、体のどこにも傷はなく、皆みな首を捻ひねるばかりなのです。王医も強い気つけ薬を用意する以外に何の対処もできておりません」

　ガロンは体を揺らしながら考え込む。

「それから、フェリア様が倒れる直前、ガーベラを子どもから貰ったのです」

「ガーベラ……かぁ」

「残念なことに、帰城時にそれを回収しておりません」

　ガロンは部屋を歩き出した。考える時の癖くせなのだ。

「ガロン殿どの、お疲つかれだと思いますが、すぐに王城に行きフェリア様を診みていただけませんかな。王城には、当日の出来事を詳しよう細さいに記した書類がありますので、何かヒントになるかもしれません」

　ガロンは歩みを止めた。薬師が集めた薬草書の本ほん棚だなの前だ。その中から、薬華図ず鑑かんを手に取る。

「棘とげ、毒、かぶれ、花粉……匂におい、安あん眠みん……安眠？」

　呟つぶやく内容は図鑑の分類だ。

「ガロン殿？」

「あ、ああ。王城に行ってフェリアを診よう。もしかしたら、今いま頃ごろケロリと起きているかもなぁ」

　ガロンは、図鑑を元に戻した。何か、引っかかったが王城でフェリアを診てからだと気持ちを切きり替かえた。
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　その頃、王城ではマクロンがアルファルドの使者と会っていた。

　日程に組み込まれた謁見である。謁見目的は、帰国の挨拶と記されていた。

　使者の帰国なら、挨拶を受けて終わりなのだが、今回は違うようだ。

「アリーシャも帰国するのか？」

「はい。すでにレポートが出来上がっておりますので、帰国しアルファルドに普ふ及きゆうさせなければなりません。お恥ずかしながら、医術国としての面めん目ぼくを保たねばなりませんから。今回の視察及および様々なご協力感謝致します」

　使者が顔を上げる。

「つきましては、姫様のために親しん睦ぼくの宴うたげを賜たまわりたく存じます」

　一国の姫の帰国に、会を開かねば失礼になる。ダナンでは迎むかえる時でなく、帰る時に会を開くのが慣例だ。

　妃選びでも集まった時でなく、終しゆう了りよう時に夜会を開いたように。

　マクロンは、日程管理の役人に視線を向けた。

「早くて五日後になります」

　マクロンは、使者に顔を向ける。

「それで良いか？」

「はい。よろしくお願い致します。姫様は、こちらの次期王おう妃ひ様とも大分親しくおなりになったと伺っております」

「……ああ、そうだな」

　フェリアの夜会参加がこれで決定になったのだ。マクロンは内心舌打ちした。まだ、正式な妃でないことを理由に参加できないとする前に、使者に親交を告げられてしまったからだ。立場でなく親交者として参加を余儀なくされた。

「では、五日後に」

　使者が退室してマクロンは、ため息をついた。

　フェリアの意識はまだ戻っていない。このままで三、四日戻らねば強い気つけ薬を使わねばならない。体への負担を考えると、ギリギリまで使用したくはない。

「王様、先ほどの使者で午前中の予定は終わりです」

　日程管理の役人が下がるのと入れ替わりに、ビンズが入ってきた。

「王都の調査が終わりました」

「何かわかったか？」

　マクロンははやる気持ちを抑えられなかった。

　状況はまずい方向に向かっている。夜会開かい催さいという期日ができてしまったからだ。

「有力な情報を得ました。詳くわしくは執しつ務む室で」

　好転とも言える発言であるにもかかわらず、ビンズの表情が険しい。

　マクロンは張はり詰つめた気持ちのまま、執務室へと移動した。

　執務室は寝室の隣となりにある。また、その隣の部屋が私室であり、密談に使われる。三部屋は中で繫つながっており、寝室の反対隣が湯ゆ殿どの、その隣が衣い装しよう部屋になる。

「報告を」

　マクロンはビンズを促うながした。

「まず、子どもたちですが『きれいな女の人』に荷台で遊んでおいでと言われ、あめ玉を貰ったそうです。どうやら、花屋が露ろ店てんを開くため子どもたちが邪魔だったようで、体ていよく追おい払はらったと思われました」

「思われました？」

　マクロンは、ビンズの妙みような言葉を問い返す。

「荷台遊びから戻った子どもたちは、元の場に向かいました。また、あめ玉を貰えると期待したのでしょう。ですが、開店準備をしていた花屋が店をたたみ始めていたのです」

「露店に馴な染じみながら、子どもらを上手く先導したと考えられるな。警護の騎士からすれば、怪あやしく思われない工作だ。それと……花屋か」

「はい。気になる花ですが、子どもらの中に花を貰った女の子がおりました。ここでもまた『きれいな女の人』が荷台で遊ぶお礼に花をあげたらいいと、渡したそうです。その際、芋煮のフェリア様がいるでしょ？　と言われ、女の子は言われた通りにフェリア様に花をあげたと」

「なるほど『きれいな女の人』か。子どもの言うそれは容姿でなく出いで立たちか？」

「はい。最初は花屋のきれいなお姉さんと思っていましたが、よくよく子どもたちに聞いてみると、きれいの意味合いが違っておりました。ドレスがきれいだとのこと。つまり……」

「貴族令れい嬢じようということだな」

　ここまでで、疑いようがなくフェリアの意識不明が『花』によってもたらされたと確信できた。それはビンズも同じだ。しかし、その『花』でどうフェリアが意識を失ったのかがわからない。

　痛手は、その『花』が手元にないことだ。

「それで、その花屋と貴族令嬢の調査は？」

「露天市場は、庶しよ民みんと商人の自由出店なので区画が空いていれば開店できます。追つい跡せきは不可能でした。周辺の露店にも聞き込みましたが、新顔だったとのこと。また、すぐに店をたたんだので全く情報は得られませんでした」

「では、貴族令嬢は？」

「それも……情報は得られておりません。市場は現在芋煮レストランの開業の賑にぎわいで、貴族や庶民、商人、異国の者と、あらゆる人々が入り交じっております。よほどのことがない限り目立たないのです」

　マクロンは、何ら進展しない現状に思わず拳こぶしをテーブルに打ちつける。

「ペレはどうしている？」

「ガロン殿が到着するはずと、王都手前の村へ向かいました。もうそろそろ到着致しましょう」

　マクロンの気持ちは少しだけ上じよう昇しようした。ガロンならフェリアの状態を改善できるかもしれないと期待が持てた。

「王都関所の出入り調査はどうだ？」

「そちらも芋煮レストラン開業で、他国の者の出入りが多いのです。皆、身分証を持っていて、怪しげな者は見つかっておりません」

「明らかに怪しい者が、今回のことに関わっていることはないだろう。敵は、きっと王都に馴染んでいる者だ。そう、馴染む……」

　マクロンはブツブツと思考を漏もらした。

　そして、ハタと気づく。

「なるほど、知らぬ敵より知っている敵を調べればいいのだ」

「知っている敵ですか？」

「ビンズ、調べてほしいことがある」

　マクロンの瞳ひとみが獲え物ものを捕とらえたように鋭するどくなった。
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　ガロンはハンスを見る。

「そう何度も見ないでくだされ」

　ハンスがくぐもった声で抗こう議ぎした。

「いやあ、本当に誰だれかわからないなぁ」

　ガロンは後ろ向きでハンスを見ながら歩いている。なんとも吞のん気きなものだ。

「ほれ、前を向いて歩いてくだされ。そろそろ関所ですぞ」

『了りよう解かい、ペレ』

　ガロンは小声で答えた。

　ハンスがゴッホンと大きく咳せき払ばらいする。

　ペレが変装しているのは王都での調査のためだ。外交に携たずさわってきたペレの容よう貌ぼうは、他国の者にある程度知れ渡っているからだ。もちろん、それだけで変装しているのではない。三人のペレが同時に王都と王城に存在できないのも理由である。

　関所が近づくと、流石さすがのガロンも前を向いた。

「すごい混雑だなぁ」

　ダナンは今好景気にある。ビタス病の予防や対策でダナンにたくさんの貴族や商人、使者などが押おし寄よせているからだ。

　ガロンは後ろにハンスを従えて、関所の列に並んだ。

　関所の列は貴族や使者と、商人、庶民の三列になっている。庶民の列が比ひ較かく的てき少ない。

　ダナンの民たみであるなら、身分証を提示すれば王都に入れる。

「カロディアのガロンと、下男のハンスです」

　ガロンは、役人に身分証を出した。ハンスも腰こしにぶら下がった身分証を見せる。

　役人が記帳し、ガロンとハンスはすんなり王都に入った。

「あれが芋煮レストランかぁ」

「その視察の際に……」

「そっか。早く王城に行かなきゃな」

　ガロンは王城へと歩き出した。




　その気配に気づいたのは、ハンスである。

　宿場町を抜け、露天市場に入った頃からだ。

『ガロン殿、つけられておりますな』

「へ？」

『ああ、平常でいてくだされ。気づかれます』

　ガロンにその気配はわからない。

『ああ、じゃあ気にせず歩く』

　ガロンの肝きもはいつだって据すわっている。

　ハンスにしてみればありがたいことだ。

『やっと、敵が姿を見せましたな。さて、ガロン殿』

「ん？」

『敵の術中に嵌はまってみるのはどうでしょう？』

「願ったり叶かなったり？」




　ガロンとハンスは、王都で消息を絶った。
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「王様、わかりました！」

　ビンズが息を切らして入ってきた。

　命じたその日の内に調べがつくほど簡単に判明したということだ。そうは言っても、すでに深夜になっている。

　マクロンはまだ執しつ務む室で政務中だ。毎日の午後の予定を少しでも空けておくため、書類を夜に回していた。今回の事変の報告がいつでも受けられるように。

「見つかったか？」

「はい。件くだんの『花』は商人でなく、視察団が持もち込こんでおりました」

　マクロンがビンズに調査するように命じたのは、『花』の搬はん入にゆう経路である。市場に馴な染じむよう花屋を開店するには『花』がいるのだ。王都の外から運び入れる『花』が。

　敵の姿はわからない。だが、敵の運び入れた『花』の姿は調べられる。マクロンの嗅きゆう覚かくがそれに気づいた。知らぬ敵より知っている敵とは『花』のことである。

「ほお、視察団か。現在、多くの国の視察団が入っているが、どこの国の視察団だ？」

「……後入りのアルファルド視察団です」

　ビンズが少し間を設けて言った。

「後入り？」

「はい。アルファルド視察団は二手に分かれております。先のアリーシャ様の視察団と急きゆう遽きよ後入りした視察団です。花を持ち込んだのは後入りの視察団です」

「合流していないのか？」

「はい。後入りの方は宿場町の高級宿に滞たい在ざいしています」

「……アリーシャがどう関わっているのか」

　マクロンは苦い想おもいにかられた。

「こちらの協力のお返しが、襲しゆう撃げきとはな」

　自ら招き入れた者によって、フェリアが襲撃されたのだ。苦虫を嚙かみ潰つぶすような想いと同時に怒いかりが込み上げた。

「易やす々やす帰さん。探さぐれ」

「はっ」

　ビンズが踵きびすを返かえす。

　その背をマクロンはすぐに呼び止めた。

「待て、ビンズ。ガロンを迎むかえに行ったペレが、まだ戻らない。何か、連れん絡らくはないか？」

「いえ、まだです。カロディアから王都まで馬車を上う手まく乗のり継ついで二日半です。早ければ着ついていてもおかしくはありませんが、手間取れば明日になるかと」

「ああ、わかった」

「では、二つのアルファルド視察団の動向を調べます」

　ビンズが退室した。
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　ガロンとハンスはあえて市場の裏通りへと、つけてくる者らを引き連れるように進んだ。

　そして、予想通りガツンとやられ意識を失った。

　目覚めた時……

「おはようございます」

　ガロンの目に上品な手が映る。傷一つない手の持ち主は庶しよ民みんではない。

　ガロンはコキコキと首を動かした。

　その間に素す早ばやく周囲を確かく認にんする。豪ごう華かな部屋だ。そして、屈くつ強きような男らが数人。右手にはハンスが横たわっていた。

　ガロンは上品な手の持ち主を見上げた。

「お初にお目にかかります、ガロン先生」

「先生？」

「はい。ビタス病を終息させたその知識を、我わが国くににお招きし広めていただきますから、先生とお呼びします」

「我が国って？」

「医術国アルファルドです」

「アルファルド……、断ろうかな」

「残念な返答ですね。ですが、先生は断れませんよ」

「そうかなぁ？」

「はい。ダナンの次期王おう妃ひ様を目覚めさせるには、アルファルドに行くしか手立てはありませんから」

「……なるほどなぁ。『眠ねむりの花』を使ったのか」

　ガロンの引っかかりが解けた。アルファルドしか扱あつかっていない『秘花』だ。国名を聞くまで思い出せなかった。ガーベラによく似たその花の存在が、書物に載のることは極きわめて少ない。

「流石さすが、先生です。ならば話が早い。おわかりになりますね？」

「『目覚めの花』でないと覚かく醒せいしないのだろ？」

「はい。アルファルドの王族にしか扱えない花ですから」

　王族だけが栽さい培ばいする『秘花』。それ故ゆえ、図ず鑑かんはおろか書物に載ることは少ないのだ。実物と効果はアルファルド王家にしか正確には伝わっておらず、幻まぼろしの薬華になっている。

　ガロンが知っているのは、薬草研究に余念がないからだ。

「へえ、じゃああんたは王族ってことかぁ」

「ハロルドと申します」

「で？」

「ああ、これからの段取りですね」

　ハロルドがガロンの不敬な返しにも動じず続けた。

「王様に呼ばれた先生がこのまま姿を消せば一大事。ですから、今から王城に向かっていただきます。『眠り姫ひめ』を診みていただき、アルファルドに行けば治ち療りようできると進言ください」

「なるほどなぁ。目的は俺おれらだったってわけか」

「はい。医術の最さい先せん端たんはアルファルドが担になうべきなのです。先生たちをダナンで埋うもれさせるわけにはいきませんから」

「欲張りだなぁ。反発したいほど」

「先生こそ強ごう情じようですよ。他に『眠り姫』を起こす方法があると？」

「ないね」
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　ハロルドがガロンの答えにニンマリと笑えんだ。

「別に王様に明かしていただいても構いません。お二人のアルファルド行きは変わらないのですから」

「『花』を持つアルファルドを頼たよる以外に方法はないからかぁ」

「はい。明かさず連れていくか、明かして連れていくか、先生が決めてください」

　ハロルドが余よ裕ゆうの笑みをガロンに向けている。

　ガロンは、肩かたを竦すくめた。

「王様が裏の事情を知らずにいれば、難病の妃きさき候補をアルファルドに治療に行かせたと美談にできるってことかぁ」

「はい。やっぱり先生は素す晴ばらしい。いちいち説明せずともわかっていただけて。明かせば、王様は苦しい選せん択たくを迫せまられます」

「苦虫を嚙み潰しながら、企くわだてたあんたに頭を下げて助けを乞こうか。フェリアを見捨て、あんたに屈くつしないかかぁ」

「ええ、そうです。王様が屈せず『眠り姫』を見捨てても、先生がアルファルドに『眠り姫』と一いつ緒しよにいらっしゃいましょう？」

「フェリアを助けるためにそれしかないかぁ」

　ハロルドは満足げに頷うなずいた。

「だけど、他の選択もある。王様と俺が決断し本当にフェリアを見捨てれば、アルファルドを断罪する選択もできるなぁ」

「先生は見捨てますか？」

「ないな」

　ハロルドが『でしょうね』と言う。

「まだ、選択肢しはある。あんたの悪行を詳つまびらかに公表し、国家間の問題にする。『目覚めの花』をダナンが要望すれば済むはず」

「そうなれば、アルファルドは謝罪しましょうね。その上でどう対応するかと言いますと、『責任を持って治療は我が国で行いましょう』と返答すると決めてきました」

「決めてきた？」

　ガロンは眉まゆをひそめた。

「はい、先生。ダナンが『目覚めの花』を望んでも、決して受け入れないのです。もちろん、アルファルドは私を見捨てません。私の安全な帰国なく、『目覚めの花』は使わないと決めてきましたから。公おおやけにしても、アルファルドは何度も頭を下げる以外はしませんよ」

「……そこまで考えた企てだってことかぁ」

　そこまでで、ガロンは押おし黙だまった。

「それにね、先生、よく考えてみてください。攫さらってもいない、襲おそった事実も民たみは知らない、命を奪うばってもいない。そして、『秘花』は一いつ般ぱん的に知られていない。次期王妃は王城で守られている。誰だれが、次期王妃の難病がアルファルドの所業だと信じるのです？」

　ガロンは項垂うなだれた。

　ハロルドが勝機に笑む。

「先生には王様を説得するお時間を与あたえましょう。アルファルド視察団を送る夜会が四日後に開かれます。そこで、王様が『眠り姫』の状じよう況きようを公にし、アルファルドに託たくすと発表されれば良いでしょう」

「公にするのかぁ？」

「ええ、そうすれば……代わりの妃の話が出やすいでしょう」

　ハロルドがクックックと笑う。

「……妃の立場も降ろしてしまえば、俺らを正式に引き取れるってことかぁ。本当に、よく考えているよなぁ」

　ガロンは大きくため息をついた。

「さて、先生。もうお時間です。王城に行っていただきます。これ以上の足止めは不ふ審しんに思われますから」

「ハンスは？」

「ああ、忘れていました。今からこいつを起こしますから、襲われたのを我々が助けたと発言ください」

「襲ったのはあんたらなのに、こりゃあ傑けつ作さくだなぁ」

　ハロルドが笑え顔がおで頷きながら、横たわるハンスを蹴けり上げた。

　ハンスがくぐもった唸うなり声を上げた。

「起きてください。下男が主より遅おそく起きるとは何事ですか」

　ハンスがむくりと体を起こした。

「ハンス平気かぁ？」

　ガロンの呼びかけにハンスが『へえ』と答え、キョロキョロと視線を動かしている。

　ガロンは、ハンスの演技に内心感心していた。

「不届き者に襲われたのを、こちらの方々が助けて、ここに運んでくれたらしい」

　ハンスが驚おどろいた顔をして、ペコペコと頭を下げている。

「では、安全な所までお送りしましょう」




　ガロンとハンスは元の露ろ天てん市場裏通りで解放された。

　ガロンは、悠ゆう然ぜんと歩く。

　その後ろをハンスがモソモソと歩きながら、貴族御ご用よう達たしの通りへと進んでいった。

　城じよう門もんが見えてくる。

「ガロン殿どの、奴やつらの気配が遠くなりました。流石に王城内にはついてこられませんからな」

　ハンスことペレが背後で囁ささやく。

「だろうねぇ」

「さて、ガロン殿……」

　ペレが言葉を選びあぐねた。

「ペ、じゃなくて、ハンス。夜会まで四日ある。それなりの準備をして……『敵の術中』に嵌はまってみたくない？」

　ガロンはそう言いながら、考え込むように腕うで組ぐみをした。

「何か、打開策がおありですかな？」

「『眠り姫』を起こすのは、昔から甘あまい口づけが定番だと思うなぁ」

　ガロンは、舌を出して戯おどけた。
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　ガロンとペレが王城に入った頃ころ、ハロルドはアリーシャ率いる視察団の動向を探っていた。

　互たがいの視察団の目的は違ちがう。アリーシャの視察団はビタス病の調査中心である。ハロルド率いる視察団の目的は、ダナンの医術の調査と、医術に関する様々な物品の収集である。もちろん、建前上の目的であるが。

　ハロルドの真の目的が、ガロンとフェリアであることは言うまでもない。

　アリーシャは、視察団にハロルドがいることを知らない。なぜならハロルドは、ダン・ファレルと偽ぎ名めいを使ってダナンに入国したからだ。

「出しゃばりの姫の様子は？」

　ハロルドの問いに、戻もどってきたばかりの間者が嘲ちよう笑しようを浮うかべた。

「アリーシャ姫様は、王都を出て近きん郊こうの村にピクニックに出かけておられます」

「は？」

　ハロルドは、間者の思わぬ返答に笑い出す。

「フ、ハハハハ……吞のん気きにピクニックとは！」

　ハロルドは、アリーシャには表面上親切に接しているが、内心馬ば鹿かにしている。『秘花』も満足に育てられず、医術の知識も乏とぼしく人脈もない姫なのだ。いくら第一妃の娘むすめ、対外的には王妃的存在の血筋であってしても、アルファルドでの立場は低い。

　そのため、第一妃の母国の偉い業ぎようを誇ほこるために、アリーシャがダナンに向かったことは、アルファルドでは皆みな認にん識しきしていた。

「作戦もなく、浮き足立って来るものではありませんよ、アリーシャ」

　ハロルドはアリーシャを嘲あざ笑わらった。

　早期に国を出たアリーシャに、正式な視察の公こう認にんはない。アリーシャの私設の視察団と、ハロルドの公設視察団の差は大きい。

「常つね日ひ頃ごろから親切に接する私の邪じや魔まもしないでしょうね。その度胸もないはずです」

「ですが、計画をお伝えしないままですと、何か不都合が生じませんか？」

　間者がハロルドを窺うかがう。

「『花』については隠いん匿とくするのが掟おきて。『眠り姫』の原因を口にできません。それこそ、アルファルドを貶おとしめる行こう為いになることを認識できないほど、馬鹿ではないでしょう。それどころか、『眠り姫』を同行して帰国できるのです。アリーシャは喜びましょう。あの者は自身に優やさしい人間に飢うえていますから」

　それが、アルファルドでのアリーシャである。

「それにしても、あちらの吞気な視察団と合流して帰国するのは、たまらなく面めん倒どうですね。まあ、『眠り姫』を任せられるのでありがたいとも言えますが」

　ハロルドは『あと四日』と呟つぶやき、その日を心待ちにしていたのだった。




　ハロルドに散々な物言いをされていたアリーシャはというと、王都から出て近郊の村へ出向いていた。

「全部は摘つめないわ。また、帰りに寄りましょう」

　アリーシャの言う帰りとは、帰国時のことだろう。

「このお花を贈おくるのよ」

　アリーシャは、フェリアに贈る花を摘んでいた。

「そういえば、後入りの視察団はどうしているのかしら？」

　アリーシャは従者に問うた。

「すでに荷造りをしているようです」

「まあ、気が早いのね」

　アリーシャは朗ほがらかに笑んだ。

「あちらは、準備に余念がないのね」

「姫様は、余裕ですね」

　従者も笑う。

「だって、すごく得るものがあったから。……あるからかしら？」

　アリーシャのピクニックは、とても楽しいものに終わった。










　四日後、たくさんの思おも惑わくが入り交じった夜会が幕を開けようとしていた。

　しかし、マクロンは後入りの視察団に、昼過ぎからの王城入りの要望を出した。

　ハロルドが、書簡を見て満足げに頷く。夜会前に次期王妃の治療依い頼らいを受けるのだと確信していた。

「先生に上手くやっていただけたようです。先生たちをアルファルドに招き入れれば、私の貢こう献けん度は一番に上がるでしょう。アリーシャのレポートなど私の足あし下もとにも及およびはしません。王位継けい承しよう一位の座は手に入れたも同然」

　アルファルドの王位継承は、性別や年ねん齢れいなどいっさい関係なく、いかに医術の貢献をしたかで決まるのだ。

　加えて、『眠りの花』と『目覚めの花』を育成できるかで決まる。

　王族にしか扱えぬ『秘花』は、いくら意欲や知識、努力をしても育てられぬ王族もいる。ダンス下手や料理下手と同じで、育成下手な王族の力は弱い。貢献度が低くなるからだ。

　ハロルドは、王弟の息むす子こで継承権を持っている。『眠りの花』、『目覚めの花』共に育成できる能力を持っていたが、それ以外の貢献ができていなかった。

　今回の視察は、それを補うものだ。

「秘花の育成もできぬ王族のくせに、出しゃばるとは嘆なげかわしいですね」




　ハロルドに嘆かわしいと言われていたアリーシャの視察団の方にも、マクロンからの要望が届いていた。

「昼過ぎからの王城入りですって。きっとフェリアお姉様に会えるのだわ。とびっきりの贈り物を持っていかなきゃ」

　アリーシャが、贈り物が入ったバスケットを持ち上げる。

「フフフ、可か愛わいいわ。これで、フェリアお姉様の笑顔も見られるし、王様だって、私だって笑顔になれる」

「姫様のレポートは完かん璧ぺきですから、きっと貢献できましょう」

　アリーシャの努力を労ねぎらうように、従者が言った。

　アリーシャもハロルドのように、今回の視察で国に貢献しようと努力していた。

「これでも王族ですから、役に立ちたいもの」




　先に城壁門に着いたのは、アリーシャである。

　城壁門を入ってすぐの場所に、テーブルと椅い子すがセッティングされている。

「こちらで、お待ちください」

　そう言ったのはイザベラだ。

「イザベラ、これはどういう趣しゆ向こうなの？」

「おもてなしの薬草茶をこちらでお出しします」

「ウェルカムドリンクなのね」

「はい。少々お待ちくださいませ」

　イザベラが下がると同時にハロルドが入ってきた。

　アリーシャがびっくりした顔でハロルドを出迎える。

「ハロルド、どうしてダナンに？」

「ああ、後入りの視察団に身分を隠かくして紛まぎれました」

　ハロルドが、唇くちびるに人差し指を当てて言った。黙っておいてくれとのことだろう。

「ダン・ファレルと名乗っています。そのように取り計らってください」

「ええ、わかりましたわ」

「ところで、アリーシャは上手くレポートができたのですか？」

「ええ、フェリアお姉様……次期王妃様にご協力いただいて、詳しよう細さいなものができましたの。私は、これくらいしか貢献できませんから」

　アリーシャの謙けん遜そんをハロルドは内心嘲笑いながら、表面では優しく微ほほ笑えんでいる。

「何を言うのです？　立派なことです。もっと誇ってもいいのですよ」

　アリーシャが頰ほおを染めて、照れくさそうに笑っている。

「失礼致いたします」

　イザベラがティーカップを二人の前に並べた。

「フェリア様が以前配合した特別な薬草茶でございます」

　イザベラはポットを持ち上げ、カップに注いでいく。

「次期王妃様が？」

　ハロルドが問う。

「はい。フェリア様は薬草を配合し様々な効能の薬草茶を処方できます。今回は、心身の疲ひ労ろう回復の効果がある薬草茶を淹いれさせていただきました。しばし、お楽しみください。じきに王様がいらっしゃいます」

「王様がこちらに？」

　出迎えで王が城壁門まで足を運ぶことを、アリーシャが不思議に思い首を傾かしげた。

「はい。本日は晴天ですから、外でのんびりとフェリア様のお茶を嗜たしなみたいとのことです」

「次期王妃様のお茶なら、確かに味わいたいですね」

　ハロルドが内心を隠しながら言った。王の沈ちん痛つうな心を推おし量はかって。助けを乞うための演出だろうと。




　マクロンはフェリアを横抱だきにして、城壁門へと向かっている。

　後ろに、ペレとビンズ、ガロンが続く。周辺には近この衛えとフェリアのお側そば騎き士しが連動して歩いていた。

　そして、フェリアはまだ眠ったままだ。

「必ず、敵を曝あばいてやる」

　マクロンは、低い声を出した。

　前方に城壁門が見えてきた。もちろん、お茶を楽しんでいる者らも。

　マクロンの登場にいち早く気づいたのは、アリーシャである。その目は、フェリアの様子にびっくりしているようだ。

　マクロンらが近くまで行くと、ガタンと椅子から立ち上がった。

　ダン・ファレルことハロルドも立ち上がり、マクロンに一礼する。

「王様！　フェリアお姉様はどうして……」

　言葉が続かず、アリーシャの視線がマクロンとフェリアとを行き来している。

「まあ、座すわれ」

　一同は落ち着かぬ雰ふん囲い気きのまま着座した。

　マクロンは、フェリアを横抱きにしたまま座っている。

「フェリアお姉様はどうして……」

　アリーシャがまた同じ言葉を溢こぼした。

「一週間ほど前の視察の帰りに何やら起こり、目覚めぬ難病を患わずらってしまったようだ」

　アリーシャが『え？』と呟いた後に、チラリとダン・ファレルを見た。それから、また視線がフェリアに移る。

「目覚めないのですか？」

「ああ、もう一週間ほど意識が戻っていない」

　アリーシャの瞳ひとみがまたダン・ファレルを一いち瞥べつする。

「ガロンが、医術国アルファルドなら治療法があるかもしれないと言うのだ」

　マクロンはアリーシャとダン・ファレルの二人を窺った。

　二人は互いに探り合うように視線を交かわした後、ダン・ファレルが先に口を開いた。

「はい。アルファルドでなら可能でしょう」

「そうか……治療できるというなら、こうなった理由もわかるのだろ？」

「発病状況がわからないので、何とも言えません」

　そこで無言の時間が過ぎる。

　マクロンはあえて、発言しなかった。相手がどう出るか待っている。

「アルファルドで治療させていただけませんか？　ご心配なら、ガロン様もご同行ください」

　ダン・ファレルが口火を切る。

　アリーシャがハッとしてダン・ファレルを見つめた。

「アリーシャ、どうしたのだ？」

　マクロンはアリーシャに問う。その反応の意味を尋ねるように。

「あ、いえ……何でもありません」

「ところで、アルファルドに行かねば治療できぬのか？　治療法と薬があればいいのではないか？」

　マクロンはダン・ファレルに視線を移す。

「そう簡単なことではないのです。医術が進んだアルファルドでの対応が必要でしょう。もしもの時に全てが揃そろっているアルファルドなら安全ですから」

「全てがか……」

　マクロンはフェリアに視線を落とす。

「まだご成せい婚こん前ですね」

　ダン・ファレルの発言に、マクロンの顔が上がる。

「どういう意味だ？」

「治療には時間がかかるかもしれません」

「つまり、手放せと？」

　ダン・ファレルが無言の返答をした。

「ハロルド!!　卑ひ怯きようですわ」

　いきなり、アリーシャが叫さけんだ。

「どうしたのですか、アリーシャ様」

　ダン・ファレル、つまりハロルドが慌あわててアリーシャをなだめる。

「待て、ハロルドとは？」

　マクロンはダン・ファレルを見ながら言った。

「ダン・ファレルではなく、その方はハロルドです」

　アリーシャの告発にハロルドは内心舌打ちした。ハロルドの予定にない展開である。

「申し訳ありません、王様。私は、アルファルド王弟が嫡ちやく男なんハロルドと申します。ビタス病の視察にどうしても同行したく、身分を偽いつわって紛れ込みました。ビタス病への探求心に負けてしまったのです」

　ハロルドが、咄とつ嗟さに対応する。肯こう定ていする方がアリーシャを抑おさえられると踏ふんだからだ。

「ほお……王族が二人もか」

　マクロンはアリーシャとハロルドを交こう互ごに見た。

「フェリアお姉様は、医術のためでなく民のためにと私を諭さとしてくださいました。ハロルド、フェリアお姉様のこの状況はどう見ても眠りのは……」

「アリーシャ、口にしていいことですか？」

　アルファルド王家の『秘花』は、隠匿が掟である。

「いいえ、言いますわ。ハロルドは、フェリアお姉様とそちらのガロン様欲ほしさにきっと、『眠りの花』をお使いになったのね!?」

「どういうことだ、アリーシャ！」

　マクロンは、深く大きな声を落とす。

「はあ……仕方ありませんね。私からお話ししましょう」

　マクロンの問いに答えたのはハロルドである。

　柔にゆう和わな顔つきが酷ひどく高こう慢まんに変わっていた。

「いらぬ説明は省きます。『眠りの花』で昏こん睡すいした者は『目覚めの花』でしか覚醒しません。次期王妃様は、それで昏睡しているのです。私は『眠りの花』しか持ってきていない。アルファルドに来なければ『目覚めの花』はありません。アルファルド王家にしかない花ですから。『眠り姫』はずっと眠ったまま」

　ハロルドが立ち上がり、クスリと笑った。

「なぜ、そのような暴挙を？」

　マクロンの問いにハロルドが首を傾げる。

「暴挙？　いいえ、良き人材を埋もれさせぬための良策です」

「いいえ！　違いますわ。ハロルドは、貢献度を上げたいだけ。ビタス病を終息させたフェリアお姉様とガロン様をアルファルドに引き入れる成果が欲しかったのだわ！」

「何を言うのです？　アリーシャとて、許可なしにいそいそとダナンに向かったではないですか。貢献度を上げたかったのでしょう。『花』を育てられないあなたができるのは、知識を集めるだけですからね」

「だから、私は諭されたのですわ。貢献は民のためにすること。ハロルドは、自身のためしか考えていないもの」

「だから、あなただってそうでしょうに。あなたと論じていても時間の無む駄だですね。……どう転んでも、お二人はアルファルドに来ることになります」

　ハロルドがマクロンに視線を戻した。

「そうはいかないわ！　私だって、頑がん張ばれば育成できるもの」

　アリーシャがテーブルにバスケットをドンと置いた。

「不格好ですが、『目覚めの花』ですわ。王様」

　バスケットの蓋ふたが開くと、ガーベラによく似た真っ白な花が現れた。アリーシャの言葉通り、花は育成に支障が出たのか花弁が変形している。

「アリーシャ！　無様な『花』をさらすな！」

　ハロルドが慌ててバスケットを奪おうとする。

「嫌いやよ！」

　アリーシャが奪われぬよう抵てい抗こうする。




「うるさいわ。おちおち寝ねてられない」




　フェリアの声だ。

　アリーシャとハロルドが声の主を見る。

「アリーシャ久しぶり、こちらの方はお初にお目にかかります？」

「なんで!?」

「なぜだ!?」

　アリーシャとハロルドが同時に叫んだ。

　フェリアは両耳を押さえる。

「うるさいわ」

「ああ、うるさいな」

　マクロンがフェリアを隣の椅子に座らせる。

「まだ寝ていても良かったのだが」

「これ以上何の証拠がいりますの？」

「まあな」

　アリーシャとハロルドが固まっている。
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「ああ、先に返答しますね。アルファルドには行きませんわ」

「俺も行かないなぁ」

　ガロンが背後からフェリアに続いた。

　ハロルドがハッとして声を出す。

「どうやって、目覚めたのです!?」

　フェリアはガロンと顔を見合わせて笑う。

「ダナンの医術もなかなかやるだろ？」

　マクロンが代わりに返答した。

「医術？」

「ああ、丸薬一つで目覚めたそうだ。なあ、ガロン？」

「はい、王様。捕つかまえたわりに簡単に解放してくれて助かりましたぁ」

　ハロルドが目を丸くする。

「な、な、なんということか！　たった数日で薬を開発したのですか!?」

「いや、元々存在する丸薬だぁ。意識不明の理由がわかったから、どうすりゃいいかは簡単だった。説明いるかぁ？」

　アリーシャとハロルドが食い入るようにガロンを見つめている。

　ガロンが、それを煩わずらわしそうに目を細めて睨にらんだ。

「ガロン、説明してやれ」

　マクロンの一声でガロンが説明し出す。

「アルファルドでは『眠りの花』で大怪け我がを負った者を昏睡させて、傷を縫ほう合ごうするって話を聞いたことがある。傷が癒いえると自然に覚醒するって話も。それか、『目覚めの花』で覚醒させることもできるってさ」

　ガロンがこれで合っているかというふうに、アリーシャとハロルドを見た。

　アリーシャが頷き、ハロルドは苦い顔でそっぽを向いた。

「傷が癒えると自然と覚醒するってところが重要だと思った。花を嗅かいだ者は眠る。健康になると起きる。単純な理屈。でも、健全な者が嗅ぐと……深く昏睡してしまう。元々健康だから、癒える感覚がなくて起きづらくなるはずさぁ。覚醒させるためには……」

　ガロンがポケットから丸薬を一粒つぶ取り出してテーブルに転がした。

「それは、クコの薬草から作る滋じ養よう強きよう壮そうの丸薬。体を健全以上の状態にして、ほーら治ったでしょって意識下でわからせたら目覚めるって結論に達したわけ。幸運なことに、フェリアは飲まず食わず寝ていたわけじゃない。王医がちゃんと、嚥えん下かできる薬やく膳ぜんスープを与えていてくれていたさぁ。だから、フェリアは、丸薬と薬膳スープでがっつり健全以上になって、俺が解放されたその日にもう目覚めていたさぁ」

　ハロルドが呆ぼう然ぜんとしている。ガロンの発言に衝しよう撃げきを受けているのだ。いや、状況についていけていないのだろう。

　しかし、アリーシャは違ったようだ。

「ハロルド、本国に報告致しますわ。他国の王族を狙ねらったことを。自身の欲に溺おぼれ、アルファルドの名を汚けがす行為、見過ごせません！　ダナンと戦いくさになっていてもおかしくないのですよ」

　フェリアが目覚めてしまえば、ハロルドの用意していた策は全く使えない。残るのはアルファルドの暴挙の事実だけだ。

　アリーシャがマクロンの前へ出て、深く膝ひざを折った。

「この度たびの暴挙は全て、このハロルドがしたこと。本国で厳正な処しよ罰ばつを下しますのでどうか、どうか、ご配はい慮りよ願います」

「いいだろう。こちらから、事の顚てん末まつはアルファルドに報告する。まあ、表面上は『ダン・ファレル』の悪行で済ますことも可能だ」

「ご配慮ありがとうございます。本国では必ず『ハロルド』としての処分が下りましょう」

「アルファルドからの返答があるまで、こちらで身柄を確保しておく。連れていけ」

　マクロンはビンズに合図を出す。

　ハロルドは放心したまま、従者らと共に連れて行かれた。行き先はもちろん牢ろう屋やだ。

　マクロンとフェリア、アリーシャの三人は、その背を見送った。




「イザベラ、お茶を新しくして」

　フェリアはイザベラに指示を出す。

「かしこまりました」

　イザベラがポットとカップを下げ、テーブルには丸薬一粒とバスケットが残った。

　フェリアは丸薬を摘まみ、ハンカチに包む。

「フェリアお姉様、その丸薬が目覚めさせたのですね？」

　アリーシャの目が丸薬をジッと見つめている。とても物欲しそうだ。

「私の『目覚めの花』なんてこんな不格好。効果もないかもしれないのに、やっぱりフェリアお姉様とガロン様はすごいわ」

「いいえ、すごいのはアリーシャよ。私を想ってこんな『花』まで用意してくれて」

　フェリアは、バスケットから花を一輪抜ぬく。

「とても不格好でしょ？　私、『秘花』を育成できぬ王族なのです。努力してもこんなもの。少しだけ効果はあるようですが、全然駄目です」

　アリーシャが俯うつむいて悲しげに言った。

「確か、アルファルドではとても弱い立場にあると言っていたわね」

「はい。だから、どうしても今回の視察で貢献したかった。けれど、フェリアお姉様に諭されて気づいたのです。私の貢献は民のためにと」

「ええ、そうね。だから、ハロルドの悪行を曝いてくれたの？」

「はい！」

「これで、アリーシャは強い立場になるわね」

「え？　ええ、そうかもしれません」

　フェリアはクスリと笑った。

「もう、茶番はお腹なかいっぱいよ」

「フェリアお姉様？」

「この丸薬以外は、全て思い通りだったのでしょ、アリーシャ？」

　フェリアは、丸薬を包んだハンカチをアリーシャに差し出した。

「何を、おっしゃっているのですか、フェリアお姉様？」

　キョトンとしながらも、その手はハンカチをガッチリ摑つかんでいる。丸薬を手に入れたい心情を表すように。

「不思議よね。なぜ、『花』を視察に持参したのか。ハロルドは、私たちを手に入れるために準備していた。では、アリーシャあなたはどういう理由で持参したの？」

　アリーシャの目が見開かれる。

「わ、私は、育成できぬ王族です。それでも、毎日努力したくて、鉢はち植うえの『花』を持ってきておりましたの。毎日欠かさず、世話をしたいから」

「つまり、『眠りの花』も持参したのね。毎日世話するために」

　フェリアの言葉にアリーシャがビクンと反応した。

「そして、今日は私の昏睡を知らぬはずなのに、『目覚めの花』を持参してきた。どういうことかしら？」

　アリーシャが押し黙る。

「答えて、アリーシャ」

「……ハ、ハロルドの企てを知って、お助けしようと！」

「あなたの『花』は効果が薄うすいから、目覚めないでしょうね。そうなると、私はアルファルド行きになるわ。ハロルドの悪行を曝きその地位を蹴け落おとす。加えて、私もアルファルドへ連れ帰れる。あなたの立場は強くなり、そして『上がる』のでしょ？　一石二鳥の巧こう妙みような作戦ね」

　アリーシャが愕がく然ぜんとフェリアを見つめている。

「最初は、ハロルドと同じことを考えていたのでしょ？　育成下手でも育った花には少し効果があったわけよね。私の疲労が溜たまっていれば効いて眠るかもしれない。一か八かの賭かけをしようとした」

　アリーシャの手が強く握にぎられていくが、フェリアはもうそれを気き遣づかうことはしない。

「けれど、そこにハロルドが視察団に紛れ込む形で内密に入国してくる。様子を窺うと考えていることは一緒のよう。ならば、利用しようと考えた。悪行を曝けば、国家間の問題となり、ハロルドの立場は『下がる』。あなたは反対に貢献度が『上がる』。つまり……」

　フェリアはマクロンに視線を移した。

「つまり、お前の王位継承が『上がる』ことになる。上手く考えたものだな、アリーシャ」

　最後は、マクロンが締しめた。

　フェリアとマクロンは、アリーシャを見つめる。

　アリーシャは俯いたままだ。

　そこに、イザベラが新しいポットとカップを持ってくる。

　フェリアは静かに口を開く。

「イザベラから聞いたわ。幼い頃、あなたはイザベラの髪かみが綺き麗れいだから『欲しい』と言ったのよね。イザベラはあなたに髪を一本抜いてあげた。次の日も次の日もあなたは『欲しい』と言った」

　フェリアはイザベラを窺う。

「はい。そうでした。純真に『欲しい』と言うのです。そこには好意しかなく、幼い私は『欲しい』の残ざん酷こくさに気づきませんでした」

「そうね。普ふ通つうは綺麗な髪を見て『羨うらやましい』とか、『妬ねたましい』とかの感情になるものよ」

「私の妹のサブリナも『欲しい』に忠実でしたが、アリーシャ様とは違います。サブリナなら、自身より美しい髪の持ち主を排はい除じよしましょう。アリーシャ様は……好意のまま手に入れようとする」

　イザベラの手が少し震ふるえながら、お茶を淹れていた。

「私もその好意の危あやうさに気づかなかったわ。後宮で、純真な好意を向けられることがなかったから」

　フェリアは、イザベラの淹れたお茶を一口飲んだ。




「アリーシャ、私が欲しかった？」




　アリーシャが顔を上げる。

「ええ、欲しいに決まっているじゃない！　私の代わりに『花』を育てる手が！」

　その叫びと同時に、アリーシャも連行されていった。
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　夜会は主役が登場しなくても始まるものだ。

　チラホラと、アルファルド視察団が不在であることや、アリーシャの姿がないことを話に出しているが、それほど騒さわぎ立たてている者もいない。王と入場するのだろうと、皆が思っているからだ。

　そんな中、男の元にいつもの話し相手が現れる。

「打だ診しんは来ましたか、伯はく爵しやく？」

「ああ、『花はな嫁よめ衣い裳しよう』のか？　来てほしいものよ」

　伯爵がクッフッフと笑って続ける。

　狡こう猾かつで巧妙な『花嫁衣裳』を考えたのは、伯爵だ。他の貴族の持つ仕立屋にも手を回し、何食わぬ顔で王城に提出した。

「我わが仕立屋の自じ慢まんのデザインですからな。さぞ、あの田舎いなか者ものには似合いましょう」

『着られる状況にないと思うが』との言葉を、伯爵が吞のみ込む。

「王剣けんのお返しにしては、生ぬるいのでは？」

　伯爵の話し相手の子し爵しやくが、醜みにくく口角を上げた。

「あれは前菜だ。もうメインディッシュは提供したさ」

　伯爵が近くの花か瓶びんに飾かざってあった花を一輪引き抜いた。

『王剣よりも強い花をな』

　伯爵が花の香かおりを嗅いだ。

「どんなメインディッシュです？」

「そのうちわかるさ」

　その時、王の入場の曲が奏かなでられ、伯爵が壇だん上じように視線を送る。

「王様、お入りになります！」

　マクロンが壇上に進んだ。その後に続く者はいない。

「今日は田舎者は続かないのか……それにしても、アルファルドの姫も居ないではないか」

　子爵が呟く。

　しかし、伯爵には妃不在しか目に入っていない。ニンマリと表情が崩くずれる。

「アルファルド視察団は事情により、不参加となった。今こ宵よいは、皆の親しん睦ぼくを深める夜会とする」

　マクロンは、自身で発言した。

　何があったのかと、皆が口々に話し始めるが、誰も情報がないようで話は尻しりすぼみになってく。

　そんな中、高位貴族からマクロンに挨あい拶さつが始まり、伯爵もそれに加わった。

　しばらくすると伯爵の番になる。

「王様、ご機き嫌げん麗うるわしゅう。ところで、次期王妃様は夜会をご欠席ですかな？」

「何だ、伯爵。フェリアが恋こいしいのか？」

　マクロンは戯けるように言った。

「いえ、いえ、王様には及びません」

　その物言いから、伯爵の内心が透すけて見えてくる。

『目覚めてほしいと恋しく思っているのは王様では？』

　そんな言葉がマクロンには聞こえた。

「伯爵は、フェリアのこととなると手厳しいな。次期王妃なれど、まだ王妃でなく我と共に入場することに難色を示しておったであろう、伯爵？」

「は？　はあ」

「我の妃は、皆と同じ扉とびらからの入場だ」

　マクロンは立ち上がった。

　同時に、後方の扉が開く。

　フェリアの登場だ。

　ひまわりのような黄色のドレスは、いっさいの飾りを排除し、ドレープもなくしたシンプルなものである。唯ゆい一いつの彩いろどりは髪を飾る生花だ。

　マクロンはフェリアを迎えに行く。

　棒立ちする伯爵の脇わきを通り抜け、広間の中央へと歩いた。

　そこにフェリアもたどり着く。

「一曲願えませんか？」

　マクロンはフェリアの前で膝をつき、手の甲こうにキスを落とした。

「喜んで」

　音楽が始まる。二人が踊おどり出すと、皆がそのステップに魅み了りようされた。マクロンの素早いリードにもフェリアは難なくついていく。二人にしかできないダンスのスピードだった。

　一曲終わると、拍はく手しゆ喝かつ采さいに包まれた。

　マクロンはフェリアをエスコートし玉座に戻っていく。

　まだ棒立ちの伯爵がいる。

「伯爵、どうした、呆ほうけて？」

　マクロンはニヤリと笑んで伯爵に問う。

「へ？　は、へ？　なぜ……」

　伯爵がフェリアを凝ぎよう視しする。

「伯爵、贈り物をありがとう。すごくよく眠れましたわ」

　フェリアが、髪に挿さしていた花を一本抜き、香りを嗅いでから伯爵に差し出した。

「お礼に私も花を贈ります」

「ヒッ」

　伯爵が真っ青になり、足をもつれさせながら後退した。ここに至って、伯爵はアルファルド視察団の不在の理由を身に滲しみて痛感している。

　そんな伯爵を尻目に、マクロンはフェリアが差し出した花をスッと取った。

「フェリア、これは私が貰もらっておく。伯爵には代わりに何か贈ろう。何が望みだ、伯爵？　例えば、『花嫁衣裳』などは」

　マクロンはニヤリと笑った。

　これほどまでに、鮮あざやかな脅きよう迫はくはないだろう。

　伯爵の額に脂あぶら汗あせが噴ふき出だしていた。

「な、何も、望みは……わ、私の方にぃ、何かお、お望みがあればっ！」

　伯爵は生きた心ここ地ちがしていないに違いない。真っ青から土色に変わった顔色に、脂汗。死人一歩手前のような表情だ。

「では、最近お前の家に入った侍じ女じよを貰おうか」

「じ、侍女ですか？」

「ああ、最近雇やとった侍女だ。名は確かキャサリンといったか」

　伯爵はとうとう泡あわを吹いて倒たおれたのだった。




　夜会を終えたマクロンに、ビンズが声をかける。

「お人が悪い」

「おいおい、悪者は伯爵だろうに」

　マクロンは軽口で返す。

「どう処罰されますか？」

「今回のことは公にはしない。『秘花』のことがあるからな。アルファルドもそれを要望してこよう」

　ハロルドが搬入した『秘花』はもう押おう収しゆうしている。こちらもアリーシャ同様鉢植えで運ばれていた。

　アリーシャの鉢植えは、王都には搬入されず、ガロンが寄った王都直前の村に隠してあった。アリーシャのピクニック先である。この点、ハロルドよりアリーシャの方が慎しん重ちようだったのだろう。いや、元よりアリーシャの方がハロルドより上手だったのだ。

　ハロルドの失敗は花の搬入だけでなく、伯爵を使ったことにもある。ダナンの事情を知る者としては有効であったが、フェリアに敵意を持つ者の中であまりに軽けい率そつな男だった。すぐに尻しつ尾ぽを摑めるほどに。

　しかし、それもアリーシャが裏で糸を引いていたのだろう。事が公になりやすいように。事実、フェリアの動向はアリーシャ側からハロルドに渡わたっていたようだ。従者が吞気を装よそおい、間者に伝えていたという。

　ハロルドが、ゲーテ公こう爵しやくやブッチーニ侯こう爵しやくを引き入れていれば、また違った展開になっていたかもしれない。

「次期王妃を狙い、無罪放ほう免めんにはできないが、罪を公にはできないからな。まあ、あのように夜会で倒れたのだ。重病になったということだ」

「爵位を息子に譲ゆずるということでしょうか？」

「まあ、それが妥だ当とうだろう」

「軽くはないですか？」

「重病だから、医術国アルファルドで治療を受けさせよ」

「……お人が悪い」
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　実行犯は未いまだ夢の中にいた。

　キャサリンは、伯爵に『眠りの花』を嗅がされて、昏睡していた。

『目覚めの花』はダナンにはない。このまま、アルファルド行きにしても良かったのだが、証言を取らねばならず、目覚めさせる。

　フェリアは、キャサリンの体をケイトに起こさせて、口の中に丸薬を入れた。飲み込めるように水も流し入れる。

「意識があれば臭くさくて七しち転てん八ばつ倒とうものだけど、寝ていると楽なものね」

　キャサリンの喉のどがコクンと動く。

「ガロン兄さん、どのくらいで目覚めるもの？」

「フェリアの時は半はん刻ときもせず目覚めたぞ」

「なら、ちゃんと見ていてあげなきゃ駄目ね」

　そんな会話中に、キャサリンの様子がみるみる変わってくる。

　眉み間けんにしわを寄せて、苦しそうだ。

「ガロン兄さん、様子がおかしいわ」

　キャサリンがもがき出す。

　ケイトが押さえられず、キャサリンから離はなれる。

　キャサリンは、ベッドの上で手足をバッタンバッタンと動かしている。

「すごくホラーなのだけど、大だい丈じよう夫ぶなの、ガロン兄さん」

　ガロンはすでに部屋の隅すみに退たい避ひしていた。

「お前の時はもっと酷かったぞ」

「はあ!?」

「くさぁーい!!」

　フェリアの感かん嘆たんとキャサリンの叫びは同時だった。

「臭い苦い臭い苦い！　どういうことよ!?」

　起き上がったキャサリンの目が血走っている。

　フェリアもガロンの所まで退避した。

「静かになさい！」

　ケイトがキャサリンを一いつ喝かつした。

　キャサリンが目をシバシバさせてから、辺りを見回した。

　フェリアの姿が目に留まり、ギョッとしている。

「何で、起きているのよぉぉ!?」

「静かにおし！」

　ケイトの鉄てつ槌ついがキャサリンの頭に落ちた。

　フェリアは可お笑かしくて笑ってしまう。

「フェリア様、楽しそうで何よりです。しかし、まずこの者の聴ちよう取しゆをお願い致します」

　ケイトがキャサリンの襟えり首くびを持ち上げた。

「ちょっと、離しなさいよ！」

「ケイト、離してあげなさい」

　フェリアは、ニッコリ笑って続ける。

「実行犯なのだから、襟首など軽い拘こう束そくでなく、しっかりお縄なわをしてあげて」

　ケイトが意い気き揚よう々ようとキャサリンをお縄にした。

　その間キャサリンが騒いだのは言わずもがなだ。

　キャサリンの拘束が終わると、エマがお茶を持って部屋に入ってきた。

「エマ、この者は侍女であったキャサリンで間違いないかしら？」

「はい。間違いございません」

　キャサリンがエマを睨みつける。

「没ぼつ落らくしたくせに、生意気よ！」

「あなたの話し相手は私よ」

　フェリアは静かに言った。

「……何よ、田舎者のくせに」

「ええ、そうよ。田舎者だから否定しないわ」

　キャサリンがフンと横を向く。

「状況がわかっているかしら？」

「私は悪くないわ！　私はやっていないもの」

「何を？」

「『花』を渡したのは子どもよ。私じゃない。子どもが犯人よ」

「何の犯人？」

「だから、眠らせた犯人は子どもだって言っているでしょ！」

「だそうです、マクロン様」

　フェリアは戸口を振ふり向むく。

　そこから、マクロンが入ってきた。

「体が異常に元気になり、口も滑なめらかに動くとは本当に丸薬の効き目はすごいな」

「たぶん、興奮状態になるんですよぉ。だから、寝ね起おきに問い質ただすとすぐに吐はくでしょ？」

　ガロンがつけ加えた。

「な、何よ……何なのよ。おかしいわ。私は悪くない、悪くないわ」

　一いつ旦たん堰せきを切った口は、止まることを知らない。丸薬のせいで高ぶった言葉が次々溢あふれてくる。

　起きている者が飲めば、日々の疲つかれに良く効くが、十分に眠っていた健全な体では、元気な故の副作用が出てくるのだ。

「専属侍女になるのは、私だったのに。没落貴族のエマがなるなんておかしいわ！　長老だって、袖そでの下を受け取らないし、田舎者なんて私がおだてればイチコロなのに。伯爵がちょっと仕返しって！　何で私の口は止まらないの。眠らせただけじゃない。命だって狙っていないのに、何でよ！　それに……」

　キャサリンの口が止まることはなかった。

「マクロン様、キャサリンの処分は私に任せていただけますか？」

「……恩情はなしだぞ」

「はい、心得ております。今回の出来事は試験が発ほつ端たんです。それに、この者は元ですが侍女ですから、私が処罰をすべきなのです。後宮を統すべる私が」

　マクロンが満足げに頷いた。

「ああ、フェリアの管かん轄かつの出来事だから任せよう」

　マクロンがフェリアのリボンを攫っていく。

「次は三十一日に会おう」

「はい、マクロン様」




　キャサリンの処しよ遇ぐうが決まったのは、それから三日後だった。

『ブッチーニ侯爵領　鉄鉱山　賄まかない係　王都の出入り禁止とする』
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　夜会から一週間が経たった。

　９番目の元妃きさきの国へ、ビタス病対策に行っていたリカッロがダナンに帰国するも、フェリアに置き手紙一つでカロディアへ帰領したのは、ガロンが王城に居たためである。

「リカッロ兄さんったら、忙せわしないわね」

「フォフォフォ、どうやら９番目の元妃様が、リカッロ殿どのを見み初そめたようで、追いかけられているようですぞ」

　ペレの発言に、フェリアは卒そつ倒とうしそうになった。

「ガロン殿といい、リカッロ殿といい、追いかけられる性しよう分ぶんなのですな」

　ガロンも、ネルに執しゆう着ちやくされている。こっちは、どちらかというと、薬草馬ば鹿か同士なので良いいのだが、リカッロに他国の姫ひめは……手に負えぬだろう。

「何だか、頭痛がするわ」

「おお、それはいけませんな。ここ最近の疲つかれでしょう。『丸薬』をお持ち致いたしましょう！」

　フェリアはヒッと悲鳴を上げて、ペレから距きよ離りを取った。

「必要ないわ!!」

「フォフォフォ」

　31番邸ていはいつもの通りである。




　そして、夜会から二週間ほどが経ち、ハロルドとアリーシャがやっとダナンを発たった。もちろん、伯はく爵しやくもダナンを去ることになった。二度とダナンの地を踏ふむことはない。

　ここまで出発が遅おくれたのは、アルファルドから平ひら謝あやまりの使者が押おし寄よせたせいだ。

　全ての証しよう拠こと証人、証言を示され、アルファルドはダナンに屈くつする他なかった。『花』を過信しすぎたせいだろう。フェリアが目覚めるなど頭の片かた隅すみにもなかったようだ。

　マクロンは、あえて暴挙の背後を問うことはせず、淡たん々たんと事実を突つきつけた。

　その外交戦では、ペレが手しゆ腕わんを発揮し、アルファルドが『花』を引き取ろうと奔ほん走そうしたが、叶かなわなかった。起こしたことが起こしたことだけに、譲じよう歩ほする他なかったという。

　ただ、ダナンからは優ゆう秀しゆうな庭師がアルファルドに出向することになった。『花』が育つ土ど壌じよう改良に向かわせる名目であるが、『花』の育成知識を盗ぬすんでくるとも言える派は遣けんである。

　この庭師が、王城の土壌を改良した張本人で、フェリアも師事したいと思っていた庭師でもある。

　フェリアが悔くやしがったのは言うまでもない。




　慌あわただしく時が過ぎ……。

「さて、あと一週間か」

　マクロンは呟つぶやいた。あと一週間で三度目の三十一日が訪おとずれる。

「そうですね。今回は31番邸で？」

　ビンズの問いに、マクロンはフッと笑った。

「ああ、31番邸が良いな。いや、芋いも煮にレストランへもお忍しのびで行く予定を」

「かしこまりました。そういえば、そちらはアルファルドから？」

　マクロンは、アルファルドからの手て土産みやげを見てまた頰ほおを緩ゆるませた。

「ああ、海を幾いく度ども渡わたる東方の菓か子しだそうだ。『星屑菓子こんぺいとう』というらしい」

　ガラスの容器に入った菓子は、キラキラとして美しい。

「これを持っていくことにする」




　そんなふうにマクロンがフェリアへの可か愛わいらしい手土産を見ていた頃ころ、６番邸ではクコの収しゆう穫かくが行われていた。

　ガロン陣じん頭とう指揮で、ネルが鉢はち巻まきをして参さん謀ぼうのように寄より添そっている。

　フェリアは、その光景に頭を抱かかえる。

「ネル……あなた方向性を間ま違ちがえていないかしら？」

「いえ！　私ネル、命に代えましてもクコを収穫致します！　この薬草がフェリア様をお救いしたとガロン師し匠しようより伺うかがっております！」

「ああ、そうね。でもそんなに気張らないでいいわよ。このクコの収穫は一ひと癖くせも二ふた癖くせもあるのだから」

　およそ、二カ月半前に蒔まいたクコの薬草は、通常三カ月を要する栽さい培ばい期間を王城の良質な土壌のおかげで二週間早く葉を収穫でき、さらに本日実の収穫となった。

「臭くさいのよ……」

　クコを収穫しながら、フェリアは呟く。

　周辺で手伝いに来た騎き士しらも鼻をひん曲げていた。

「まあ、まだこれでも臭におわない方ね」

　一日がかりでクコを収穫し、乾かん燥そう室へと運んだ。




　フェリアの苦行はこれだけに終わらない。

　マクロンとの三度目の交流を迎むかえる前日に、恐きよう怖ふのガロンがやってきた。

「フェリア、『丸薬』を作るぞ!!」




　バサバサー

「おお、臭ってきたな！」

「ちょっと、兄さん！　クコの葉を入れるなら入れるって宣言してからにしてよっ……うっ、クハッ」

　立たち込こめる臭しゆう気きに、フェリアは口を手で覆おおい、鍋なべから遠ざかった。

　フェリアだけでなく、侍じ女じよも警護騎士も遠巻きにしている。

　その中でガロンだけが平然と鍋をかき回していた。もちろん、助手のネルも最初は横に立っていたが、今は臭いに卒倒し干し草香かおる農機具小屋に避ひ難なんしている。

「さあ、今日は半日煮に詰つめるぞ！」

「だから、嫌いやだって言ったのに！」

　フェリアは涙なみだ目めになり、ゾッドを詰なじった。

「６番邸以外で大鍋ができるのは、ここ31番邸しかないものですからっ！　うっ」

　大声で反論したゾッドが、思いっきり臭気を吸すい込みむせた。

「せめて、別の邸だって良かったじゃないのぉぉ!!」

「まさか、『丸薬』作りがここまで臭いとは思っていなかったんです！　うっはっ、いかん駄だ目めだ」

　ゾッドが門もん扉ぴへと駆かけ出だした。ソーッと他の騎士も、ケイト筆頭に侍女までついていく。

「ちょっと、私の警護はどうなるのぉぉ。きゃっ」

　フェリアは叫さけびながら皆みなを追おうとするも、ガロンにむんずと腕うでを摑つかまれた。

「なーに、逃にげてんのかなぁ？」

「ヒッ」

　ドロッドロの液体のついたお玉が、ガロンからフェリアに渡る。

「さあ、疲れた皆に飲ませる『丸薬』だ。大いに頑がん張ばろうじゃないか、妹よ」

　フェリアはニタリと笑うガロンの意図を瞬しゆん時じに理解し、同じ笑えみになった。

「ええ、そうね。皆に心労を負わせちゃったし」

　ニッタリ、ニッタリ、鍋をかき回す二人はさながら悪あく魔まと魔ま女じよのような雰ふん囲い気きだ。

　門扉からは、逃げた者らが悪お寒かんを覚えながら眺ながめていた。




　そして……

「クッハッ」

　最初の犠ぎ牲せい者しやは、いや、ありがたく丸薬のお世話になったのは、ゾッドである。

　悪魔なガロンから、口に丸薬が投入され、ゾッドは口を押さえ奇き妙みように体をくねらせながら、薬草畑にバタンと身を埋うめた。

　そして、警護騎士の口にも次々と容よう赦しやなく投入していく。薬草畑には、騎士の屍しかばねが並んでいる。

　それを遠巻きに見ている侍女らに、フェリアはソーッと近づいていった。

「皆も疲れているわよね？」

　侍女らが驚おどろき、悲鳴を上げた口にフェリアはポンポンと丸薬を入れる。

「モゴッ」

　ケイトが膝ひざを崩くずす。

「カロディアでは、これが飲み込めていっぱしだと認められるのです！　皆、流石さすがは王城勤めの者たちね」

　フェリアの言葉は、倒たおれた者の耳には届かなかったであろう。

　その時、何も知らないビンズが門扉をくぐって現れる。

「おお！　ビンズ様。ご希望の『丸薬』ができましたぁ」

　ガロンのこの発言が、騎士と侍女らの気持ちを一いつ致ちさせた。

　この苦行の元げん凶きようビンズに、丸薬が放り込まれたのは言うまでもない。

「ケホッ、コホッ、丸薬作りは王様のご指示ですよ」

　ビンズが咳せき込みながら言った。

「まあ！　マクロン様が!?」

「今回のことで、丸薬の重要性に気づかれ、作るように言われたのでガロン殿にお願いしたのです。ケホッ、ああー臭いし、苦い！　これじゃあ備び蓄ちく薬になりませんね。保管が困難です」

「これは生の丸薬だから臭いけれど、乾燥させれば口にしない限り臭くはないわ。そう……マクロン様の依い頼らいなのね。フ、フフフ」

　フェリアの顔が、いたずらっ子のように変わる。

「ダナンで一番心身を酷こく使ししていらっしゃる王様に！　マクロン様にご賞味していただきましょう」

　ニタ、ニタニタ、ニタリニタリと皆の顔が変わっていく。

　さあ、次の犠牲者は王マクロンである。




『マクロン様のため、丹たん精せい込めて作りました丸薬です。どうぞ、ご賞味ください。フェリア』

　マクロンはフェリアの文に笑みを溢こぼす。

「王様、こちらにございます」

　ビンズが仰ぎよう々ぎようしくトレーを持っている。フードカバーがされ臭いは漏もれていない。

「では、いただこうか」

　ビンズがテーブルにトレーを置く。いつもなら数歩下がるだけだが、『どうぞ』と促うながすと、サササッと戸口に近い所まで遠ざかった。

　しかし、マクロンは気にもとめず、躊ちゆう躇ちよなくフードカバーを持ち上げた。

「ん？」

　マクロンの鼻がピクンと反応する。

「フェリア様が丹精込めて作りました丸薬です！　ササッと一気に飲み込んでください」

　遠く戸口から聞こえるビンズの声に、マクロンは一いち瞥べつしその様子を睨にらむ。

　ビンズが戸口で鼻を摘つまんでいた。

「さっさと飲んでお返事を！」

　マクロンはフェリアの文を再度見る。なるほど、いたずら顔が目に浮うかぶ。これは、フェリアからの挑ちよう戦せんなのだろうと、マクロンは不敵に笑った。

　丸薬を摘まむと、口に放り飲み込んだ。

「確かに、臭く苦いな……グッ」

　声を出すと臭気が漏れる。それでも、マクロンはのたうち回ることはなかった。

「流石は王様です。皆、地に沈しずみましたが、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　マクロンはニヤッと笑う。

「お返しは例のやつだ。グッ」

　手で口を覆いながら、マクロンは仕返しを、いやお返しを……とびっきりのお返しを考えついていた。




「フェリア様、もうすぐ王様がお越こしになります」

　待ちに待った三十一日である。

　フェリアは、ティーテーブルでマクロンを待っていた。

「昨日の丸薬のお礼の品でございます」

　ビンズがトレーをテーブルに置いた。

　フードカバーがされたそれに、フェリアは『ヒッ』と悲鳴を上げた。

　丸薬がいかに凶きよう暴ぼうかわかっているだけに、マクロンからの返礼品がきっとフェリアを困らせる物であることは想像できる。

　マクロン様のお礼返し……フェリアは口角ヒクヒクさせながら笑う。

「ま、まあ。嬉うれしいわ」

　ビンズがニヤッと笑った。

　フェリアはその表情にもまた冷ひや汗あせをかく。

「そう身構えずとも大丈夫です」

　ビンズがマクロンからの文をフェリアに渡した。

『私からは甘かん薬やくを贈おくろう。一いつ緒しよに口直ししようか。つまみ食いせず待っているように。マクロン』

　フェリアが文を読み終わると同時に、フードカバーが外された。

「まあ！　素す敵てき」

　ガラスの器うつわに、カラフルな物体が盛られている。

「これが甘薬？」

「『星屑菓子』と呼ばれる砂糖菓子でして、遠く東の国から渡ってきたものをアルファルドからいただきました。王様は、朝の政務を終えられましたら、こちらへいらっしゃいますので、どうぞ今しばらくお待ちください」




　キラキラ光る菓子は、いくら眺めていても飽あきない。

「気に入ったか？」

「マクロン様!!」

　マクロンは、門扉を入ってすぐ、菓子を夢中で見つめるフェリアに笑ってしまう。

「ええ、とっても素敵です」

「つまみ食いはしていないな？」

　フェリアが口を尖とがらせ、『そんなことしていません』と答える。

[image: ]

「じゃあ、口直しするか」

「フフ、楽しみです」

　マクロンは『星屑菓子』を一粒つぶ摘まむ。

「さて、文にしたためたように『一緒に口直し』しようか」

　マクロンは摘まんだ一粒を唇くちびるに挟はさむと、フェリアを抱だき寄せた。

　びっくりするフェリアの表情を楽しみながら、顔を近づける。

　甘あまい砂糖菓子が二人の口で溶とけた。

　甘あま味みを残しながら、砂糖菓子が消えると、やっとマクロンの唇はフェリアから離はなれた。

「いたずらっ子にお仕置き」

　マクロンはへにゃりと体の力が抜ぬけたフェリアの耳元で告げた。




　三度目の交流は、甘く始まったのだった。





終わり
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　はじめまして、桃もも巴ともえです。もしくは二度目、三度目のはじめましてでしょうか？

『31番目のお妃きさき様』三巻をお手に取っていただきありがとうございます。




　三巻の物語は、『規格外妃の爽そう快かい＆痛快！　成り上がり邁まい進しん劇！』に、危機に陥おちいるというスパイスを投入して書きました。ある意味、順風満まん帆ぱんだったフェリアが罠わなに嵌はまってしまうドキドキ感、それを乗のり越こえる安あん堵ど感と、やはり最後は痛快喜劇。色々と盛もり込こみすぎて、作者は途と中ちゆう執しつ筆ぴつに迷めい走そうしてしまいました。

　ですが、物語を描えがく楽しさは今回も同じです。脳内で生き生きと動き回る登場人物を、作者は後ろから、ペンと紙を持って追いかけ回しているイメージでしょうか。さながら、密着記者のようですね。




　作者は、一巻、二巻とも読者様が一気読みしてくれるような物語であったなら、嬉うれしいですと書きました。そして、三巻に関しては二度読み、三度読みした時に発見する楽しさを見つけていただけたらと思っています。

　新登場人物たちの言動が、後にどう繫つながっていくか、一回読んだだけでは気づかないのではないかと思っています。それらも、この三巻のスパイスでしょう。




　また、今回の三巻は、ＷＥＢ上の『31番目のお妃様』ではほぼ書いていない内容です。この『ほぼ』という言い回しに、クスリと笑っていただけたなら、作者冥みよう利りに尽つきますね。




　新たな登場人物を含ふくめ、物語をより鮮せん明めいに思おもい浮うかべられる素す敵てきなイラストを描いてくださった山下ナナオ様、感謝致いたします。いつも、ドンピシャのイメージに仕上がっておりまして、感動しています。

　そして、担当様には毎回楽しい打ち合わせで、作品を広げていただき、ありがとうございます。作者の迷走に伴ばん走そうしていただき感謝しております。

　何よりも、三巻最あと後がきまで目を通してくださった読者様には、再度お礼申し上げます。




　さて、作者はまた物語の種を育てに参ります。それでは……


桃巴









電子書籍特典　書き下ろし短編『リボン』＆キャラクターラフ







「ん？」

　マクロンは何かのひっかかりを感じ、振り返って辺りを見回した。特に異変はないが、違い和わ感かんがまとわりつく。

「何か……変なのだが」

　マクロンは来た道を戻る。

　闘とう技ぎ場じようまで引き返しながら周辺を確認するが、先ほど感じた何かを見つけることはできなかった。

「王様、いかがされましたか？」

　突然の行動を、近衛このえがマクロンに問う。

「闘技場に忘れ物でしょうか？」

「いや、何でもない」

　マクロンは踵きびすを返した。

　城壁伝いの道を進み執しつ務む殿でんに向かう。道の両脇には丸く剪定せんていされた植木と薔ば薇らが交互に並んでいる。

「フェリアには、薔薇よりひまわりだろうか」

　そんな呟つぶやきの後、星屑菓子こんぺいとうを含んだ時の染まった頰を思い出し、マクロンは『桃色の薔薇も捨てがたい』と内心呟く。

　視線は桃色の薔薇へと移り、『ん？』と何かに気づいた。

　桃色の薔薇の中に、一輪だけ変わった形のものがあったのだ。

「これか」

　マクロンは、薔薇に似せて括くくられたリボンを解いた。

　先ほどの違和感の正体はこれだったのだ。

「フェリアのいたずらか？」

　マクロンはリボンを見てフッと笑った。リボンが風に流れる。

「何か、書いてあるな」

　マクロンは、ワクワクしながら確認する。

『はずれ』

「……はずれ？」

『はずれ』とは何なのだ？　そんな疑問と同時に『はずれ』があるなら、『当たり』があるはずだと気づく。

　マクロンはまた周辺を見回した。しかし、他にリボンはない。

「いたずらだな」

　マクロンは、クックッと笑いながら執務殿へ向かった。




「王様、どこでフェリア様とお会いに？」

　執務殿に入ってすぐ、ビンズが問うた。

「会えるはずなかろう」

「では、それは何ですか？」

　ビンズの視線が、マクロンの手元のリボンに向く。

「ああ、これは薔薇に括ってあったフェリアの……いたずらだな」

　マクロンは、ビンズに『はずれ』の文字を見せた。

「ああ！　それはいたずらではなく、課題です」

　ビンズの言葉にマクロンは首を捻ひねる。

「先の事件での罰ばつとして、フェリア様がゾッドらお側そば騎士きしに課したものです」

　昏睡こんすい事件の責任を感じていたゾッドらが、フェリアに罰を下してほしいと願い出ていたのだ。その報告はマクロンにも届いていたし、フェリアが課題を出したことも聞いていた。

「これが、課題？」

「はい。王城内に一本だけある『当たり』のリボンを見つけ出す課題が出ているそうです。それを見つけ出すまでお側騎士の任を外されるというもので、ゾッドらはもう三日ほど『当たり』を探して王城内をウロウロしていますよ」

「面白い事を考えるものだな、フェリアは」

　マクロンは、『はずれ』のリボンを見ながらクックッとまた笑った。




　翌日、マクロンは『はずれ』のリボンを三本見つけ出す。王城を歩くと、思わずリボンを探してしまうのだ。

「……『はずれ、肩かた叩たたき券』」

　マクロンは、見つけたリボンを凝ぎよう視しする。

「王様、もしかして『当たり』でしたか!?」

　リボンを凝視するマクロンを見かけ、ゾッドらが走ってきた。

「いや、『肩叩き券』だった」

「羨うらやましい！　私は『はずれ、対戦券』でしたよ」

　ゾッドが、マクロンにリボンを見せる。

「私は、『はずれ、侍女になれる券』でした。仮病使っていいですか？」

　他のお側騎士もマクロンにリボンを見せる。その他にも、○○券は存在するようだ。『当たり』を見つけて戻っても、さらなる課題が待っている。

「アッハッハッハッハ」

　マクロンは、大笑いした。

「王様、笑い事じゃないですから」

　三人のお側騎士が肩を落としている。

「まあ、頑がん張ばって『当たり』を見つけろ」

　落ちた肩をポンポンと労ってマクロンは王塔に向かった。




　その夜、マクロンは寝室のベッドの上で見つけたリボンを手に持ち遊ぶ。さらにリボンは増えて六本になっていた。全部『はずれ』だが、『肩叩き券』に加え『干し草ベッド昼寝券』が追加されている。

「これほど探しても『当たり』がないとは、どこにあるのだろうか？」

　マクロンは、リボンを宙に舞わせた。ヒラヒラとマクロンにリボンが降ってくる。

「おやおや、リボンで遊ぶ年頃ですか？」

　婆ばあやが、白さ湯ゆを持って入ってきた。

「いや、フェリアに遊ばれている」

「王様を手玉に取るとは、なんとまあ心強いお妃様でしょうか」

　婆やはそう言いながら、ベッド脇わきのサイドボードに白湯を置いた。

「では、これで下がらせていただきます」

「ああ、気をつけて」

　マクロンは、婆やの後ろ姿を見送る。

　そこで、また何かのひっかかりを感じた。

「待て、婆や。……いつもは黒のリボンだったが、なぜ、深緑のリボンなのだ？」

　髪を束ねるリボンの事だ。

「おやまあ、気づかれましたか」

　婆やがリボンを解きながら、ニンマリ笑って振り返った。

　マクロンは起き上がり、婆やの手にあるリボンを確認する。

『当たり、31番邸に戻れる券』

「当たりが動いていたとはな。簡単に見つけられないわけだ」

　リボンを懐ふところに仕舞いながら、ムクムクと湧き上がる画策に、マクロンはニヤリと笑った。




「王様！　いつから今日は31日になったのですか？」

　恐ろしい笑顔のビンズが、フェリアに肩叩きされているマクロンに言った。

「見ろ！　『当たり』だ。肩叩き券と昼寝券もある!!」

　ズバッと三本のリボンを、マクロンはビンズに見せた。どうだと言わんばかりの堂々たる佇まいで。

「課題を横取りしない！　さっさと戻りますよ。アルファルドの使者を待たせておりますから！」

「待たせておけばいいだろ？　まだ、昼寝券が残っているからな。添い寝つきにしてもらおう」

「え!?　そ、添い寝？」

「駄だ目めか？」

　動揺するフェリアの顔に、マクロンは笑みを漏らす。その手は、自然に熟れ出した頰に伸びた。

　ガシッ

　無情にも、ビンズに摑まれてしまったが。

「『本日は、朝から晩まで政務券』が発行されております！」

　マクロンはビンズに引き摺られながら、フェリアに手を振った。




「なあ、俺らの存在を忘れられていないか？」

　門扉もんぴの外では、ゾッドらお側騎士らがため息をついていたのだった。





終わり
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